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プロローグ




　人間ひとりやふたり、苦手な人物がいるものだ。松まつ風かぜ日ひ菜な子こにとってのその人が、今、目の前にいる同期の男、南みなみ沢さわ拓たく海みだ。

　拓海は社内でも目立つ男だった。

　整った顔立ち、屈託のない笑顔。抜群の仕事センスに数々の実績。自信にあふれるその姿が皆の注目を集め、周囲からも大きく期待されている。

　そんな中、彼は周りからのプレッシャーもどこ吹く風。着実に仕事をこなし、期待に応えていき、ますます注目を集めるのだ。

　日菜子は自分とは正反対のそんな彼が苦手だった。そして相手にもそれが伝わるように、距離をとっていたつもりだ。

　それにもかかわらず、拓海は事あるごとに日菜子を誘ってきた。

「松風、昼飯一緒にいかないか？」

「わたし、お弁当なんだ。ごめんね」

　こんな会話は日常茶飯事。

「松風、同期で飲みにいくぞ」

「友達と約束があるの。次は参加するね」

　それでもあきらめない彼に、なにかと理由をつけて、断ってきた。

　このやり取りが発生するたびに、拓海を狙う女子社員たちの鋭い視線が日菜子に向けられ、いたたまれない。

　ただ、拓海はそんな日菜子をおもしろがるように、ちょっかいをかける。そして今もその真っ最中だ。

　いい男の悪巧みをする顔は、なんとも魅力的に見える。

　しかし、追いつめられている日菜子はそんなものを感じる余裕もなく、ただただこの場をどうにか切り抜けようとする思いで頭の中がいっぱいだった。

「なあこの眼鏡、ダテだろ？　なんでこんなダサいのかけてるんだ？」

「あっ……やめて」

　拓海は日菜子のセルフレームの眼鏡を奪い取り、かけるそぶりをして度数を確認している。

　日菜子は顔を伏せて顔を必死に隠した。

　どうしても素顔を見せたくないのだ。

「か、返して……」

　必死の日菜子を見ても、拓海は眼鏡を高く掲げて日菜子の手が届かないようにしている。その姿はいじめっ子のようだった。

「必要ないだろ、なんでそんなに隠そうとするんだ？」

　大きな体を折り曲げて、顔を覗のぞき込もうとしてくる拓海を日菜子は必死でかわす。

「そ、そんなの南沢くんには関係ないでしょ？」

「気になるんだよ」

　そんなことを言われても、日菜子にとってはいい迷惑だ。拓海の好奇心に付き合ってなどいられない。

「冗談言わないでよ。わたしのことなんて、気にしないでっ！」

「気にするなって言われると、ますます気になる」

　顎をくいっと持ち上げられて、無理やり目を合わせることになる。顔を背けようとしても、拓海はそれを許さなかった。

　形のいいアーモンド形の目が、日菜子の心の中を覗き込むかのごとく、まっすぐに見つめてくる。

　最初は抵抗をしていた日菜子もその視線に捉えられて、目を逸らすことができない。

「なぁ、こんないい目してるのに、なんでダテ？　いったいなにを隠そうとしてる？　お前が隠したいことってなんだよ？」

「な……なに言って」

「なあ、俺に教えろよ。お前の全部――」

　拓海の言葉に日菜子は息をのみ、微動だにできない。

　ただ、心臓が痛いくらいにドキドキと大きな音を立てていた。










第一章　急接近の俺様同期




　朝からため息が出るほどの満員電車。

　社会人になって六年目。日菜子にとっては毎朝のこととはいえ、いつまで経っても慣れずにいた。身長が一五五センチの日菜子は、やっとのことで確保したつり革に必死に掴まって足を踏ん張る。ぎゅうぎゅうと周囲に押されながら、なんとか倒れないようにとがんばっているところ、ふと斜め前にいる女性の姿が目に留まる。

　真夏の満員電車。無表情か不快な顔で立っている人がほとんどの中、彼女も眉間に皺しわを寄せていた。ただ周囲と違ったのは、彼女の目に涙が浮かんでいることだ。

　体調が悪いのかと思ったが、体をよじったり首を左右に振ったりと様子がおかしい。彼女が持っていたらしいバッグは床に落ちている。右手を背後に持っていき、なにかを押しのけるようにしていた。

（痴漢だ……）

　背後にいる中年男性の姿を確認した。無表情を装っているが一瞬口もとが緩んだのを見て、日菜子の中に怒りが湧き起こる。彼女は自分の中で完全にスイッチが入ったのがわかった。

　女性はなんとかして男性の腕を掴もうとしている。

「痴漢ですか？」

　日菜子が小声で尋ねると女性は、涙目で助けを求めるようにうなずいた。

　すぐに日菜子は前の人の脇に体をすべり込ませて、彼女の真横に立った。そして女性をなで回している卑劣な痴漢の手を掴む。

　相手の手がビクッとして逃げようとした。だが日菜子はそれを許さない。女性も体をひねり、男の手を掴む。

「あなたの痴漢行為を見ました。逃げられませんよ」

　周囲の目も日菜子たちに向く。

「なにを！　濡ぬれ衣ぎぬだ」

　男の顔を見て女性は涙目で睨みつけた。

「この人がわたしのお尻を触りました」

　震える声だったけれど、はっきりと言った。日菜子と女性に掴まれた手を剥はがそうと男が暴れだす。

　周りにいた人も何人か目撃していたようで、次の駅で数人で引きずり下ろす。すぐに駅員が駆けつけてきた。

　そのとき、観念していたと思っていた男が、急に手を振りきって逃げ出そうとした。しかし日菜子がそれを阻止するように立ちはだかると、男は殴りかかってきた。

「……っ！」

　とっさのことだった。日菜子は相手のスーツの襟もとを掴むと一歩懐に踏み込んだ。

　次の瞬間、男の体が中に舞う。ドンッという音とともに日菜子の華麗な一本背負いが決まり、駅のホームに男が目を見開き倒れていた。

　駅員数人が男性を押さえ込むのを見て、日菜子は男の襟もとから手を離す。

（ああ、やってしまった……）

　緊急事態だからといって、まさか人前でこんな大立ち回りをするなんてうかつだった。考えるより先に体が動いてしまう、身に染みついた能力を恨めしく思う。

　後悔を滲にじませている日菜子の手を、被害に遭った女性が握りしめる。

「ありがとうございます！」

「あ、いえ。大丈夫ですか？」

　やり取りをしているふたりに、事情を聞きたいと駅員が割って入った。日菜子も目撃者として話を聞かれることになった。

　腕時計を確認すると、どうがんばっても始業時刻には間に合いそうにない。会社に連絡を入れて女性と駅長室に向かった。




　日菜子が勤める美び星せい建けん設せつは、業界最大手のゼネコンだ。売上は単独でも一兆五千億円を超え、連結であれば二兆円に届く。

　公共事業からスタジアム、ランドマークになる高層ビルやマンション。国内外のありとあらゆるものを建設している。

　日菜子はその中核である設計本部で、アシスタントとしてＣＡＤオペレーターをしながら事務に携わっていた。

　設計部のある五階フロアに到着する。本社設計部は二課に分かれており、総勢六十人の大所帯だ。

　以前はパーティションで区切られていたが、今の部長になって『風通しをよくする』という意味合いから取り除かれ、フロア全体が見渡せるようになっている。

　フロアにはミーティングブースがふたつ。会議室がひとつ備えつけられており、活発に議論を交わすことが多い環境だ。

　日菜子はこの設計部で二課のアシスタントをメインにしている。

「遅れて申し訳ありませんでした」

　会社に到着しデスクに荷物を置くと、すぐに部長のもとに向かう。

「おお、松風さん。君が遅刻だなんて珍しいな。いったいどうしたんだ？」

　部長は仕事の手を止めて、心配そうに日菜子を見る。

　遅刻の連絡をしたときには急いでいたので、詳しい事情は出社してから話をすると言っておいた。

「あの……実は痴漢が――」

「なんだ！　痴漢に遭ったのか？　君みたいなかわいくておとなしい子は狙われやすいだろう、大丈夫かい？」

「いえ、あの……まあ。はい」

　真実を言えば、日菜子自身が痴漢に遭ったわけではない。けれど迷惑を被ったのは、間違いない事実なので否定しないことにした。

「君のことだ。もしつらいなら今日は仕事を休んでもかまわないよ」

　優しい上司の言葉に良心の呵か責しゃくを感じ、胸がチクッと痛む。

「いえ、もう大丈夫ですから。ご心配おかけしました」

　日菜子は頭を下げて、自分のデスクに戻る。

「痴漢だなんて、大変でしたね。松風さんおとなしそうだから、狙われそうです」

　隣の席に座る後輩の斉さい藤とう花はなが、心配そうに声をかけてきた。嘘をついてしまったことに、再び胸が痛んだ。

（ごめんね、斉藤さん）

「もう平気だから。心配かけてごめんね」

　ひと言謝ってから仕事を始めることにした。

　デスクには返却する資料が置かれていた。先にそれを片づけてしまおうと手に取る。

　すると一課に在籍する一年先輩である脇わき坂さかが、追加とばかりに日菜子のデスクに資料をドサッと置く。

「これも一緒に戻しておいてくれる？」

　さもあたり前のように言っているが、当然ながら資料は使った者が資料室に返却することになっている。だから日菜子がそれを引き受ける筋合いはない。

「はい。わかりました」

　素直に返事をする。そんな日菜子に脇坂はわざとらしく思い出したかのように「そうだ」と続けた。

「今朝、給湯室が汚かったわ。ついでに掃除しておいてくれるかな？」

　日菜子が「はい」と返事をしようとしたとき、隣の席の花が声をあげる。

「今日はそちらの一課が当番のはずです。二課の松風さんに頼むのはおかしくないですか？」

　花はわりとはっきりと物を言うタイプだ。先輩の脇坂にも物怖じしない。

「なんですって？　手の空いてそうな人に頼んだだけでしょう？　文句があるの？」

「でも！」

「斉藤さん、大丈夫だから。わたしが行ってきます」

　花は心配そうに日菜子を見つめた。かたや脇坂は、勝ち誇ったかのごとくにっこりと笑った。

「じゃあ、松風さんお願いね」

　そう言い残して去っていく。

「脇坂さんって、毎回松風さんにいろいろ押しつけて、ちょっとひどくないですか？　掃除ならわたしが行きますから」

「いいの、いいの。わたし別に掃除をすることは苦じゃないから。ありがとう、斉藤さん」

　花はまだ納得していないようで憤慨している。

「わたしこういうの慣れてるし。丸く収まるならそれでいいから」

　花は、せめて資料を運ぶのを手伝わせてほしいと言ってきたが、彼女の仕事も山積みだ。

　一回でいけるかもしれないと思う反面、日菜子は過去の教訓を思い出し、資料の山をふたつに分ける。

（女の子は、非力じゃないと……）

　日菜子自身、こんなふうに考えて行動するのはどうなのかと思うこともあった。けれど昔のようにつらい思いをすることを考えたら、これも自分にとっては必要なことなのだと言い聞かせる。

「松風、手伝うよ」

　すると背後から声がかかり、振り向くとそこには残りの資料のファイルを手にした長身の男性がいた。拓海だ。

「ありがとう」

　お礼を言うと、先に歩きだした拓海のうしろからついていく。

　同期の拓海は時々こんなふうに優しく声をかけてくる。社内で人気の彼は一八〇センチを超える長身で、長い足をいつも持てあましているようにさえ見える。バランスの取れた体たい躯くにおしゃれなスーツを嫌みなく着こなす。それに加え整ったルックスとなれば、周りがほうっておくわけがない。

　皆を魅了する甘い目もとに、すーっと通った鼻筋。少し口角の上がった唇。そのどれもがバランスよく配置されており、ひと言で言うならば〝イケメン〟そのものだ。

　日菜子からすれば『整いすぎている』のだ。日菜子自身は中の中。いわゆる普通を絵に描いたようなタイプ。かろうじて目が大きいのがチャームポイントといえなくもないが、それも大きな眼鏡でごまかしている。おしゃれは好きだが、仕事をする上では華美にならないように気をつけているせいか、全体的に地味に見えているかもしれない。それでも目立つよりはいいと本人は思っている。

（ほんと、わたしと南沢くんって、正反対だよね）

　拓海の背中を見て、ふとそんなことを考えていたとき……。

「なあ、あんなすごい一本背負いどこで習ったんだ」

　突然のその言葉に日菜子は、足を止めて目をむいた。

（なんで……まさかあれを見られていたの？）

　少し焦った日菜子だったが、小さく息を吐いて動揺を悟られないように再び歩きだした。

「な、なんのことかな？」

　できるだけいつもの声のトーンで話をする。

　けれど拓海はとぼける日菜子を気にも留めずに、淡々と話し続ける。

「なにって、今日駅で男を投げてただろ、自分よりでかい男を軽々――っておい」

　日菜子は資料を片手で抱えて、思いきり拓海の腕を引っ張った。

　廊下の向こうから総務部の女子社員が歩いてくるのが見えたのだ。ここでこのまま話をしていたら、彼女たちに話を聞かれるかもしれないと思い、日菜子はとっさに拓海を資料室に連れ込んだ。

　バタンと扉が閉まると、危機を脱したことにほっとひと息ついた。

「なに、松風ってば案外積極的なんだな」

「な、なに言ってるの？」

　ニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべる拓海に、声を荒らげた。

「あはは。怒った」

　人が真剣なのに、どうして彼はこう不真面目な態度をとるのだ。日菜子は怒りが増幅しそうになるのをなんとか抑える。

　そしていつもと変わらない〝つくった自分〟で彼に問いかける。

「あの、さっきの話だけど……人違いじゃないのかな。きっと南沢くんの見間違いじゃない？　わたしそもそもＡ駅では降りて……あっ」

（しまった……）

　しかしもう遅い。目の前の拓海はニヤリと笑った。

「なにも知らないはずのお前が、なんで痴漢騒動のあった駅がＡ駅だって知ってるんだ？」

　ああ、万事休す。自分のまぬけさを呪っても遅い。日菜子は目をぎゅっとつむると、これ以上は無理だとあきらめた。抵抗をすればするほど、墓穴を掘るような気がしたのだ。

「今朝のこと誰にも言わないで、お願いします」

　隠すのをやめて、口止めに徹することにした。資料を適当な棚に置くと、深々と頭を下げた。

「なんで？　別にそんなに隠す必要ないだろ？」

「でも、わたしは知られたくないの」

「だから、どうして？」

　思い出したくない過去を思い出しそうになって、ぐっと奥歯を噛かんだ。

「どうしても……理由は言いたくない」

　ただの同期にどうしてそこまで詳しい話をしなくてはいけないのだ。

　かたくなな日菜子の態度に、拓海が「わかった」と言う。

　まさかこんなすぐに引いてくれるとは思っていなかったので、思わず満面の笑みで顔を上げ、拓海を見て……後悔した。

（なんだか、ものすごく悪い顔してない？）

　気のせいであってほしい。日菜子はそう思ったが、拓海は日菜子の不安そうな顔を見ると、ますます悪い笑みを深めた。

「ただし、交換条件がある。これからは俺の言うことをなんでも聞くこと」

「な、なんで!?」

　ただ目撃したことを黙っていてほしいと頼んだだけなのに、なんでこんなことを言われないといけないのだろうか。

　どう考えても日菜子に不利な条件だ。

「別に俺が口をすべらせてもかまわないなら、好きにすればいいけど」

「ひどい……」

　思わず恨みがましい顔で彼を睨んでしまう。

「俺の提案、受け入れるだろ？」

　拓海はそう言いながら、日菜子の眼鏡を奪う。

「こんなダテ眼鏡なんかはずせばいい。男を投げ飛ばしたときの目、最高だったのに」

　素顔を見られたくなくて、必死に隠す。

　しかし拓海は顎を持ち上げ、無理やり日菜子に視線を合わたせた。

　意味ありげな拓海の形のいい目に見つめられて、日菜子は自分の体温が上がるのを感じた。

　もう覚悟を決めなくてはいけないと、日菜子はぎゅっと目をつむり、力なくうなずいた。




　そこからあれこれと拓海が話をしていたが、ほとんど耳に入ってなかった。

　冷静に考えれば、彼の申し出を受け入れるなんておかしなことだ。けれど知られたくない秘密を知られてしまったことに加え、薄暗い資料室で男性とふたりきり、しかも間近に迫られている。

　日菜子がパニックを起こすのには、十分すぎる状況だった。一分一秒でも早くこの場から逃げ出したい。そんな気持ちから、彼の提案を受け入れてしまったのだ。

　日菜子が我に返ったのは、給湯室のシンクを磨いているとき。

　しかし今になって後悔したところで、後の祭りだ。

「ああ……もう、本当についてない」

　厄日とはまさにこのことだ。落ち込んだ気持ちで、日菜子はシンクを磨き続けた。




　その日の午後、終業時刻まであと二時間。

　日菜子は遅刻のせいで遅れていた仕事を取り戻すように集中していた。時折頭に浮かんでくる悪魔のごとく笑う拓海の姿を、なんとか振りきりながらとにかく早く帰りたい一心で、仕事を片づけていた。

「みんな、ちょっといいか？」

　部長の声にフロアにいた面々が顔を上げる。日菜子も目を向けると部長の隣には、今最も見たくない拓海の姿があった。

　また今朝の悪夢を思い出しそうになった瞬間、部長が声をあげた。

「このたび一課の南沢くんが設計した、瀬せ野の学習塾が都市建築設計アワードを受賞しました！　みんな拍手～」

　おおっ～っという歓声とともに、拍手が沸き起こる。

　日菜子も驚きで今朝のことなどすっかり忘れて、部長の隣に立ちいつもより若干はにかんだ様子の拓海に惜しみない拍手を送っていた。

「南沢さんって、去年環境デザインの新人賞も受賞していましたよね？　すごいなぁ」

　花が言うように、去年も別の賞を受賞していた。そもそもひとつ受賞するだけでもすごいのに、二年連続となると皆が拓海を社内のエース扱いするのは当然のことだ。

「南沢くん、ひと言どうぞ」

　部長に促された拓海は、ためらうことなく口を開いた。

「実は最終選考に残ったと聞いた時点で、結構自信があったんです」

　拓海の自信に満ちた言葉に、周りからは「おぉ～」と笑い交じりの歓声があがる。そんな周りに拓海は笑顔を浮かべた。

「そもそもあの設計はひとりでやったものじゃないですから。アドバイスをくださった部長や先輩方。この仕事に集中できるようにと、ほかの仕事を引き受けてくれた同期や後輩。事務作業をしてくれたアシスタントの皆さん。たくさんの人の協力があった。だから今回はいけると思った。皆さんのおかげです。ありがとうございました」

　拓海が頭を下げると、フロアが大きな拍手に包まれた。そして頭を上げた拓海の表情は、本当に晴れやかで堂々としていた。

　こうして見ていると、魅力的な男だと日菜子は思う。自信にあふれているが決して傲慢ではない。周りへの感謝や気遣いも持っていて、少し鼻持ちならない態度をしても、結局周りがそれを許してしまう。むしろそれこそが、彼の魅力だと思えてしまうほどだ。

　そういう物怖じしない、堂々とした態度が、日菜子にはまぶしくて仕方がなかった。同じ会社で同期でも、『住む世界が違う』人のように思えた。

　だからこそ、日菜子は彼に近づきたくないのだ。彼は日菜子にないものをたくさん持っているから。

　皆からの祝福を受け頭を下げる拓海に、部下思いの部長もとてもうれしそうだ。

「そんなうれしいことを言われると、なにかご褒美をあげたくなるな。『給料上げてくれ』以外で、なにか希望はあるか？」

　上機嫌の部長が大きく出た。

　冗談半分の問いに、拓海も冗談で返すだろう。そう思っていた。

「給料以外ですか……それ一番お願いしたいところなんですが」

　部長と拓海の掛け合いに、周囲から笑いが起こる。だが拓海は次の瞬間、驚くべきことを口にした。

「そうだ。松風を俺にください」

「えっ？」

　急に自分の名前が出て驚く。拓海の視線が日菜子に移ると同時に、周囲の視線も彼女に向けられた。

（まさか、嘘でしょ？　それこそなにかの冗談よね？）

　注目された日菜子は、どうしたらいいのかわからず顔を赤くする。

「なんだ、どうした？」

　予想外の申し出に、部長も面食らったようだ。しかし、拓海はもう一度部長に向かってはっきり言った。

「松風を俺のアシスタントにつけてください」

　拓海は一歩も引く気がないようだ。彼の態度が本気であるということが、部長に伝わった。

「そうか、松風さんか……」

　部長が日菜子をうかがうようにして見た。日菜子は真っ赤な顔で必死になって首を左右に振り、断ってくれと部長に猛アピールする。

　ところがそれに気がついたのか、拓海が部長に不満を漏らす。

「部長、給料以外はなんでもいいって言ったじゃないですか？」

　なんでもとは言っていないはずだ。日菜子は祈るようにして部長を見つめた。しっかりと目が合っていたのに、すっと逸らされる。

　この瞬間、日菜子はがっくりと肩を落とした。

「わかった。ちょっと考えてみる。いいか、それで？」

「ええ、松風が俺の担当になるなら。彼女と一度しっかりと仕事をしてみたかったんです」

　ああ、どうしてこんなことになってしまったのか。

　資料室で拓海が宣言した『俺の言うことをなんでも聞くこと』というセリフがリフレインされる。

　もしかしてものすごくこき使われ、理不尽な要求をされるのではないか。最悪の状況しか思いつかず絶望する。

　みんなの視線が日菜子に突き刺さる。どうしてこのタイミングで彼が日菜子を指名したのか、不思議に思うのは無理もない。

　日菜子だって、どうしてこんなことになったのかわからない。拓海の意図することが理解できないのだ。

　今、拓海のアシスタントをしている脇坂の殺気のこもった視線が、グサグサと突き刺さる。たしか彼女は拓海のことがお気に入りだった。きっと今の状況をおもしろく思っていない。

　けれど日菜子にそんなに敵意を向けられてもどうしようもない。

　拓海が勝手に言いだしたことだ。今この状況を一番受け入れたくないのは、日菜子なのだ。

　普段どんな仕事を押しつけられても笑顔で応えてきた。だが今回は黙っているわけにはいかない。これからの人生に大きな支障をきたしそうだ。

　日菜子は勇気を振り絞り、声をあげる。

「あの、わたしは今でも手がいっぱいで、これ以上仕事が増えるのは困ります」

　仕事ができないと自ら申告することに胸が痛むが、背に腹は代えられない。

「そうですよ。松風さん今でも仕事が大変そうなのに、かわいそうです」

　ここで脇坂が声をあげた。どういう気持ちでそう言っているのか考えると複雑な気もするが、ここは助け船だと思いたい。

「そうだよね～うんうん」

　部長が意見を聞いてうなずいたのを見てほっとする。だがそれも一瞬だった。

「でも部長、近々アシスタントの担当替えしたいって、この間の飲み会で言ってましたよね？　あのとき、みんなも賛成していたし。いい機会だし、どうですか？」

　拓海が思いついたように提案する。さっきまで日菜子にとっていい感じの話の流れだったのが、一気に変わった。

「たしかにそうだなぁ。こういうことでもないと、なかなかチャンスもないしなぁ」

「そうですよ。クリエイティブな職場なんですから、ある程度の変化と刺激がないと」

　日菜子の嫌う〝変化と刺激〟を持ち出されて、げんなりする。

「そうだな、一度やってみるか。善は急げっていうから、今日中に決めて明日には発表するよ。あ、南沢、松風ペアは決定だから」

「ありがとうございます」

　こうなってしまった以上、日菜子はもうなにも言えない。

　同じように納得していない脇坂が日菜子を睨んでいる。完全なるとばっちりだ。

（ああ、もう……いっそ倒れてしまいたい）

　日菜子が仕事に戻ろうとした瞬間、拓海が「よろしく」とにっこり笑った。日菜子は聞こえないふりをして、能面のような顔をしたままパソコンに向かう。それが今の彼女にできる精いっぱいの抵抗だった。

　隣の席の花は、なぜだか興奮している。

「うらやましいなぁ。南沢さんのアシスタントだなんて！　わたしがやりたいです」

（できることならわたしだって、今すぐ代わってもらいたい！）

　けれどそれを口にしたところで、もうどうにもできないだろう。

　日菜子は愛想笑いを浮かべて、無の境地で仕事を片づけていった。




「美み穂ほぉ～ハイボールちょうだい」

「ないわよ。うち喫茶店よ」

　座るなり、カウンターに倒れ込んだ日菜子に美穂はグラスの水を差し出した。

「で、なに飲むの？」

「カフェラテ。かわいいラテアート希望」

「はいはい。っていうか、もう閉店時間過ぎてるんだけど」

　ブツブツ文句を言いながらも、リクエストに応えてくれる。

「あと、ナポリタン」

「はぁ？　今から？　別に作れなくはないけど、こんな時間に食べたら太るよ」

　すでに時間は二十二時近くになっている。こんな時間に炭水化物は危険極まりない。

「やめとく。だからとびきりおいしいカフェラテお願い」

「しばらくお待ちください、お客様」

　バカ丁寧に頭を下げた美穂が、カウンターの中でエスプレッソマシンの前に立つ。

　ここ『わかば珈コー琲ヒー』は、美穂のおじの喫茶店だ。

　町まち田だ美穂は、日菜子の小学校からの親友だ。高校卒業後、日菜子は大学を出て就職し、美穂は製菓の専門学校を卒業後、おじの喫茶店を手伝っている。

　美穂は店を訪れた人が見とれてしまうほどの美人で、彼女目あてにわざわざこの店に来る人もいるくらいだ。

　きちんと揃そろえられた前下がりのボブヘアは、彼女の整った顔立ちによく似合っていた。顔が整っているせいで性格がきつく見えがちだが、笑うとそのギャップにやられてしまうのは男性だけではない。

　しかし本人は自分の容姿を鼻にかけることなく、さっぱりとした性格でそこも日菜子が彼女を好きな理由のひとつだった。

　この場所と美穂は、日菜子にとっての駆け込み寺のようなものだ。

　今日も、いつものごとく不満を抱えた日菜子がカウンターについた肘で頰を支えて、唇を尖とがらせていた。

　美穂が手を動かしながら、ひとつため息をついた。

「で、今日はなにがあったのよ？」

　ここまでわかりやすく落ち込んでいる親友をほうっておくこともできず、美穂は器用にラテアートを施しながら話を聞くことにした。

「聞いてくれる？　もうね、ほんとに今日は厄日だったわ」

　通勤電車の痴漢騒動から話をした。

「人助けをしたんだから、いいことじゃないの？」

　たしかにそうだ。一般的に見れば落ち込むようなことではない。

「困っているか弱き女性を助けるなんて、まるで騎士ナイトか王子様じゃない」

　コトンと目の前に、かわいらしいクマが描かれたカフェラテが置かれた。にもかかわらず日菜子は笑顔になるどころか、顔を余計にゆがませている。

「そうよ！　か弱い女性を助けるのは王子様の役目よ！　でもわたしは、王子様になりたいんじゃないの」

　しっかりとラテをこぼさないようによけてから、ガバッとそこに突っ伏した。

　美穂はやってしまったとばかりに、苦虫を噛みつぶしたような顔をする。長い付き合いでわかっていたつもりなのに、うっかり地雷を踏んでしまった。

「ごめん……」

　美穂は謝りながらカウンターから出て、日菜子の隣に座ると背中をポンッと叩たたいた。

「いいのよ。わたしの修行がたりなかったのよ」

「修行って……」

　美穂があきれ声を出すが、日菜子はまったく気に留めない。

「これからはもっと気をつける」

〝目立たず、騒がず、女性らしく〟

　それが日菜子の信条であり、指針であり、座右の銘であり、スローガンである。

　個性を大切に……それもうなずけるし、否定もしない。人の考えはそれぞれだから。

　けれど日菜子の心に巣食ったつらい過去が、彼女の考えをかたくなにしていた。

「もうそろそろ、そのトラウマから卒業したら？」

　美穂の助言は、親友を思ってのことだろう。だが日菜子の心には届かなかった。

「美穂にはわからないわよ。『男おとこ女おんな』とか『怪力』なんて呼ばれたことないでしょ？」

「まあ、たしかにそうだけど」

　こうなってしまったら、なにを言っても仕方ない。今まで何度も説得を繰り返してきた美穂だから、どんな励ましの言葉も無駄だとわかる。

　そもそも日菜子が、ほんの少し……自分というものを隠して生きるようになってしまったのには、理由があるのだ。

　日菜子の今は亡き父、松風剛ごう健けんは柔道のオリンピック銅メダリストだ。世間でも知られた父が自宅で開いた道場で、日菜子も幼少期から兄の剛ごう毅きとともに、柔道の英才教育を受けてきた。

　母を早くに亡くした日菜子は、男性に囲まれて生活していた。

　教えられるままを吸収し、褒められることに喜びを感じてますます強くなっていく。父のＤＮＡも作用してか、兄と一緒にめきめきと上達していった。

　小学校の低学年まではそれでよかった。周囲に褒められることを単純に喜べた。

　全国大会で金メダルを手にして、日菜子はうれしそうに笑っていた。

　しかし思春期に差しかかってきた頃から、だんだんと日菜子の中に葛藤が芽生える。

　周囲がおしゃれや、恋に関心を示しだす。日菜子とて同じだった。

　リボンやレースなどのかわいいものが好きだったし、みんなが好きだったアイドルにだって興味があった。

　けれど、そこらの男子よりも強かった日菜子を男子生徒がからかう。

『お前は男のくせに、リボンなんかつけるのか？　ピンクの服なんか気持ち悪い』

　まだ幼い子どもの言葉だったが、当時の日菜子には『男おとこ女おんな、怪力』とからかわれるたびに深く傷ついていた。

　次第に男子生徒だけでなく、一部の女子からも同性として扱われなくなってきた。

　重い荷物を運ばなければならないとき、『松風さんは女子であって、女子じゃないでしょ？』なんてクスクス笑われて、男子とともに荷物を運ぶように言われたことは、一度や二度ではない。

　自宅に帰れば柔道一色。道場でも父や兄のいないところで、いろいろと言われた。

『女じゃない。かわいくない。バカ力』

　自分よりも強い女の子に対する負け惜しみにすぎなかったが、日菜子の小さな心についた傷は、蓄積されていく。

　いくら柔道が強くても、年頃の傷つきやすい日菜子は言い返すことができなかったのだ。

　そんな小学生時代を過ごし、中学生になり淡い初恋を経験する。日菜子が最初に恋心をいだいたのは、父の道場に通うふたつ年上の男の子。

　練習が終わった後におしゃべりをしたり、父に内緒で一緒に映画を見にいったりしていた。つらい練習のときも、励まし合っていた。年頃の女の子らしく、世界がその男の子中心になってしまっていた。

　しかし、楽しかった時間はわずかだった。ある日彼が別の女の子――〝かわいい〟を具現化したような子――と一緒に歩いているのを見てしまった。そのうえ、彼が自分と出かけていたのは、父の手前仕方なくだと言っているのを耳にしてしまった。

『付き合う？　ないない。俺は、守ってあげたくなるような女の子が好きなんだ。それに試合中のあの子の目、怖すぎるんだよ。女じゃない』

　何年経っても、あのときの男の子の顔とセリフを鮮明に思い出せた。

（結局……そうなんだ。男の子はみんなかわいい子が好きなんだ）

　そのとき日菜子の中でなにかが壊れた。これまでのつらかったことすべてを柔道の責任にしてしまった。

　傷ついた日菜子は練習にも集中できず、怪我をしてしまう。そしてそれをきっかけに柔道をやめてしまった。

　父も兄も引き止めはしなかった。それほど日菜子が深く傷ついているのを知っていたからだ。

　その男の子との一件が引き金になり、日菜子は決意した。

　女の子は強くったって仕方ないのだ。普通の女の子として生きたい。

　筋肉質だった体はトレーニングをやめると、次第に女の子らしい体つきへと変化した。身なりも女性らしく整え、おしゃれにも人一倍気を使う。

　おそらく昔の知り合いが見たら、日菜子だとは気がつかないだろう。その変身ぶりはそばで見ていた美穂も驚くほどだった。

　けれど、あのとき男の子が言った『あの子の目、怖すぎる』という言葉がどうしても頭から離れず、日菜子は目もとを隠すために眼鏡をかけていた。

　大学生になるとひとり暮らしを始めて、柔道から生活を切り離した。その頃になれば、もう昔の日菜子を知る者はいない。

　人間不信がひどかった一時期に比べれば、現在は周囲とのコミュニケーションも取れている。周囲の人とうまくやっていくすべもわかっている。

　それでもやっぱり、眼鏡だけははずせず今に至っていた。これは日菜子が現在もまだあのころのトラウマを引きずっているということの現れだ。

　外ではあまり意見も言わず、周りに合わせてニコニコ笑いうなずいている。波風立てないように、誰も不快にしないようにといつも気を使っていた。

　普段の日菜子は言いたいことの半分も、言っていないのではないだろうか。

　美穂はそんな彼女が今も無理をしているのではと思う。明るくて優しかった日菜子を知っているので、こんなふうに自分を偽っている姿を見ると、なおさら心配でならない。

　だから時々今日のようにタガがはずれたかのごとく、本来の日菜子が顔を出すのではないか。正義感にあふれる、まっすぐで強い日菜子が。

　けれど美穂は、小さい頃に傷つき泣いている日菜子の姿をそばで見てきたこともあり、今の彼女を否定することもできない。

　だからといってこのままでいいはずもない。日菜子にはそんなトラウマから一日でも早く卒業してほしいのだ。

「でもさ、努力して女子としては認められてるかもしれないけど、結局のところ彼氏のひとりもいないじゃん！」

「そうなんだよね。でもやっぱり一歩踏み出す勇気がないっていうか。どこか身構えちゃうところがあって」

　日菜子はゆっくりと起き上がると、カフェラテのカップを手にしてふうふうと息を吹きかけて冷ました。美穂力作のクマのラテアートが無残にも崩されていく。

　今まで日菜子に思いを寄せてくれた男性も何人かいた。けれどいつも一歩引いてしまい、男性のほうが日菜子から離れていき交際がうまくいくことはなかった。

「まあ、卒業しろって言っても無駄だよね。筋金入りだもんね。でも、もしかしたらもう出会っているかもしれないわよ。運命の王子様に」

「王子様かぁ……そうだといいな……」

　もうクマでもなんでもなくなってしまったラテアートを眺め、いつか自分のことを受け入れてくれる男性が現れることを祈った。隣にいる美穂もまたしかり。

「で、それで今日の愚痴は終わり？」

　美穂の言葉で思い出したのか、日菜子は思いっきり顔をしかめた。

「あー！　そうだった……。一番落ち込む話をしてなかった。見られちゃったのよぉ。一本背負いを。どうしよ～」

　一度立ちなおりかけた心がまた折れた。それを象徴するかのごとく、カウンターに突っ伏す。右頰をつけて眉尻を下げた日菜子が美穂に助けを求める。

「誰に？」

「誰にって……同期の南沢くん」

　美穂はしばらく考えるように、瞳を上に向けている。そして思い出したのか、はっとして人さし指を日菜子に突きつけた。

「南沢って、あの日菜子にちょっかいかけてくるって人だよね？」

　カウンターに頰をつけたまま、激しくうなずく。

「なんだかんだ絡んでくるから苦手だったのにぃ……」

　よほどショックなようで、うつろな目をしている。

「まあ、見られたならどうしようもないわよね。口止めでもなんでもしておくことね」

　美穂が日菜子の背中をポンポン叩くと、日菜子はガバッと体を起こした。

「簡単に口止めできていれば、苦労しないわよ。あいつったら秘密にしておく代わりにわたしをアシスタントにしてこき使うつもりだし、そのせいで彼を気に入っている先輩からも睨まれてるし……もう最悪」

　日菜子の目が死んだ魚のような目になった。

「わたしの顔を見てニヤニヤしてた。あんな人に秘密を握られるなんて」

　できるなら、あまり関わりたくない相手。同期とはいえ、できる限り関わりを避けてきたのに、どうしてこんなことに。

　胸の中にずっしりと大きなおもりが落とされたようだ。

「見られたのはどうしようもないじゃない。いっそ開きなおってしまえば？」

「開きなおるなんてありえないよ。だってまたあんな思いしたくないし」

　集団の中で異質なものになるのは、二度とごめんだ。日菜子の中に苦い思い出がよみがえる。

「でも『言うことをなんでも聞くこと』なんて、横暴だと思わない？」

「まあ、たしかに。でも日菜子が黙っていてほしいと思うなら、しばらくはそうするしかないんじゃない？　あとはなるようになるわよ」

「冷たいっ！　人ごとだと思って！」

「冷たくもなるわよ、こっちは仕事終わりでくたくたなんだから――」

　――カランコロン。

　ふたりが言い争いをしていると、ふいにドアベルが鳴る。もう閉店の時間だ。営業時間を知っている常連ではいだろう。

「すみません、今日はもう閉店……」

「み、南沢……く、ん！」

　ガシャンと派手な音を立てて、カップをソーサーの上に無造作に置いた日菜子は、目を見開き扉から入ってきた拓海を見つめる。

　その様子を見た美穂は小声になる。

「南沢って……さっき言ってた？」

　目も口も開けたままの日菜子は、美穂の問いかけに無言でコクコクとうなずいた。

　そんな様子の日菜子を気に留めることもなく、そしてすでに閉店だと伝えた美穂の言葉も完全に無視した拓海が日菜子の隣に座った。

「俺にもコーヒーください」

　にっこり微笑んだ顔に、美穂が思わず見とれてしまう。

『閉店』と言って追い返すつもりだった美穂だが、完璧なイケメンの笑顔につい「かしこまりました」と答えてしまっていた。

　日菜子は、なんとかこぼれずにすんだカップの中身を、無言で睨みつけていた。

　そんな日菜子に拓海が話しかける。

「それ、飲まないの？」

「の、飲むよ」

　せっかく美穂が勤務外に作ってくれたのだ、残すわけにはいかない。ひと口飲んでから、口を開いた。

「どうして、ここに？」

「斉藤さんに聞いたら、ここじゃないのかって言ってたから」

　拓海は出された水を飲みながら、なんでもないことのように言ってのけた。

　花には親友が勤めている喫茶店があると教えたことがあった。それにここに入り浸っていることも彼女は知っている。

　まさか花がそんなことを拓海に教えてしまうとは、これは立派な個人情報の流出だ。かといって八つ当たり的に花を責めるのは間違っている。

　日菜子は気を取りなおして、話を本筋に戻す。

「そうじゃなくて、ここに来た目的を聞いているんだけど」

「ああ、それか」

　そのとき美穂が拓海のコーヒーを運んできて、彼の前に置いた。

「ごゆっくりどうぞ」と声をかけるとカウンターの中に入って、離れた場所からふたりの様子をうかがっている。

　それだけでも日菜子にとっては、心強い。

「いろいろ話をしようと思っていたのに、お前がさっさと帰るからだろう」

「残業したけど……」

　唇を尖らせてチラッと拓海を見る。彼にはいろいろとバレてしまっているのだ。今さら取り繕っても仕方がないと開きなおる。

「ははっ、不満そうだな」

「不満だらけだよ」

（むしろ不満しかないんだけど）

　あたり前だろうと拓海を睨んだ。しかし彼は日菜子が感情をむき出しにすればするほど、なぜだか愉快そうに笑って見ている。

　ものすごくバカにされた気分になった日菜子がさらに不満げな顔をすると、余計にうれしそうにした。まったくもって悪循環。これではらちが明かない。

（早く帰りたい）

　さっさと片づけてしまおうと心に決める。

「あの、話ってなにかな？　仕事の話なら会社でお願いしたいんだけど」

　結局日菜子は、感情を出さずに能面のような顔をして言う。

「仕事の話じゃないから、ここまで来た。松風が会社でしていいって言うなら、明日みんなの前で――」

「いや！　えっと、ぜひここでお願いします」

　もう話の内容はわかっているのだ。例の話なら、日菜子としても職場で話すよりもここでのほうがありがたい。

「必死だな。俺は、その必死になっている理由を知りたいんだけど」

　ゆっくりとカップを置いて、カウンターに頰杖をついた拓海が、じっと日菜子を見た。形のいいその目には好奇心が強く表れていた。

「なあ、どうして会社では今みたいに自分の気持ちをはっきり言ったりしないんだ？　どうしてそんな猫かぶってるんだよ？　もめ事があったとしても、あんだけ強ければ鉄拳制裁だってできるだろ？」

「猫なんかかぶっていないし、鉄拳制裁も無理」

　そもそも嫌なことがあるからって、鉄拳制裁なんてできるわけない。

「いやいやあきらかに、今の松風と会社の松風の態度、違うだろ？　なんでだ？」

「違わないし、そもそも南沢くんには関係ない。アシスタントの件も撤回してほしい」

　なにも話すつもりはないし、アシスタントをするつもりもないとはっきり伝えた。

　バッサリと言いきった日菜子を見て、拓海は驚いた顔をしていたけれど、いきなり笑いだした。

「やっぱり、お前おもしろいな。嫌がっているところ、申し訳ないけどますます興味が湧いた」

「なんでよっ！」

　日菜子がこんなに全身全霊で拒絶しているにもかかわらず、彼にはまったく伝わっていない。冷静にならなくてはいけないと思うのに、思わず声を荒らげてしまった。

「そういうところ、気に入ったんだけど」

　にっこりと笑う拓海を見て、日菜子は目を見開き絶句する。今までのやり取りの中で気に入る要素なんて、皆無だと思うのだけれど。

「ちょっと、……なに言ってるか、わかんない」

　どう考えても、日菜子に拓海のことは理解できそうにない。

「まあ、お前がどう思おうが関係ないけどな。アシスタントはもちろんやってもらうから」

「だから……なんでよぉ」

　どうしてここまで興味を持たれたのか、日菜子にはさっぱりわからない。

「松風が断りたいなら好きにすればいいさ」

「本当に？」

　思いきり顔を輝かせた日菜子に、拓海は無情な言葉を投げつける。

「断っても無駄だけどな。それに俺はお前の秘密を知っているのを忘れるなよ？」

「みんなに話すつもりなの？　お願い、あのことだけは言わないでほしい」

　会社でもあれほど頼んだのに、拓海は気に入らないことがあればバラすつもりらしい。

「事と場合によっては……だな。あ、斉藤さんなんか噂うわさ好きだからきっと食いついてくるだろうな」

　うれしそうに話をする拓海を、日菜子は思いっきり睨みつけた。

「本当に、最低」

　もう最低限の敬意すら払うつもりもない。

　しかし睨みつける日菜子を、拓海は歯牙にもかけない。

「そうか？　別にバレても困るようなことじゃないだろう？　自分から大っぴらにすれば、俺に弱みなんか握られないですむ」

「簡単に言わないで！　わたしがどんな思いで……もういい、帰る」

　日菜子は椅子から立ち上がると、バッグを掴み拓海を睨みつけ扉に向かう。

「これからよろしくな。松風」

　クスクスと笑う声が、日菜子の背中に突き刺さる。

　ドアノブに手を掛けた日菜子は、足を止め振り向いて口を開いた。

「南沢くんなんか、大嫌い。バカ、オタンコナス、変態！」

　そう叫ぶと、勢いよく扉を閉めて出ていく。

　日菜子が出ていったその後には、いつもは穏やかな音を立てるドアベルが、激しく鳴り響いた。

「なんだよ。バカ、オタンコナスは、まぁわかるけど、変態って……あはは！」

　カウンターに座ったままの拓海は、悪態をつかれたにもかかわらず頰杖をついて笑っていた。そしてもう一度日菜子が出ていった扉を見て笑う。

　カウンターの向こうから美穂が、日菜子の飲んだカップを下げようと手を伸ばす。

「ああ、閉店してるのに申し訳なかったです。あいつの分も払います」

　パンツのポケットに手を入れ財布を出そうとする拓海を美穂が止めた。

「日菜子からもらうので、必要ありません。その代わり少しお時間よろしいですか？」

　拓海に向けられた美穂の顔は真剣だ。

「どうぞ」

　拓海は短く答えると、美穂の話に耳を傾ける。

「わたしはこの店で働いている、町田美穂といいます。日菜子のことは小学校から知っていて、親友と言っても差し支えないと、わたしは思っています」

「そうか。だから閉店後でもこの店に？」

　美穂は小さくうなずいた。

「単刀直入に言いますけど、どういうつもりで日菜子にちょっかいを出しているんですか？」

　回りくどい言い方をせず、美穂はストレートに疑問をぶつけた。

「どういうつもりも……かまいたいからかまってるだけ……って、そんな怖い顔しないでほしいな」

　拓海が肩をすくめてみせても、美穂は鋭い視線を向けたままだ。その様子に拓海が折れた。

「知りたいんだよ。松風のこと」

　それまでの浮ついた感じは完全に消えていた。短いその言葉が真実味を帯びる。

「あいつ会社でどんな顔で笑ってるか知ってるか？」

　美穂は急に質問されて慌てて首を振った。

「本人はうまくやってるつもりだろうけど、つくり笑いの見本みたいな、わざとらしい笑顔でさ。もっと自然にしていればいいのにって、ずっと思ってた」

　その言葉から、拓海が以前から日菜子を気にかけていたことがわかった美穂は、それまでの警戒心をわずかに緩ませた。

「日菜子がああいうふうに自分を見せなくなったのには、ちゃんとした理由があるの」

「親友の君は、それでいいと思っているわけ？」

　美穂は鋭い指摘に奥歯を噛みしめて、首を振った。

「南沢さん……でしたよね？　日菜子に関わるつもりなら、中途半端はやめてください。うわっつらだけの優しさは、日菜子が一番傷つくから」

　過去になにかあったのだと、拓海は察した。

「町田さんは、俺の味方になってくれるってこと？」

　美穂も日菜子が無理をしていることを気にかけている。拓海はそれならば協力してもらおうと考えたのだ。

「わたしは、日菜子だけの味方です。だけど、南沢さんが〝本当に〟日菜子のことを思っているなら、あなたに手を貸すかもしれません」

　試すような視線を向けてきた美穂に、拓海は笑った。

「まあ、見てて。俺逃がすつもりないから」

　自信満々のその姿に、あきれた美穂が笑いを漏らす。

「その自信、日菜子に少し分けてもらえませんか？」

「ああ、そうするつもりだ。まずは低すぎる自己評価をどうにかしないとな」

　再び笑った拓海を見た美穂がそっとつぶやいた。

「やっかいな相手につかまったみたいですね。日菜子ってばご愁傷さま」

「まあ、そう言わないで。感謝する日がくるはずだから」

「日菜子、ここに毎日駆け込んできそうだけど」

「ああ、それは大丈夫。俺がちゃんとつかまえておく」

　あきれた顔をしている美穂に、ふたり分の支払いを終えた拓海が言った。

「そろそろあいつ、あの眼鏡卒業してもいい頃だろ？」

　自信満々にそう言った彼に、美穂はうなずいた。










第二章　彼女が眼鏡をはずすとき




　画面に向かって図面にミリ単位の変更を加えていく。画面を切り替えて、指示通り漏れがないか確認しながら進める。

　納期のある仕事がほとんどで、すばやく正確にすることがなによりも求められる。

（わかってる、わかってるけど……この量ってば、どういうこと!?）

　拓海のアシスタントになって、一週間と少し。

　これまでもそれなりの仕事をこなしてきた日菜子だったが、拓海のアシスタントになって目の回るような忙しい日々を送っていた。

　彼の仕事は卓越したセンスに加え、そつなく抜かりない。ひと言で言えば素晴らしい仕事ぶりだ。

　だがそれゆえ、日菜子に対する要求のレベルも高い。そのうえ期待のホープと言われるだけあって、仕事量がすさまじいのだ。

　日菜子は、それに応えるべく身を粉にして働く日々を過ごしていた。

（でも……やっぱりすごいんだよねぇ）

　拓海の描く設計図は、非常に魅力的だった。顧客の意図をくむことはもちろんのこと、使いやすさとデザイン性を兼ね備えている。

　何人かのアシスタントをやってきて、図面も毎日たくさん見ている。それでも『美しい図面』だと思えたのは、拓海の作ったものが初めてだった。

（でもまぁ、それとこの忙しさとは別の話だけどね）

「コホッ、コホッ」

　今朝起きたときから咳が出ている。今日は早く帰ってゆっくりしたいと、ここのところ残業続きの日菜子は始業時からそう思っていた。

「松風さん、大丈夫かい？」

「あ、西にし野の主任。お疲れさまです。すみません、ご心配いただいて」

　一課のエースが拓海ならば、二課のエースはこの西野だ。日菜子たちの三年先輩、拓海同様、社外のデザイン賞も受賞している。

　落ち着いた雰囲気のイケメンだ。やわらかい物腰と爽やかな笑顔で、社内でもなかなか人気の男性だ。ちなみに日菜子も彼には好感を持っていた。

「先日急ぎで手伝ったもらった仕事、おかげで間に合ったよ。ありがとう」

　本来ならば本人か担当アシスタントが行うのだが、急ぎの場合はほかのアシスタントが仕事を手伝うこともある。しかしながらみんな自分の仕事に手いっぱいで、あまり引き受けたがらないのが現状だ。

　だが日菜子は、この間まで彼を担当していたこともあり手伝いを申し出たのだ。

「いえ、よかったです。わたしでもお役に立てて」

「いや、お役に立ててなんてレベルじゃないよ。松風さん、本当に仕事が早くて正確だね。また手伝ってほしいな」

「はい……まぁ、今はとてもそんな余裕はないんですけど」

「そうか、たしか一課に変わって、今は南沢の担当になったんだったな」

「はい」

　苦笑いを浮かべると、なにかと察してくれたようだ。

「大変だろうけど、がんばって。いや、南沢がうらやましいよ」

　社交辞令だとわかっているが、仕事ができる西野に褒められるとうれしい。控えめな笑顔を浮かべて「ありがとうございます」と伝えた。

　西野が仕事に戻ると入れ替わりに、拓海が現れた。

　本来ならアシスタントの席は担当の近くにあるのだが、急な変更だったために日菜子は当分もとの席で仕事をすることになっていた。

　だからこうやって一日に何度も、拓海がやって来るのだ。

「まだまだ余裕がありそうだな」

　なんだか不機嫌そうだ。いつも飄ひょう々ひょうと仕事をこなしているイメージなので、珍しい。なにか嫌なことがあったのだろうかと、日菜子は瞬時に感じ取った。

「そんな、暇そうなお前に、追加でこれも頼む」

　図面データの修正と資料の整理をまとめて頼まれた。

「あの、知っていると思うけど全然暇じゃな――」

「松風、ああいう男がタイプなの？」

「ああいうって……別にタイプとかじゃないけど」

　さっきまで話をしていた西野のことを言っているのだ。正直な気持ちを口にする。「まあ、タイプだろうが関係ないけどな。今のお前は俺のものなんだから」

（なんて言い方！　誤解されちゃうじゃないの）

　その証拠に隣の席で作業している花にも聞こえたようで、意味ありげにチラッとこちらを見ている。

　しかし、いちいち突っかかっていては、相手の思うツボだ。拓海は日菜子をからかって遊んでいるだけなのだから。

　それに仕事の遅れが出れば、現場にも迷惑がかかってしまう。

「脇坂さんってすごいね。この仕事の量をこなすなんて」

　日菜子の代わりに二課を担当することになった脇坂だが、彼女もひとりでこの仕事をこなしていたのだ。いろいろと意地悪なことを言われたり、仕事を押しつけられたこともあったけれど、この仕事量を文句も言わずにやっていたのならば、事務仕事や掃除に手が回らないのも仕方がなかったのかもしれない。

「いや、脇坂さんはこんなに仕事できないから。お前の半分くらいしか頼んでない」

「えぇー！」

　あっけらかんと言ってのけた拓海の言葉に、思わず日菜子は大きな声をあげた。周りの視線が突き刺さり、途端に彼女の頰が赤くなる。

「そんなに驚くことか？　お前だから頼んでるんだ」

　その言葉に胸の奥がくすぐったくなった。がんばっていることをこんなふうに評価してくれるのはうれしい。

　日菜子は思わず頰を緩ませた。

「南沢くん、ちょっといいかな？」

　噂をすればなんとやら……で、脇坂が現れた。

　日菜子は、脇坂に呼ばれた拓海がここを離れると思い、仕事を再開させた。

　けれど拓海は、その場に居続ける。脇坂もその場を離れない拓海の様子を見て、日菜子を一瞥してからそのまま話を始めた。

「今週末、営業課の女の子たちと飲みにいかない？　今なら少し案件が落ち着いているかなぁって思って。みんな南沢くんの受賞をお祝いしたいって」

　どうやら飲み会の誘いのようだ。目の前で話をしているので、内容が否が応でも聞こえてきてしまう。しかしマナーとして、聞こえていないふりをして仕事を続けた。

「そうですか、ありがとうございます」

　にこやかに笑う拓海に、脇坂も顔をほころばせた。

「じゃあ、詳細は――」

「いえ、誘っていただいたのはうれしいんですが、実は松風さんにあれこれと仕事を教えている途中なんですよ。金曜日も俺が外から戻ってきてレクチャーすることになってるんで、すみませんが皆さんだけで楽しんできてください」

「えっ!?」

　そんな約束をした覚えがない日菜子が声をあげる。

「そうだったよな？　松風」

　拓海は日菜子のほうを見て、わずかに目を細めた。それだけで『余計なことは言うな』という意図を感じ取ってしまった。

「あ……え、……はい」

　仕方なく拓海に合わせると、次は脇坂に睨まれた。

「本当なの？　新人でもあるまいし、ある程度の仕事は教えてもらわなくてもできるでしょう？」

　その通りだ。だからこそ、拓海から回ってくる大量の仕事をさばいている。けれどここで反論しようものならば、拓海がなにを言い出すかわからない。

「俺のやり方に慣れてもらっているところなんです。だから今回はすみません」

　拓海が眉尻を下げてすまなさそうに言うと、脇坂もしぶしぶ引き下がった。

「今回は仕方ないけど、次回は絶対に参加してね」

「善処します」

　肩をすくめて会話が終わった。巻き込まれた日菜子がほっとした瞬間。

「だいたい松風さんがしっかりしてないからいけないのよ。同期だからって南沢くんに迷惑かけるのもほどほどにしないとね」

　脇坂はしっかりと日菜子に釘を刺して、席に戻っていった。

　いなくなったのを確認して、日菜子は拓海をひと睨みしてからパソコンの画面に向かう。

「わたしを断る理由に使うの、金輪際やめてよね」

「いいだろ、別に。減るもんじゃないし」

「なんで、わたしを利用するようなことするの。脇坂さん、すごい目でこっち見てた」

「利用できるものは、なんでも利用するのが俺の主義なの。覚えておけ」

（そんなこと、覚えていたくない……）

　はぁと大きなため息をついたが、拓海は微み塵じんも悪いと思っていないようだ。相手にするだけ無駄だとは思うものの、憤りを小さくぶつけた。

「どうせなら、飲み会に行けばよかったじゃない」

　そうすれば、こんな面倒事に日菜子は巻き込まれずにすんだのだ。

「お前と違って俺は忙しいの。くだらない飲み会なんて行ってられるか」

　たしかに拓海のアシスタントになって、その仕事の多さに驚いた。しかもどれもほかの人とは一線を画したデザイン。彼でなければできない仕事だ。

　とはいえ、断りの理由に使われた日菜子は気分がよくない。思わず唇を尖らせてしまう。微塵も悪いと思っていない拓海と不毛な言い争いを続けるよりは、さっさと仕事を仕上げてしまいたいという思いだ。

「そんなに怒るなよ。頼りにしてるんだから。だから馬車馬のように働いてくれよ。追加の作業指示、メールで送っておいた」

「ま、まだあるの!?」

「ははは！　助かるよ。アシスタントが優秀で」

　声をあげて笑った拓海は、日菜子の肩をポンッと叩くとデスクになにかを置いた。

「もう、こんなに仕事押しつけられても、できるわけないじゃない」

　平穏な日々が失われたことを嘆き、思わずつぶやいた。そしてふとデスクの上に視線を落とす。

　そこにはスティックタイプののど飴あめが置いてあった。

「南沢さんなに置いていったんですか？」

　隣の席でやり取りを聞いていた花が、デスクの上を見る。

「のど飴みたい」

「へぇ、優しいですね」

　ニコッと笑う花に、日菜子は「そうだね」とだけ短く返した。

　なにも言わずに拓海はデスクに戻っていった。彼と日菜子の席は離れている。それなのに彼は日菜子が咳をしていることに気がついていたのだ。

　不器用な優しさに、顔がほころんだ。普段は日菜子の前では強引で横暴だけれど、こういう優しさを時々気まぐれに向けてくる。

（こんな小さなことで……うれしくなっちゃうんだ）

　日菜子は自分の感情に驚いた。

　それは拓海が見せる優しさのタイミングが、絶妙だからだろう。

　それにほだされてしまっているせいか、どうしても拓海のことを嫌いになれないでいた。

　まさに飴と鞭むちを絶妙に使い分ける拓海に、日菜子はまったく勝てる気がしなかった。

　包みを開けて、口にほうり込むと、甘酸っぱさが広がる。

　拓海のくれたはちみつレモン味ののど飴が、日菜子の喉も心も潤していった。




　その日の午前十一時頃。

　拓海が慌てた様子で日菜子のもとにやって来た。

　その様子からは、もう嫌な予感しかしない。

「松風、新しく建て替える図書館の図面だけど、ちょっと修正頼む。午後から必要だから至急な」

「え？　午後って、あと一時間もないじゃない」

「時間がないから、お前に頼んでるんだ。二時前には持ち出したい。できるか？」

　データを開いて修正箇所の確認をする。時間は十分とはいえないが、なんとかできそうだ。

「わかった。やってみるね」

「助かる。ありがとう」

　拓海は小さく笑うと、デスクに戻っていった。

　まだできたわけではない。間に合うかどうか微妙なところだが、拓海は日菜子がしっかりと仕上げると信頼してくれている。

（こうやって、信頼してくれるのはうれしいな）

　気合いを入れなおした日菜子は、早速図面の修正に取りかかった。

　焦りながらあちこちある修正箇所を直していく。チェックする時間はほとんどないので、ミスのないように慎重にかつすばやく作業を進める。

（あぁ……もう、絶対嫌がらせだ！　でも……これすごくいいな）

　作業の手を止めずに、図面を見ながらできあがる建物を想像する。

　この図書館は日菜子の通っていた高校の近くにあり、彼女自身もよく利用していた。公立の建物なので派手で奇抜なデザインは敬遠される。それゆえ今までの建物は簡素なもので、住民の憩いの場になる場所なのに味気ないものだった。そこを拓海はきちんと考え、遊び心のあるデザインにしている。老若男女に受け入れられる、そして長年愛される施設になるであろう。

「やっぱり、すごい」

　拓海本人はいけ好かないけれど、彼の生み出す建物は素晴らしい。図面を見ているだけでもワクワクしてくる。彼の才能は認めるほかない。

　集中して作業を進め、ようやく終わりかけた頃。

「どうだ？　順調か？」

　拓海が日菜子のもとにやって来た。

「うん、言われた箇所は大丈夫」

「ん？　どういうことだ？」

　日菜子の歯切れの悪い返事に、拓海が引っかかったようだ。

「自転車置き場なんだけど」

「それがどうかしたのか？」

　日菜子が指さした図面を、拓海が覗き込んだ。

「南側に一箇所だけしかないと、北側の道路から来る人たちには使いづらいの。それだと、決まった場所に自転車を止めない人も出てくると思う。だからそんなに大きくなくてもいいから、北側にも自転車置き場があればいいなって」

「……なんだ、やけに詳しいな。どうして？」

　日菜子は、高校時代にこの図書館をよく利用していたことを伝えた。

　日菜子の言葉に、拓海の表情が変わる。雰囲気が一変した。日菜子は驚いて、目をわずかに見開き彼を見る。

「それ、もうちょっと詳しく教えて」

「え……うん。こっちの通りなんだけど、自転車と人だけが通れる細い道があって――」

　自分の知りえる情報をあますところなく伝える。すると拓海はしばらく黙ったまま画面を見つめていたかと思うと、急にマウスを動かし図面に自転車置き場を追加した。

「これなら、どう？」

「いいんだけど……今ここにあるクヌギの木はどうなる予定なの？」

「あ？　どうだったかな。ちょっと待ってろ」

　拓海はデスクに戻っていく。そして案件をまとめてあるバインダーを手に、中を確認しながら戻ってくる。

「クヌギってこれか？」

　現場の写真を見せられた日菜子はうなずいた。

「もし、この木が今のまま残るなら、自転車置き場の場所は変えたほうがいいと思う。屋根に落ち葉がたまると、掃除が大変なので」

　説明し終わり拓海を見ると、彼はじーっと日菜子を見ていた。

「ど、どうかした？」

　いつも嫌みしか言わないのに、黙ってしまったのでそれがなんだか怖い。

　余計なことを言ってしまったのかもしれないと訝いぶかしむ日菜子に、拓海はふっと表情を和らげた。

「サンキュー、助かった」

　拓海は日菜子の肩をひとつ叩いて、自分のデスクに戻ると、できあがったばかりの資料を持ってすぐに外出してしまった。

「……今、お礼を言われた？」

　驚きで目を瞬かせた日菜子は、なんだかくすぐったい気持ちになった。別の仕事に取りかかりながらも、なぜだか頰が緩むのを止められなかった。




　週末、金曜日。

　終業時刻も過ぎ一時間ほど経ったあたりで、やっと仕事を終わらせる目処が立った。これなら来週に残しても大丈夫だと思いほっとしているところに、外回りから帰ってきた拓海が現れた。

　日菜子はその時点で、嫌な予感がしていた。だからさっさと片づけをして美穂のところにでも行こうと、バッグを手に席を立とうとした矢先、その予感が的中する。

「仕事終わった？　だったら付き合って」

「え？　いや、わたしこの後予定が――」

「どうせ、わかばにでも行くんだろうけど、それは今度にしろよ。もう店予約してるから、行くぞ」

　拓海はバッグを持つ日菜子の手を掴んだ。

「ちょっと待ってよ！」

　抵抗する日菜子の耳もとに、身をかがめた拓海の唇が近づく。

「嫌ならここで、俺のことをぶん投げればいいだろ？」

「……っ！」

　バッと、勢いよく振り返って拓海の顔を見ると、ニヤリと悪い笑みを浮かべている。

「さあ、どうする？」

　判断を委ねるセリフだが、秘密を握られている日菜子に選択肢はない。

「行けばいいんでしょ……もう」

　まさか、仕事以外でも拓海に振り回されることになるとは思っていなかった。がっくりと肩を落とした日菜子と対照的に、拓海は愉快そうに肩を震わせていた。




　日菜子が連れてこられたのは、おいしいと有名な創作イタリアンの店。丸いテーブルの向かいには拓海が座ってメニューを眺めている。

「松風、ワインは白でいい？　飲めるよな」

「え？　まぁ、少しなら……」

　断る暇もなくあれよあれよと連れてこられた日菜子は、今も拓海のペースに巻き込まれたままでいる。

（なんでわたし、ここにいるんだろう？）

　目の前で店員に注文をする拓海をぼーっと見て、こんなに自分が押しに弱かったのかと、愕がく然ぜんとする。

　いくら弱みを握られているからといって、ここまで言いなりになる必要があるのだろうか。

　けれどそんなふうに反発を覚える一方で、日菜子はある矛盾にも気がついていた。今の状況を『絶対に嫌だ』と思っていないのだ。そこがすごくやっかいなところで、日菜子は自分の気持ちがよくわからずに、モヤモヤしていた。

「適当に頼むぞ」

　急に話を振られた日菜子は、考えずに黙ったままうなずいた。

「じゃあ、これと……これと、あ、これも。あ、これってサーモン入ってますか？」

　拓海の問いかけに、店員がうなずいた。

「じゃあ、こっちのサラダに変更で。以上です。お願いします」

　日菜子は、メニューを閉じてテーブルに置いた拓海に尋ねた。

「南沢くんも、生魚苦手なの？」

　実のところ日菜子は生魚が苦手だ。誰かと食事に行くときは、行儀がいいとはいえないがそっとよけて食べている。

「あ、俺？　好きだけど」

「えっ？　だって……」

　では先ほどなぜ、わざわざ注文を変更したのだろうかと疑問に思う。

「ああ、お前食べられないだろ」

「知ってたの？」

　そもそも日菜子は会社の飲み会に参加するのは、忘年会と世話になった人が異動するときくらいで、それ以外の飲み会はなるべく避けていた。

「ああ。生魚食えないなんて、かわいそうだな。今度、寿司おごってやろうか？」

　からかいを含んだ笑顔を浮かべる拓海を、日菜子は軽く睨んだ。

「ありがとう。玉子とウナギ、それからエビにタコにアオヤギ、えーっとハモだって……」

　ムキになった日菜子に、拓海は声をあげて笑った。

「わかった、わかった。今度は寿司食べさせてやるから」

　なだめるように言われて、口をつぐんだ。これでは、日菜子が連れていってほしいと言ったように聞こえる。

（ちゃんと言っておかないと！）

「あの、わたしは……！」

「お待たせいたしました。白ワインと前菜をお持ちしました」

　日菜子が口を開いたタイミングで、料理が運ばれてきて話が終わってしまった。

　不完全燃焼だったが、目の前に置かれた色とりどりの前菜を見ると意識が完全にそちらに向く。

　アボカドののったブルスケッタに、セロリや茄子、オリーブが煮込まれたカポナータ。ジャガイモを使ったキッシュはこんがりと焼かれている。

「おいしそう！」

　目を輝かせた日菜子に、拓海がやわらかい笑顔を向ける。

「せっかくだから、乾杯しようか」

　彼がグラスを持ち上げたので、慌ててそれにならう。けれどなにに乾杯するのだろうか。そもそも不本意にここに連れてこられたのに、乾杯はおかしいのではないかと、ふと思う。

「なにに？」

「図書館の建て替え案件。松風の案、先方がすごく喜んでくれた。だからそのお祝い」

「そうなの、よかった！」

　驚きで目を見開いた日菜子だったが、次いで湧き上がる喜びに顔をほころばせた。控えめながら、うれしさがあふれ出るような笑顔だ。

「なんだよその顔……」

　拓海が顔を背けたのを見て、日菜子は一瞬にして表情を硬くした。自分の笑顔が拓海を不快にしてしまったのかもしれないと思ったのだ。

　会社では大げさに喜怒哀楽を表現しないようにしてきた。それなのにいろいろ知られている拓海の前だから気が緩んでしまっていた。

　眼鏡のブリッジを押し上げて、顔を隠す。

「いや、今のは違う。あー……だから」

　拓海は言いたいことをうまく言葉にできずに、髪をかき上げている。気まずい雰囲気になってしまう。

（どうしてわたしなんか誘ったんだろ。ただ少し気がついたことを言っただけで、ここまで感謝されるようなことじゃないと思うんだけど）

　まだ食事も始まっていないのに、変な空気になってしまった。だからといって、日菜子が謝るのはなんだか違う気がして黙り込む。

「これ、これが全部悪い。没収な」

「あっ！」

　拓海はワイングラスをテーブルに置くと、日菜子に手を伸ばし彼女の眼鏡を奪う。

　慌てて手を伸ばしたけれど、すでに拓海の胸ポケットの中に収まっていた。

「なんで顔隠すんだよ。すごくかわいい顔して笑ってたのに。さっきのはその……普段俺にはそういう顔しないから、なんか……あの、ちょっと新鮮だっただけだ」

　また彼が日菜子から視線を逸らす。しかしさっきと違うのは、照れているからだということが、日菜子にもわかった。

「そ、そう……なの？」

　どういうふうに返すのが正解なのかわからずに、日菜子は短く言葉を返すことしかできない。

　そんなふうに思われているとは……日菜子の頰がほんのりと赤く色づく。お互い気持ちをどう持っていっていいものか、さっきとは違うくすぐったい気まずさを感じてしまう。そんな空気をかき消すように拓海が言う。

「とにかく……だ！　お前の案がすごくよかった。だからお礼とお祝いの、乾杯」

　改めてグラスを掲げた拓海に合わせて、日菜子も控えめにグラスを持ち上げた。眼鏡のなくなった彼女の顔には、さっきとは違い輝くような笑みが浮かんでいた。

　お互いワインを飲んだことで、さっきまでの緊張が緩んだ。食事が運ばれてくるとすっかりもとのふたりに戻っていた。

　ふたりの共通の話題といえば、やはり仕事の話が中心になる。普段はお互い忙しくしているので、話す内容は業務に必要なものだけ。けれど酒が入った今日は、打ち合わせでおもしろかった話や、苦労話などいつもとは違う会話に花を咲かせた。

「図書館の担当の人に、松風のこと話したら驚いていた。世間は狭いって」

「たしかにそうかも。だってわたしも懐かしいなって思った」

　地元の図書館の立て替えにまさか自分が関わるとは、高校生のときの日菜子には想像できなかったことだ。

「地元は静岡なんだろ？　大学で東京に？」

「うん。そこからはずっとひとり暮らし」

　話の内容が仕事からプライベートなことに変わっていく。

「小さい頃のお前って、どんなだった？」

　ワインを傾けた拓海が、さらっと口にした言葉に日菜子が一瞬動きを止めた。鋭い拓海はもちろん気がついていたけれど、素知らぬふりをしている。

「んー……普通かな？」

「普通って？」

　言葉を濁す日菜子に、拓海は突っ込んだ。

「え？　普通は……普通だよ」

　日菜子はそっとうつむいた。ついさっきまでとは違い、彼女のまとう雰囲気がかたくなに会話を拒んでいた。

「そうか、普通だったんだな」

「えっ？　あ、うん」

　いつもの拓海なら、もっとあれこれと聞いてくるだろうと思っていた日菜子は、あっさりと引いた彼に拍子抜けした。と、同時にほっとする。

（よかった……あの頃のことはやっぱりまだ思い出したくない）

　ふと頭の中をよぎりそうになった幼少の頃の思い出に、急いで蓋をした。そしてそれを振りきるように話題を変える。

「南沢くんは小さい頃海外に住んでいたって本当？」

　日菜子の言葉に拓海が少し驚いたように目を軽く見開いた。

「松風もちょっとは俺に興味があったんだな」

（なんだかとてもうれしそうに見えるのは気のせいかな？）

「べ、別にそういうんじゃないし。たまたま知っていただけよ」

「ふーん、あ、そう。まあいいけど」

　途端に不満をあらわにする。仕事中はいつもクールな表情の拓海が、アルコールのせいか今は彼の感情の動きがよくわかる。

（なんで……そんな不満そうなの？　わたしに興味を持ってほしいわけ？）

　しかしそんなうぬぼれたことを相手に聞くわけにもいかず、言葉をのみ込んだ。

「俺だって普通だよ。サラリーマンの家庭。ただ親が海外をあちこち転勤する仕事だったからそれについて回っていたってだけ。日本語はアニメで覚えて、サッカーが好きだった。普通の少年」

『海外をあちこち』と聞き、日菜子はそれだけでもすごいと思ってしまう。

「両親ともに貧乏性でさ。せっかくだからって、転勤になるたびに各国の観光地に連れ回されてさ。そこで寺院や建築物を見て興味を持ったのが、きっとこの仕事を選んだきっかけのひとつなんだと思う」

「そっか……そうなんだ」

　なんだかその言葉に妙に納得してしまう。

　彼の設計する建物には、心がこもっているように感じられる。ただの仕事としてではなく、建物に対する彼の思いを感じるのだ。

　それは図面から受ける印象だけではない。真剣に、好奇心いっぱいに目を輝かせて仕事をしている彼の姿からも、熱い思いが感じられるのだ。

（仕事に一生懸命なところは、かっこいいと思う）

　意地悪ばかりされても、それでも拓海を受け入れてしまう理由はそこにあるのだと日菜子はうすうす気がついていた。

「なんだよ、それだけかよ？」

「え？　すごいね。小さい頃から好きだったことを仕事にできて」

　褒めたにもかかわらず拓海はまだ不満げだ。

　なにがいけなかったのかと考えながら、日菜子はワインに口をつけた。

「いや、もっとあるだろ？　〝好き！〟とか〝かっこいいー！〟とか」

「う……っごほっ、ごほっ。な、なに言ってるの？　言うわけないじゃない」

　脳内を見透かされたのかと思い、焦ってむせてしまう。慌てる日菜子に拓海はそっとおしぼりを差し出した。

「そんなに否定するなよ。軽く傷つく」

「ご、ごめんなさい」

　不満そうに目を細める彼を見て、自分の言葉ぐらいじゃ気にしないと思っていた日菜子は彼のそんな態度を意外に思う。

「お前くらいじゃない、俺のことそんなに嫌ってるの」

　大げさなくらいのため息をついた拓海は、「もういいから食え」と言って日菜子の皿に料理を山盛りにした。

　拓海も黙ったまま食事をしている。

　また気まずい雰囲気が流れた。

（せっかくおいしい料理なのに……このままじゃダメだよね）

　日菜子は頭の中で一生懸命言葉を選ぶ。正解かどうかはわからないが、誤解をきちんと解かなくてはいけない。

「……わたし、南沢くんのこと……嫌いじゃないよ」

　相手のほうも見ることもできず、声も小さかった。けれど誤解させたままではよくないと思い勇気を出した。

　しかし向こうからの反応がない。山のような料理ののった皿に落としていた視線をおそるおそる彼に向けた。

　うつむきがちの拓海の顔はすべては見えない。だが口もとが緩んでいるのがわかる。

（笑ってる……？）

　はっきりとは見えないが、さっきまで下がっていた口角が緩やかなカーブを描いているのがわかった。

　日菜子がじっと見つめていると、拓海が視線をこちらに向けてばっちりと目が合う。すると取ってつけたように、唇を引き結びまた不機嫌な顔になった。

「なんで、そんな上から目線なんだよ。いいから、飲め」

　からになっていたワイングラスに拓海がワインを注いだ。

「そんなに、食べろとか飲めとか言われても、わたしもうおなかいっぱいだよ？」

「あ？　ああ、そうか。だったらデザート頼めば？　別腹だろ？」

　ぐいっとメニューを差し出され、受け取る。

　さっきから、お互い一度も目が合わない。

　日菜子はメニューを広げ、デザートを選ぶふりをしながら拓海の様子をうかがっていると、彼が顔を上げてこちらを見た。

「なんだよ。決まったのか？　こっち見るな」

　彼は悪態をつきながら、スーツのポケットから日菜子の眼鏡を取り出し自らかけた。

　それはいつも日菜子が自分の表情を隠すために使っている眼鏡。今は拓海がはにかんだ顔を隠している。

「ふふ……ふふふっ」

　無性におかしくなった日菜子は、メニューで顔を隠し肩を揺らして笑う。そんな彼女を、不機嫌な様子の拓海が軽く睨んでいた。

（よかった……とりあえず、誤解は解けたみたい）

「そうやって、いつも思いっきり笑っていればいいだろ」

　メニューを置き、顔を上げた瞬間、拓海のやわらかい笑みが目に飛び込んできた。ドクンと心臓が強く脈打つ。思わず見とれてしまった日菜子に、彼が腰を上げて眼鏡をかけさせた。

　いつもの感覚が戻ってきてほっとすると同時に、どういう風の吹き回しだろうかと、しっかりと眼鏡をかけなおして顔を拓海に向ける。

「でもまあ……そういうかわいい顔は、特別な相手だけに見せればいい。俺はもう見たから今日はもう隠しとけ」

　椅子に座りなおし、頰杖をついた拓海の目がいやに優しい。

　見つめられることに慣れていない日菜子は、もう一度しっかりと眼鏡をかけて今度は赤くなる顔を隠したのだった。




　午後十時過ぎ昼間の熱気が残る街を、日菜子は拓海と肩を並べて、駅に向かって歩いていた。

　おいしい食事と、ワイン、デザート。それと、拓海との時間。

　半ば強引に連れてこられたにもかかわらず、とても楽しかった。

　アルコールが入り、ふわふわしたいい気持ちで歩いていた。

「まだ暑いな～。次は、ワインじゃなくてビールだな。ビール」

　ネクタイを緩めた拓海が、シャツの首もとをパタパタさせてわずかばかりの涼を取っている。

　日菜子は入社したときから拓海のことを知っている、もう六年目だ。

　だがこれまで〝苦手なタイプ〟というだけで、彼を避けていた。まさかこんなふうにふたりで飲みにいく関係になるとは、不思議だ。

　考えてみれば、日菜子が男性とふたりっきりで食事をしたのは、ずいぶん久しぶりのことだ。

　もちろん恋愛に対して憧れがないわけではない。けれど、自分に好意を寄せてくれている相手と一歩踏み込んで付き合いをしようとすると、うまくいかない。何度かそういうことが続いて、自分にとっては縁遠いことだと思うようになっていた。

　それがまさか会社の同期――それもとびっきりのいい男――と、出かけることになるとは。

（こんなことってあるんだなぁ）

　隣を歩く拓海を見ながら考え事をしていたせいか、前から来る自転車に気がつかなかった。

「おい、松風！」

「え？　……あっ！」

　腕を掴まれ、強く引かれた。気がつくと日菜子は拓海の胸に顔を埋めていた。薄いシャツ越しに感じる彼の体温や、突然強くなった彼の香りに心臓が一気にはね上がる。

　背中に回された手がたくましくて、意識してしまい耳まで真っ赤になった。

「おい、大丈夫か？」

　頭上から拓海の気遣う声が聞こえてきて、顔を上げる。至近距離で見つめられて、かーっと顔に熱が集まるのを感じた。

　とっさに拓海の腕から逃れようとうしろに体を引いたが、勢いあまってふらついてしまう。

「おい、バカッ」

　そんな日菜子の体を支えたのも拓海だ。背中に回された大きな手に力がこもる。

「ご、ごめんね」

　今度はしっかりと足を踏ん張って立った。そしてゆっくりと拓海から距離をとる。

　彼も日菜子の様子を確認すると、手を背中からどけた。

「なにぼーっとしていたんだ」

　そう聞かれても、理由が理由だけに答えられない。

「ごめんね。迷惑かけて」

「それは別にいいけど。怪我してないか？」

　心配げに日菜子の様子をうかがう拓海に、恥ずかしくなって早口でまくしたてた。

「平気だよ。わたしが強いの、南沢くん知ってるでしょ？　昔ほどじゃないけど、今だって――」

「平気じゃないだろ」

「え？」

　それまで恥ずかしさをごまかすようにしていた日菜子に、拓海は真剣な眼まな差ざしを向けた。

「平気なわけ、ないだろ。女の子なんだから」

（……女の子）

　いつものからかうような雰囲気は欠片かけらもなかった。本当にそう思っているということがひしひしと伝わってくる。

　胸の中にじんわりと広がる喜びに、目頭が熱くなってくる。

　日菜子は、自分がコンプレックスの塊であることを自覚していたし、他人からどんなふうに見られるかいつも気にしていた。

　拓海としては、特別意味のある言葉ではないかもしれない。けれど自分を否定してきた日菜子にとっては、泣きたくなるほどうれしい言葉だった。

「どうかしたのか？　やっぱりどこか怪我して――」

「ううん、なんでもないよ」

　胸のうちを悟られないように笑顔をつくって顔を上げた。目の前には心配そうに見つめる拓海の顔がある。

「だったらいいけど……ほら、行くぞ。終電間に合わなくなる」

　拓海は日菜子の肩をポンッと叩いて、一歩前を歩きだした。その背中についていく。

（急にあんなこと言うなんて、ずるいな……）

　自分の中に芽生えつつある感情に戸惑いながら、置いていかれないように彼のうしろをついていった。




　その翌日の土曜日。

　日菜子のひとり暮らしをしている部屋のテーブルの上で、機械にセットされた水の中をそうめんがくるくると回っていた。

「ただでさえ狭いのに、これ必要？」

　そう大きくはないテーブル。その大半が埋まってしまっている。日菜子は仕方なく補助用の折りたたみの小さなテーブルを出して、そのほかの料理を並べた。

「いいじゃない、雰囲気だけでも。一度やってみたかったの」

　持ち込んだ張本人の美穂は、うれしそうに箸を握り食べる気満々だ。

　日菜子の部屋は、会社から電車で三十分ほどのところにある。築十年の１ＤＫ。社会人になって入居した部屋は決して新しくはないけれど、会社まで乗り換えなしで通えて、バスとトイレが別々なのが決め手になった。

　時々今日のように、美穂が遊びにくることがある。今日はふたりで流しそうめんパーティーをすることになった。そうめんだけでは味気ないので、美穂が来るまでに小エビと野菜のかき揚げと、唐揚げ。キュウリの即席漬けに豚キムチを用意した。

　キンキンに冷えたビールを片手に、ガールズトークが繰り広げられる。

「で、昨日のデートはどうだったの？」

「ぐっ……ごほっ、ごほっ」

　そうめんを頰張っていた日菜子は、美穂のいきなりの問いかけに盛大にむせる。慌ててビールを手に取ってごくごくと飲み干し、なんとか気持ちを落ち着かせた。

「勘違いしないで。デ、デートじゃないから」

　手のひらで唇を拭いながら否定する。けれど美穂はそれをおもしろがるような表情を浮かべていた。

「いいじゃない、別に照れなくて。楽しかったんでしょ？　顔見たらわかるよ」

　肘でツンツンとつつかれて、美穂にはかなわないと観念した。

「……うん。不本意ながら」

　最後に付け加えた言葉は、完全に負け惜しみだ。あれだけ拓海のことを苦手だと言っていたにもかかわらず、昨日は日菜子も楽しかったのだ。

　美穂はニヤニヤと完全におもしろがっている。

「不本意でも、次誘われたら行くんでしょう？」

　日菜子は美穂の問いかけに小さな声で「うん」と答えた。美穂の言う通り拓海にもう一度誘われたら、間違いなく行くだろう。

「よかったね。日菜子」

　美穂は穏やかな笑みを浮かべて、日菜子を見ていた。

　もっとからかわれると思っていたので、日菜子は少し驚いた。

「うん。よかったの……かな」

「そうだよ。これまでずっと男の人、避けてきてたじゃない」

「そういうつもりじゃなかったんだけど」

　過去のトラウマから、恋愛に積極的にはなれなかった。学校や職場で話をするくらいならばなんの差し障りもないのだが、一歩踏み込むとなると尻込みしてしまう。

　それに本来ならば、拓海のような俺様で強引なタイプは苦手なはずだった。けれど彼の仕事に真摯な姿や日菜子に対する裏表のなさに、警戒心が解かれていった。

「南沢くんと一緒にいると、楽しいんだよね」

　素直に口にすると、美穂の笑顔が深まった。

「そっか、そっか。一度会っただけだから、人となりはよくわからないけど。でもイケメンだったよね～。それに仕事もできるなんて優良物件じゃない」

「ちょっと、そんな言い方。まあでも……なんでわたしなんか誘ってくるんだろうな……とは思うんだけどね」

　拓海は誰がどう見ても美穂の言うような〝優良物件〟であることは間違いない。そんな彼がなぜ自分なんかを誘うのだろうかと。どうにも、恋愛を楽しむ相手としては力不足のはずだ。

　昨日は、図書館の件で日菜子の出したアイデアが先方に喜ばれたからという理由があった。それにしても、別に食事までおごるようなことではないはずだ。飲みにいきたかったという理由なら、金曜日は脇坂たちの飲み会に誘われていたのだから、そっちに参加すればよかったはず。

　日菜子としては、どう考えても、拓海が自分を誘った明確な理由がわからない。

「本人に聞かないとわからないわよ。知りたいなら自分で聞かなきゃ」

「それはもちろんそうなんだけど……」

　どういう答えが返ってくるのか、それを聞いて自分がどう思うのか。想像ができずにいた。

（からかってるだけ……なんてことを言われたら、立ちなおれないかも）

　ビールの入ったグラスに唇をつけたまま、手を止めて思わず考え込んでしまう。

「また、なにか余計なこと考えてる！　ほら、もういいから食べよう」

「そうだね！　うん。今日の唐揚げおいしくできたんだ。食べてみて」

　気を取りなおしたふたりは、その日流しそうめんを楽しみ、グラスを重ねてガールズトークに花を咲かせた。




　月曜日の朝。始業時刻よりも四十分近く早く出社した日菜子は、給湯室にいた。金曜日の夜に乾燥機にかけていた茶器やマグカップを棚に戻していく。

　少なくなった茶葉を補充したり、冷蔵庫の中を拭いたりひと通り綺き麗れいにすると、自分のマグカップにスティックタイプのカフェオレの粉末を入れてお湯を注ぎ、デスクに向かおうとした。

「松風さん、ちょっといいかしら？」

　背後から声をかけられ振り向くと、脇坂が腕を組んで立っていた。その様子から機嫌が悪いのは見て取れた。

「はい。あの……どうかしましたか？」

　なにか仕事を頼まれていなかったかと思い出すが、なにも思いつかない。そんな日菜子の様子を見て脇坂はますます怒りを募らせた。

「あなた、金曜日、南沢くんとふたりで飲みにいったの？」

　普段聞かないような怒りのこもった声に、驚いた日菜子は短く返事をする。

「……はい」

　嘘をついても仕方がない。脇坂はなにも知らないで日菜子を問いつめているわけではないのだろうから。

「あの日、彼を誘ったのはわたしが先だったわ。なのに、どうしてあなたが抜け駆けするわけ？　どうせ仕事教えてもらったお礼とでも言って、嫌がる彼を無理やり連れていったんでしょう？」

「ち、違います」

　誘ってきたのは拓海のほうだ。そう説明しようと思ったけれど、反論したことで脇坂がますます怒りだした。

「嘘言わないで。そうじゃなければ、彼があなたとなんか食事に行くわけがないじゃない。今まで相手にされてこなかったのにアシスタントになったからって、仕事の相談とか適当な理由をつけて迫ってるんじゃないの？　目障りなのよ！」

　そんなつもりではなかった。ただ誘われて楽しかった。

　誘ってきたのは拓海だったが、それは単なる仕事のお礼だ。彼はそう言っていた。だが、それ以上を期待してしまった自分に早速バチがあたったのだ。

「とにかく、いい気にならないことね。身のほどをわきまえなさい」

　脇坂が脅しつけるように日菜子の肩を押した。

「あっ……つぅ」

　日菜子の持っていたマグカップから、カフェオレがこぼれて手にかかった。

「あ……」

　脇坂もさすがにまずいと思ったのか、逃げるようにして給湯室から出ていった。

　急いでマグカップを置いて、水道の水で手を冷やす。

　熱いカフェオレがかかった手がジンジンと痛む。でもそれよりも心が悲鳴をあげていた。

『――彼があなたとなんか食事に行くわけがないじゃない』

　そんなこと脇坂に言われなくても、日菜子だって自覚している。だからこそ、拓海がなぜ自分を誘ったのかを知りたかった。もしかして、拓海は自分に対して特別な思いがあったのかもしれないという、ほのかな期待さえいだいてしまっていた。

　しかし目が覚めた。思わず期待してしまっていた日菜子に、脇坂が『目障り』だと釘を刺したのだ。

　周りの言葉に傷ついた思春期のあの頃と、日菜子はなにも変わっていなかった。

　仕事を真面目にしているおかげで、上司や同僚ともうまくやっているつもりだった。拓海とふたりで食事をしたことで、つい先ほどまではほんの少し自分に自信が持てた気がしていた。

　けれどそれは、ほんのちょっとのことで崩れてしまう程度の自信だった。脇坂の侮辱的な言葉を受け入れてしまう自分が情けなくて日菜子は落ち込んでいた。

　蛇口をひねり、水道の水を止めた。まだ痛みはあるが、このままここにいるわけにはいかない。マグカップを洗ってかごに入れると、日菜子はうつむいたまま給湯室から出た。

　痛む左手を右手でかばうようにして歩いていると、正面から声がかかった。

「松風、どこ行ってたんだよ」

　声だけで相手が誰だかわかった。名前を呼ばれたので足を止めたが、顔を上げることができない。頭が混乱しているときに、彼に会いたくなかった。

「捜したんだぞ。鞄かばんが席にあるのに見あたらないから……金曜に次は寿司がいいって話してたけど――って、おい。その手どうしたんだ？」

　それまで一方的にしゃべっていた拓海の視線が、日菜子がかばうようにしていた赤くなった左手に向けられた。

「なんでもないよ。それより、どうかした？」

　うしろに手を隠し、拓海から見えないようにする。だが拓海はそれを許さなかった。

「なんでもないはずないだろ。痛いのか？　見せてみろ」

　一歩前に出てきた拓海が手を伸ばす。しかし日菜子は一歩下がってそれを拒否した。本当はそんなふうに心配してくれたことがうれしかった。だがまた勘違いしてはいけないと自分に言い聞かせる。

「本当に大丈夫だから気にしないで。それと食事は誰か別の人を誘ってくれるかな。わたしは行かないから」

　言いたいことだけを言って、日菜子が拓海の横をすり抜けようとする。しかし彼は前に立ちはだかりそれを許さなかった。

「なあ、なにその態度。俺なにかしたか？　俺はほかのヤツじゃなくて、お前を誘ってるんだ」

　あきらかに怒っている口調だ。そうなる理由も日菜子は理解できた。いきなりあんなふうにつっけんどんに言い返されたら、誰でも嫌な気持ちになる。

　けれど今、自分のことでいっぱいの日菜子は、そこまで気を回すことができずにただ黙り込むことしかできなかった。

「わかった、もういい」

　拓海は大きなため息をつくと、オフィスに戻っていってしまう。

　ひとり残された日菜子は、ぐっと奥歯を噛みしめた。

（なんで、こんなことになっちゃったんだろう）

　金曜の夜は楽しかった。自分だってそう思っていた。男性とふたりきりで食事ができて、また行きたいと思った。自分の中のなにかが変わりつつあると思っていたのに、ほんのちょっとの出来事で振り出しに戻ってしまった。

　大きく肩を落とした日菜子は、まもなく始業時刻ということでモヤモヤした気持ちのまま席に戻ることにした。

「あ、松風さん。いた～」

　席に戻ると、すぐに花がこちらに向かってきた。手には救急箱を持っている。

「怪我ってどこですか？　あ、手ですね。ちょっと赤くなってます」

　花が心配した様子で日菜子の手を取る。

「あの……さっき十分冷やしたし、大丈夫だから。でも、どうして？」

　なぜ花が日菜子の火傷やけどのことを知っていたのだろうか。

「さっき、南沢さんが『松風が怪我してるから手当してやってくれ』って教えてくれたんです」

「南沢くんが？」

「ええ」

　たしかに先に拓海がオフィスに戻っていった。しかしその後すぐに日菜子も給湯室を出たので、拓海とタッチの差でオフィスに戻ったはずだ。そのわずかの時間に拓海が花に自分の怪我の話をしていたことに、日菜子は驚いた。それと同時に切なさがこみ上げてきて胸が苦しくなる。

　拓海にはなんの非もなかったのに、自分の弱さを彼にぶつけてしまった。本来ならばあんな心ない態度をとった日菜子に、愛想を尽かしてもおかしくない。

　それにもかかわらず拓海は、日菜子の怪我を心配して花に手当を頼んでくれていたのだ。

　今になって、日菜子の中で後悔の念が大きく膨らむ。

　さっきの日菜子は感情が高ぶっていた。だからといって拓海にあんな言い方をしていいはずなかった。

　周りから見た日菜子は――少なくとも脇坂から見た日菜子は――女性としては平均以下なのかもしれない。そんな日菜子が皆の人気者である拓海の隣にいることを、目障りに感じる人もいるのかもしれない。

　けれど自分の本当の気持ちはどうなのか。拓海と一緒に過ごした時間は楽しかった。ついさっきだって拓海に心配されて、本当はうれしかったのに、周りの目を気にして彼の気持ちを考えなかった。彼はなにも悪くないのに、完全な八つ当たりだ。

（わたし、本当は南沢くんのこと……）

　自分の気持ちを自覚した途端、いても立ってもいられなくなった。

　顔を上げてフロアを見渡し、拓海を捜すが見あたらない。

「斉藤さん、南沢くんはどこに行ったか知ってる？」

　手当をしようとしていた花は、突然尋ねられて驚いたが、すぐに答える。

「つい先ほど、外出しましたけ――」

　日菜子は花がすべて言い終わる前に、走りだしていた。

　エレベーターは出勤時刻と重なっていて、人であふれている。乗るのには時間がかかるだろう。

　日菜子は迷わず駆けだして階段を駆け下りた。勢いがよすぎて、時折すれ違う人に驚かれた。それでもそんなこと気にせずに、日菜子は走った。

「あれ？　松風さん？」

　二階と三階の踊り場でばったりと西野に出くわした。

「そんなに急いでどうかした？」

　相変わらずの爽やかな笑顔だ。けれど日菜子はそんなことを気に留める余裕さえなかった。

「あの、南沢くんを捜してるんです。すみません、急ぐので」

　そのまま振り返りもせずに、日菜子はまた階段を駆け下りていく。

　勢いよく一階まで駆け下りて、エントランスを行き交う人たちの中に拓海の姿を捜す。だけどもうすでに姿はなく、日菜子は祈るような気持ちで、会社の正面玄関を抜けると、辺りを見回した。

　すると駅とは反対方向に向かう人の中に、拓海の姿を見つけた。

「南沢くん」

　必死で追いつこうと人並みを縫うように走る。途中で何度も彼の名前を呼んだ。

　息切れして苦しかったが、あきらめなかった。

「南沢くんっ！」

　日菜子の必死の呼びかけが、拓海に届く。彼は足を止め、ゆっくりと振り向いた。

「松風!?」

　驚いたように目を見開いた拓海は、焦った様子で日菜子のもとに向かって駆けてきた。それを見て呼吸が苦しくなっていた日菜子は、その場で胸を押さえて息を整える。

「おい、なにやってるんだよ」

　日菜子のもとにやって来た拓海が、彼女の肩に手を置いて顔を覗き込んだ。

「ご、ごめ……ん、あの……」

　息切れしたままなんとか言葉を続けようとするが、うまくいかない。

　立ち止まって呼吸を整えようとする日菜子とそれを見守る拓海。ふたりとも、朝の通勤時間で足早に目的地に向かう人たちからすれば、あきらかに邪魔だった。

　拓海は、機転を利かせてビルの通用口へと続く通路に、日菜子を引き入れた。そして彼女が落ち着くのを待って口を開いた。

「なにがあったんだよ。怪我の手当もしてないじゃないか」

　声色は硬かったが、決して怒っているわけではないのはわかる。むしろ日菜子を心配してくれている。

　それを感じた日菜子は、これまでの彼の好意を踏みにじってしまったことに、ますます罪悪感と申し訳なさでいっぱいになった。

「ごめんなさい」

　うつむいていた状態から、さらに頭を下げて謝罪する。

「わたしさっき、すごく嫌な態度とってしまって。本当にごめんなさい」

「なんだ、そんなことか」

　拓海はほっとした表情を浮かべる。

「そんなことじゃないよ！　わたし醜い八つ当たりしてしまって。南沢くんは関係ないのに」

　顔を上げて必死になって、謝罪する。

「松風が八つ当たりしたくなるようなことがあった……俺はそっちのほうが気になるけどな」

「うん……最低なことしたと思ってる」

「そうか、反省してるのか？」

「はい。本当にごめんなさい」

　ありきたりな言葉しか出てこず、気持ちが伝わるのか不安になる。

「だったら、次は松風のおごりな。寿司行こう、寿司」

「え？」

　あまりにあっけらかんとしている拓海に、日菜子は驚きを隠せずに顔を上げた。

「だから、寿司な。お前のおごりで」

「いいの？　そんなことで？」

「そんなこと？　回らない寿司だぞ。遠慮しないからな」

「それはいいけど……」

　あまりにも簡単に許してもらえたことで、言葉が出ない。

「俺も悪かったよ。あんなふうに突き放すような言い方して」

　逆に謝られてしまい、日菜子はブンブンと首を振って否定した。

「なあ、また誘ってもいいよな？」

　日菜子がはっとして顔を上げると、拓海はじっとこちらを見ていた。

「迷惑だったらはっきり言ってほしい。俺も強引には誘わな――」

「迷惑なんかじゃない……から。わたし……」

　勇気が出ずに言葉に詰まる。

（ダメ。せっかく謝罪を受け入れてくれたんだから、ちゃんと気持ちを伝えなくちゃ）

「わたし、南沢くんがまた誘ってくれてうれしかった。それに斉藤さんに怪我の手当するように伝えてくれたことも、うれしかった」

　早口になってしまったのは、一度でも止まってしまうと言えなくなってしまいそうだったからだ。

　緊張と興奮でドキドキと心臓の音がうるさい。しかしながら日菜子の心の中に後悔はなかった。

「そっか。わかった」

　それまでどこか硬かった拓海の表情がやわらかくなる。

「許してくれるの？」

「ああ。だから寿司な！」

　拓海が人さし指を差し出して、日菜子の鼻の頭をツンとつついた。

「じゃあ、俺行くわ。遅れるとまずいし」

「そうだね、呼び止めてごめん」

　歩きだした拓海の姿を見送っていると、彼はすぐに日菜子を振り向いた。

「そうだ。手当ちゃんとしておけよ。痕が残るといけないからな」

「うん。ありがとう」

　日菜子が素直に返事をすると、拓海は足を速めて歩きだした。その姿を見て日菜子は、勇気を出してここまで追いかけてきてよかったと思う。

　今まで自分の殻に閉じこもっていた。それではいけないと思いながらも、傷つきたくないという思いが、常に胸の中にあったのだった。

　けれど拓海に自分の気持ちをきちんと伝えることができたことで、一歩前に進めたような気がする。

　そしてそんな自分が好きだと実感する。

　ふと腕時計を見て焦った。始業時間まであと五分。日菜子はたった今走ってきた道をまた全速力で戻ることになった。

　その頃には胸の痛みも火傷の痛みも、気にならなくなっていた。










第三章　俺と暮らそう




　週の半ばである水曜日。二時間ほど残業を終えて身支度を整えた日菜子は、エレベーターを待っていた。

（あのこと……気のせいだといいんだけど）

　ここ数日間、帰宅の時間になると日菜子を悩ませる出来事が起こっていた。気のせいであればそれでいいのだが、数日続くとなると気分も滅入ってくる。

　はぁと小さなため息をついたとき、背後から声をかけられた。

「今、帰りか？　一緒に駅まで行こうぜ」

　振り向くとそこには拓海が立っていた。一緒に駅まで行く人ができて、少しほっとする。

「今日は早いんだね」

　いつもなら終電ギリギリの時間まで仕事をしていることが多いのに、今日はいつもに比べると拓海の帰宅時間が早いようだ。

「一件、仕事が片づいたから。今日くらいは早く帰ろうと思って」

「そうだったね。お疲れさまでした」

　ちょうどエレベーターが到着して乗り込む。中には日菜子と同じように疲れた顔をした社員が乗っていた。

　一階に到着しエレベーターを降りると、日菜子と拓海は、並んで歩きだす。すると話題は自然と仕事のことになる。

「今日頼んだ仕事、わからないことや困ってることないか？」

「うん、大丈夫だよ。最初にしてくれた説明がすごくわかりやすかったから」

「まあ、俺の指示だからな」

　自信満々の言い方に日菜子が思わず笑ってしまうと、つられて拓海も笑いだした。ふたりでクスクスと笑いながら守衛の前を横切って従業員用の裏口から外に出る。

　夏の夜、ふたりで駅に向かってあれこれと話しながら歩く。

　拓海と話をすることは、日菜子にとってとても心地よかった。間がいいというのだろうか、無理をしなくても会話が続くのだ。

　彼とこんなふうに多くの言葉を交わすようになったのは、つい最近のことなのにこんなに楽しく過ごせるとは意外だった。

　それまでの自分が、どれほど人との関わりを積極的に持っていなかったのかと反省する。

　そのときふと、ここ最近いだいていた違和感を覚える。一気に不安が押し寄せてきて、日菜子は急に顔をこわばらせた。

　そんな彼女に拓海が気がつかないわけはない。

「どうかしたのか？」

　足を止めて顔を覗き込んできた。

「ん……大丈夫。なんでもない」

　再び歩きだそうと日菜子が顔を前に向けると、斜め前にあった自動販売機の陰に人の気配を感じて再び固まった。

　この数日間のことが思い出されて、恐怖に体が震えてくる。

「おいっ」

「えっ！」

　拓海に肩を叩かれてビクッとする。

（そうだ。ひとりじゃなかったんだ）

　拓海の顔を見てほっとすると、目頭が熱くなってきた。

「どうした。なにがあった？」

　突然目を潤ませた日菜子に、拓海も動揺する。

　恐怖にひとりで耐えきれそうにない日菜子は、彼に助けを求めた。

「そこ……誰か、いる」

　ゆっくりと指さす方向に拓海が視線を向ける。そこに人影は認められずにいたが、彼が駆け寄るそぶりを見せると、男が急に飛び出してきた。

「おいっ。待て」

　そのとき自動販売機の明かりで男の顔をはっきりと見た。それは日菜子が通勤時に捕まえた、痴漢の男だった。

　逃げようとした男を、拓海が追いかけ捕まえた。

「お前、なんのためにそこにいたんだ？」

「べ、別に関係ないだろっ」

　そうは言うがあんな物陰に隠れていて、怪しくないわけはない。

　少し離れた場所でその状況を見ていた日菜子は、驚きで動けない。

「おい、こいつ知り合いか？」

　拓海の言葉で我に返り、日菜子は震える声で答えた。

「この間……の、痴漢」

「あー！　あのときのかっ」

　その現場を目撃していた拓海が声をあげると、男はもう一度暴れだして逃げ出そうとした。

　けれども拓海はそれを許さず男の腕を強く握り、押さえ込んだ。

「お前もしかして、逆恨みか？」

　拓海の言葉に男は声をあげた。

「この女のせいで、俺の人生がどうなったと思ってるんだ。仕事もなくなって……それから女房にも逃げられて――」

　日菜子は体を震わせた。自分のしたことは正しかったが、こうやって恨みを買うことになってしまった。

「そんなことは！」

　いきなり拓海が大声をあげた。彼がそんな怒号をあげる姿を見たことなかった日菜子は慌てる。

「そんなことは、自業自得だろうがっ！　自分でやったことの責任くらいちゃんと取れよ」

　拓海に一喝された男は体をブルッと震わせると、その場に座り込んで泣きだした。

「松風、警察」

「あ、うん」

　急いで一一〇番に連絡したが、恐怖と驚きでうまく言葉が出ない。そんな日菜子を見て拓海は、電話を代わろうと日菜子に手を差し出した。

　もちろん片手で男を押さえたままだ。男も観念したのか、暴れるそぶりはない。

　拓海が警察に通報する間、日菜子はその場に震えて立っていることが精いっぱいだった。

　なんとか視界に男の姿を入れないようにして、警察の到着を待った。




「本当にあれでよかったのか？」

　警察署からの帰り道、日菜子は拓海の問いかけにうなずく。

「うん。だって、あの人本当に反省してたし。お酒もやめるって言ってたから」

　痴漢容疑の男は、前回の痴漢で捕まった際には被害者女性に謝罪を行っており起訴猶予となっていた。

　しかし周りの目は冷たく、もとの生活に戻れなかった。そこで恨みが募って逮捕のきっかけをつくった日菜子に向いたのだ。

　起訴猶予となっており前歴がある男だったが、日菜子は彼を訴えないことにした。

　拓海はまだ不満そうだったが、最初に見たときとはまったく人相が変わってしまっていた。おそらく彼も法の裁きは受けていないにしても、世間で十分罰を受けていると思えたからだ。

　これ以上彼を追いつめても、誰も幸せになれないと思う。

　しかしそんな日菜子の考えに、拓海は不満顔だ。

「あんなヤツ、もっと重い罰を受ければいいだろ。お前をこんな目に遭わせて」

　拓海が自分のことのように怒ってくれるので、日菜子の恐怖と怒りがやわらいでいるような気がする。

「今日は……一緒にいてくれてよかった。ありがとう」

　ひとりだったら、走って逃げることしかできなかったかもしれない。そして明日からまた恐怖と向き合っていただろう。

「びっくりさせるなよ。ここ数日変だと思ってたなら、なんで相談しなかったんだ」

「だって……迷惑じゃない？」

　拓海はただの同期だ。こんな面倒なこと相談されても困ったに違いない。

「迷惑？　……俺はっ」

　なにか言おうとして、拓海は言葉を止めた。しばらくしてぎゅっと目をつむり、前髪をかき上げる。

「とにかく、なにかあったら……俺に言うこと。わかったか？」

　拓海の言葉に日菜子はうなずいた。

「でも、大丈夫だよ。わたしはほかの女の子よりも強いから」

　いざとなれば体が自然に動くだろう。それが本人にとっては、あまり受け入れたくない特技でも、身を守るときには役に立つ。

「強いわけないだろ！　あんなに震えてたのに。いいかげん……おい、待てよ」

　今日の拓海はなんだかおかしい。いつもはほとんど自分のペースを崩すことなく飄々としているのに、今日は落ち着きがないように思える。

「いや、ちょっと待てよ。あいつがもしお前のところにまた現れたらどうする？」

「えっ……でも、さっき警察で約束してくれたし」

　日菜子の言葉に、拓海はがくっと肩を落とした。

「お前、お人よしもいいかげんにしろよ。のんきすぎるぞ。今回だってあっちの完全な逆恨みだろ？　そんな相手のこと、信用できるのか？」

　たしかになんの保証もないのは事実だ。

「職場や、人ひと気けのあるところならまだしも、自宅まで来られたらどうするんだ！」

　そこまで考えていなかった……日菜子がのんきというのは拓海の言う通りなのかもしれない。

「南沢くん……心配してくれてありがとう。これまでよりも警戒するよ」

「そういう問題じゃないだろ。どれだけ警戒してても、今日みたいにひとりじゃどうしようもないことがある。だから、俺の部屋に来い」

「うん……そうだね……って、ええ？」

　素直に聞いていた日菜子だったが、最後の拓海の言葉には驚きを隠せない。

「な、なに。どういうこと？」

「だから、心配でほうっておけないから、俺の部屋で一緒に住むぞ」

「あの……よくわからないんだけど」

　拓海が心配してくれていることはよくわかる。けれどそれと〝一緒に住む〟がどうしても結びつかない。

「いいから、お前の部屋に行って荷物まとめるぞ」

「え……だから、ちょっと待ってって」

「待てない。嫌だって言うなら、俺がお前の部屋に住む。どっちがいい？」

「そんな無茶言わないでよ」

　日菜子の部屋に大人ふたりが生活するには無理がある。しかも相手は拓海なのだ。

「お前がなんと言おうと、俺はお前を連れて帰る。これ以上抵抗しても無駄だからな」

　日菜子はそれ以上反論することができずに、拓海にタクシーに押し込められた。

（もう、優しいんだか……強引なんだか……よくわからないな）

　タクシーの車内でまだ不機嫌そうに隣に座る拓海の横顔を見ながら、日菜子はそう思った。




　とりあえずの荷物をまとめて、またタクシーに乗ると拓海の住むマンションへ連れていかれた。

　日菜子の住むマンションよりも、ずっと会社に近く利便性もいい。

　しかも驚くことに……。

「こんなすごいところに住んでるのっ……？」

　目の前に立つデザイナーズマンションに思わず口をぽかんと開けた。

「親戚が海外に長期滞在するから、その間借りてるだけ。ほら、行くぞ」

　なんでもないようにさらっと言いのけたが、日菜子にはそもそもこんな豪華なマンションに住むような親戚自体がいない。

　あっけにとられている間に置いていかれそうになって、慌てて日菜子の荷物を持った拓海を追いかける。

　入り口の木製の自動ドアから中に入ると、黒い細身のスーツを身に着けた男性が「おかえりなさいませ。南沢様」と頭を下げる。このマンションのコンシェルジュの男性らしい。

「ただいま。ちょっと手続きを頼みたいんですが」

　ただ今深夜一時を過ぎたところ。こんな時間にマンションの手続きなど対応時間外ではないのかと思うが、男性は笑顔で「はい。承ります」と言って微笑んだ。

「こちら松風さん。今日からここに住むから、手続きをお願いします」

　拓海がそう告げると、男性は専用の用紙を取り出して日菜子に氏名などの記入を求めた。

　名前と連絡先を書き差し出す。

「松風様、ありがとうございました。なにか困ったことがあれば連絡していただければ、こちらで対応させていただきます」

　ゆっくりと頭を下げた彼に拓海が「ありがとう」と言うと、すぐに歩きだす。日菜子もコンシェルジュに頭を下げて後に続いた。

　慌ててついていくと、エレベーターの前で拓海がカードキーをかざす。

「ここ、カードをかざすとエレベーターが来るから。基本的には住人以外は入れないようになってる。宅配なんかもフロントで預かってもらえるし、ここにいる間は外部の人間と接触することはない」

　至れり尽くせりのサービスに、驚いてまともに話を聞いていなかった日菜子は、もう一度拓海に説明してもらいながら彼の住む部屋に向かった。

　エレベーターを降りてすぐの扉に拓海がカードキーをかざす。ここが彼の部屋で今日から暫定的に日菜子が住む部屋にもなる。

「ほら、入って」

「あ、うん。お邪魔します」

　あちこちキョロキョロとしている日菜子を拓海が中に促した。

　室内は快適な温度に保たれていて、初めにそのことに驚いた。

　玄関には目を引く絵が飾ってある。有名な作家のものなのかどうかわからないけれど、殺風景な玄関に飾られているのでとても目を引く。

　彼の趣味なのだろう。こういうアーティスティックなところが彼のデザインにつながっているように思う。

　感心していると、さっさと中に入った拓海が「スリッパ適当に使って」と、声をあげる。日菜子は慌てて置いてあったスリッパを借りて、彼を追いかけた。

　廊下はＬ字になっており備えつけの収納がある。曲がった先にある扉の先がリビングだ。

　そこに足を踏み入れて驚いた。

　広いリビングにローボードとソファが置かれており、本がぎゅうぎゅうに詰められた本棚が壁いっぱいに広がる。そのほかにはフロアランプが置かれていた。

　反対側に目をやるとカウンターの奥にキッチンが見えた。

　離れているここから見ただけでも、ずいぶん立派なキッチンだとわかった。

「突っ立ってないで、こっち来て座って」

　リビングのソファを顎で指しながら、拓海はネクタイを緩めて脱いだジャケットをダイニングの椅子にかけた。

　そのままキッチンに向かうと「コーヒー飲むだろ？」と聞かれてうなずいた。こんな時間だけれど、きっとこれからのことをふたりで話すのだろう。

　日菜子はソファに座って近くにある本棚を見た。そこには建築関係の本はもちろん、アート作品の画集なども多くあった。

　日々こういったものに触れることで、彼自信の独創性を養っているのだということがわかる。

　なにもせずに今の才能を手に入れたわけではなくて、こういった日々の積み重ねが彼の実力につながっているのだ。

「ほら、これ。ミルクだけでよかっただろ？」

「うん。ありがとう」

　拓海がコーヒーを飲んだので、日菜子もひと口飲む。好みの味に思わずほっとすると、拓海が隣に座った。

「ちょっと、落ち着いたか」

「うん。なんとか。南沢くんのおかげだよ。ありがとう」

「強引に連れてきて悪かったな。ちょっと不便だと思うが我慢してくれ」

　こうやってここに来ることに関しては強引だったが、それももとはと言えば日菜子を心配してのことだ。彼にとっては迷惑でしかないのに、こんなふうに申し出てくれること自体が本来ならばありがたいことだ。

「ううん。こちらこそ、お世話になります」

「基本的に好きなようにしていいから。あの扉の部屋を使ってくれ、ベッドもある」

　早速荷物を持ち与えられた部屋に入る。

　七畳ほどの広さの部屋には、クローゼットとベッドだけがあった。

　ベッドはこの部屋の持ち主が置いていったものらしい。申し訳ないから使えないと言ったが、購入してからほとんど使われておらず、もったいないからと言われて甘えることにした。

（さてと……とりあえず着替えようか）

　持ってきたスーツケースを広げて、中から部屋着を取り出す。

　一応拓海がいるのであまり変な格好もできないと思い、悩んだ末に持ってきた部屋着はサマーニットとカーゴパンツと近所になら行けるくらいの服装を選んだ。

　着ていた服を脱ぎ、クローゼットにかけてあったハンガーに手を掛けた瞬間ガチャッと音を立てて部屋の扉が開く。

「おい、まつか――」

「きゃあああああ」

　入ってきた拓海は日菜子の声に驚き一瞬固まってしまったが、状況を把握すると急いで外に出て扉を閉めた。

「悪い。わざとじゃない」

　外から大きめの拓海の声が聞こえてくる。ほんの少し動揺が感じられる。

　日菜子は焦って、頭からサマーニットをかぶりカーゴパンツをはいた。その間になんとか気持ちを落ち着けて、拓海に返事をする。

「こ、今度からはちゃんとノックしてくれる？」

　まだドキドキしている心臓を押さえながら伝える。自分で思ったよりも強めの声が出た。

「悪かった。次からは気をつける」

　その言葉を聞いて、日菜子は扉を開けた。そこには申し訳なさそうに反省を絵に描いたように肩を落としている拓海の姿があった。

　その姿を見てしまい、胸の中にあった怒りの感情がしゅるしゅると小さくなっていくのを感じた。

　彼も悪気があったわけじゃないのだ。いつまでもこちらが拗すねているわけにはいかない。

「悪気があったわけじゃないんだし、もういいよ。それより、それ持ってきてくれたの？　ありがとう」

　日菜子は拓海が手に持っているベッドのシーツを指さした。

「そうだった。これ新しいやつだから。あと、風呂用意したから先に使って」

「お風呂……」

　まさかまたさっきみたいになってしまわないだろうかという懸念が、チラッと頭をよぎる。

　それが拓海にも伝わってしまったのか、彼は気まずそうに指で額をかいている。

「そういう顔するなって。お前が出てくるまで俺は部屋にこもるようにする。それでいいだろ？」

「別にそこまでしなくても……」

　要はバスルームに近づかなければいいだけの話なのだが。

「いいや、俺は部屋から出ない。だから松風が知らせにきてくれ。わかったか？」

　まるで子どものように頑として譲らない態度に、日菜子はちょっとあきれつつも、彼の厚意に甘えて先にシャワーを借りることにした。

　説明された扉を開く。そこには大きな洗面台を備えたサニタリールームがある。大きな最新型のドラム式洗濯機を置いてもゆったりとしたスペースがあり、珍しくて思わずあれこれ見てしまう。

　はっと我に返り、拓海が待っていることを思い出して、慌ててシャワーを浴びる準備をして浴室に向かう。

「わぁ……すごい」

　拓海の部屋に来て、何度同じ感想をいだいただろうか……。同じ会社に勤める同期だというのに、日菜子とは生活が違いすぎるため、彼女が驚いてしまうのも無理はない。日菜子たちの勤める会社が成果主義であることを加味したとしても違いすぎる。

　つい最近まで感じていた『拓海とは住む世界が違う』という感覚はやはりあながち間違いではないように思えてくる。

　頭上から降り注ぐ温かいお湯に体を打たせながら、結局考えるのは拓海のことだ。さっき警察沙汰になるようなことがあったにもかかわらず、彼のおかげで恐怖を引きずらずにすんでいるのは、よかったのかもしれない。

　シャワーを浴び終えて急いで拓海の部屋に向かう。彼だって大変な一日だったはずだ。早くシャワーを浴びてリラックスしたいに違いない。

　ウォールナットの扉をコンコンッとノックする。しかし扉の向こうからは返事がない。もう一度同じようにノックを繰り返したがやはり返事がなく、心配になってゆっくりと扉を開けた。

　拓海が使っている部屋は十畳程度の部屋で、リビング同様壁には本棚があり、その近くに広いデスクがあった。おそらくそこで仕事をすることもあるのだろう。

　そしてその横にはダブルベッドがあり、拓海はそこでゴロンと横になっていた。

　顔の上に腕をのせているので表情はわからないが、もし起きているとすれば部屋に入ってきた日菜子の気配で動くはずだ。

（起こしたほうが……いいよね？）

　このままほうっておくわけにはいかない。もし起きないようであれば布団だけでもかけてあげるべきだと思い小さく「お邪魔します」とつぶやいて彼の寝ているベッドに近づいた。

「南沢くん……？　ねぇ……きゃあっ」

　近くまで行き拓海に声をかけながら、彼の様子をうかがおうとした瞬間、強い力で手を取られて、ベッドにゴロンと転がされ彼が馬乗りになった。

　日菜子は突然のことに目を見開いて、目の前にある眠気にまだ覚醒していない拓海の顔を見つめる。

「……まつ……かぜ？」

　眉間に皺を寄せた拓海が、じっと日菜子を見る。数秒そうしていたかと思うと、急にはっとした顔をして驚いた。

「お前……なんで、こんなところに？」

　完全に寝ぼけているのだろうか。日菜子をこの部屋に連れてきたのも拓海だし、今このベッドに押し倒したのもまた彼だ。

　こんな状況をつくり出しておきながら、いまだ状況を把握しない拓海に押し倒されていた日菜子の体が考える間もなく動く。

「いいかげん、そこどいてくれる？」

「おい、えっ!?」

　拓海の返事を待つまでもなく彼の襟もとを掴むと、ぐっと力を入れて体の位置を入れ替える。あっという間に日菜子は拓海を組み敷いた。急に体勢が入れ替わり拓海は目を見開いた。ここでやっと覚醒したようだ。

　日菜子は拓海を睨みつけ、拓海は日菜子を驚きで凝視する。お互い視線が近い位置で絡み合う。

「ご、ごめん」

　初めに拓海が素直に謝る。

「本当に悪いと思ってる？　寝ぼけてたからって言い訳にならないよ」

　日菜子はまだ怒ったままだ。

「ああ、悪かった。それよりあんな一瞬でどうやって入れ替わったんだ。やり方教えてくれよ」

「やり方……って言われても、まずはこのあたりを持って。そう、うん。で、力を入れるときに――」

　やり方を聞かれた日菜子は、バカ正直に拓海にやり方を教える。これでも小さな頃は柔道の英才教育を受けていたから教えるのも上手なのだ。

　そして拓海も意外によい生徒だったようだ。

「で、こうやって……こう？」

　今度はぐるんと体を転がされたのは、日菜子だった。

「そう！　南沢くん上手だよ」

「教えるのがうまいからだろうな。松風先生。でも男にそんな無防備な姿さらすのは、よくないだろ？」

　よく見ればサマーニットがめくれ上がり、日菜子の肌がわずかに見えていた。

「ちょ、ちょっと」

　慌てて起き上がろうとする日菜子の肩を拓海が押し戻し、ベッドに押さえつける。突然のことにうまく反応できない。

「もっと自分が女だって、自覚しろよな」

　ぐいっと彼の顔が近づいてくる。その距離が縮まるにつれて日菜子の心臓の鼓動がどんどん速まる。

　あと数センチに迫ったところで、脇腹を拓海の手がくすぐった。

「ちょ、ちょっと、ヤダ。あははっ」

　思いきり声をあげて笑う。手足をばたつかせて、なんとか拓海の攻撃から逃げようとするがなかなかうまくいかない。

「もう、いいかげんに……っ」

　日菜子が本気で抵抗しようとすると、拓海はすっと体を引いてベッドから下りた。

「これでわかっただろ？　お前はもっと警戒心を持つべきなんだ」

「……っ、な、なんで……こんなこと」

　声を荒らげすぎて息が上がっている。体を起こして拓海を睨んだ。

「俺、シャワー浴びてくる。あとは適当にして」

　そう言った拓海はさっさと部屋を出ていってしまった。

「な、なんなのよ、いったい！　今度は絶対にこんなことさせないんだから」

　日菜子は悔しさで枕に顔を埋めた。

　しかしその途端、香ってきた匂いで拓海の姿が脳内に浮かび上がる。そしてここが彼のベッドだということを急に思い出した。

「わ、えっ！　あっ」

　なんだかいけないことをしているような気分になり、慌ててベッドから下りようとして、落ちそうになる。

「もう、初日からなんなの……いったい」

　急に一日の疲れが押し寄せてきたような気がした日菜子は、拓海の『適当にして』という言葉通り、今日は先に休ませてもらうことにした。




　翌朝、日菜子は枕もとに置いてあったスマートフォンの時刻を確認して慌てた。いつもの起床時刻よりもずいぶん遅い時間だったからだ。自分のマンションから通うよりも拓海の部屋から通ったほうが近いとはいえ、慣れない環境なので時間がかかるだろう。

　そう見越して早い時間に目覚ましをかけていたのに、昨晩はいろいろなことが思い浮かんできてなかなか眠りに就けなかった。それが影響して、こんなことになってしまった。

　慌てた日菜子は起き抜けのまま扉を開けようとして、とどまる。この先にすでに拓海が起きているかもしれない。

　そう考えて先に洋服に着替えてから部屋を出ることにした。




　うかがうようにして開けた扉から出ると、そこには拓海の姿はまだなかった。ほっとしてサニタリールームに向かい洗面と化粧をすませる。

　するとキッチンからコーヒーのいい香りが漂ってきた。拓海が淹れてくれているようだ。

「おはよう」

　キッチンに向かって声をかける。するとマグカップを持った拓海が振り向いた。

「おはよう。ちゃんと眠れたか？」

　彼は出勤前なので、まだジャケットを羽織ってはいなかったけれど、パリッとした薄い水色のストライプの入ったシャツを腕まくりしている。普段あまり目にしない光景にちょっとドキッとした。

「うん。ちゃんと眠れたよ。ありがとう」

　キッチンから出てきた拓海が、ダイニングテーブルにマグカップを置いたので、その前に座る。

　拓海は日菜子の隣に立ったままコーヒーを飲んでいたが、思い出したかのようにリビングのチェストの引き出しからカードキーを取り出した。そしてそれをテーブルの上に置いた。

「これ、部屋の鍵。使い方は昨日説明したからわかると思うけど。もし困ったらコンシェルジュに聞いて」

「うん。ありがとう」

　鍵を手もとに引き寄せる。

「まあ、行き帰り一緒だから必要ないけどな」

「えっ!?　ごほっ……ごほっ」

　拓海の言葉に驚いた日菜子は、盛大にむせた。慌ててテーブルの上に置いてあったティッシュを使って口もとを拭う。

「行き帰り一緒って、そんなの無理に決まってるよね？」

「あ？　なんでだよ」

　あたり前に理解できそうなことなのに、拓海はまったくその危険性がわかっていないようだ。

　日菜子はただでさえ拓海と過ごす時間が多くて、周囲の女子社員たちからやっかまれている。日菜子自身もそれを自覚している。このうえ一緒に住んでいるなんてことがバレたら、大変なことになるのは火を見るよりもあきらかだ。

「ど、どうしても！　とりあえずわたしたちが一緒に住んでいるってことは、秘密にしてね」

「はぁ？　だから……」

「あっ！　もう、こんな時間。わたし今日掃除当番だからもう行かなくちゃ」

　先に出る口実を適当に言って、席を立つ。

　マグカップを片づけている間も、拓海は不満げだったが日菜子はそれを目の端に認めながらも知らないふりをした。

「じゃあ、先に行くね」

「おい。マジでひとりで行くつもりか？」

　拓海の声が追いかけてきたけれど、日菜子は無視して玄関に向かった。相手の話を聞いていては、きっとうまく丸め込まれてしまう。

「いってきます」

　声をあげて玄関を出たときに、ちょっと不思議な気分がした。

　いつもはひとりで暮らしているから『いってきます』なんて言わない。そんなことで拓海と一緒に暮らしているんだと実感してしまう。

（な、なんだろ。この気持ち）

　くすぐったいような、ふわふわするような、言葉にするには難しい感情。そんな複雑な思いを感じながら、日菜子は仕事に向かった。




　家を出発した時間はいつもよりも遅かったけれど、職場までの距離が短いのでいつもよりも早く到着した。

　デスクに荷物を置くと、すぐに給湯室に向かう。本来は掃除当番ではなかったが、拓海にああ言ってしまった手前、やったほうがいいだろう。

　いつもの手順通りにやっていると、背後で人の気配を感じた。

「マジで、掃除当番だったんだな」

　ビクッとして振り向くと拓海がいた。先手を打って掃除していて正解だった。

「そ、そうだよ。嘘なんかついたって仕方ないじゃない」

　手を動かしながら、わずかな動揺を悟られないようにする。

「ふーん。俺はまたお前が俺を避けるための口実で言ってるだけだと思ってた」

　図星をつかれて一瞬焦ったが、ここはなんとか乗りきりたい。

「そんなはずないよ。南沢くんこそ……」

「あれー今日の掃除当番、わたしのはずですけど。松風さんは昨日やってくれたじゃないですか」

　日菜子の言葉が嘘であることを裏づけるような、花の声が給湯室に響く。

（あぁ……万事休す）

　一瞬がくっとうなだれた頭を、おそるおそる上げて拓海を見る。

　あきらかに怒りの色をたたえた瞳で睨まれる。

「へぇ、今日は斉藤さんが当番だったんだ。それをどうして松風がやってるんだ？」

　追いつめられてどうしようもなくなる。

「か、勘違い……してたのかも」

「え？　でも昨日の帰りに『明日は給湯室の掃除当番、よろしくね』って言って帰ってくれたので、今日忘れずにすんだんですよ」

　ごまかそうとすればするほど、墓穴を掘ることになりそうだ。

「そ、そうだったっけ？」

「なんだよそれ、お前そんなに俺と――」

「ストップ！」

　いきなり大きな声をあげた日菜子を見て、拓海も花も驚いていた。

「話は向こうで、ね？　斉藤さんはお掃除お願いします」

　そう言ってすぐに給湯室を出た日菜子は、これからどうやって拓海に言い訳しようか必死に考えていた。

　たどり着いたのは、資料室。結局いつもふたりで話をするときは、ここに行き着いてしまう。

　ここまでいろいろと言い訳を考えた日菜子だったが、なにも思い浮かばず結局素直に謝ることにした。

「嘘をついて、ごめんなさい」

　素直に謝った日菜子に、拓海はあきれたように言う。

「なあ、なんであんな嘘ついたわけ？」

「それは……言ってもわからないと思う」

　拓海は、日菜子を使って脇坂の誘いを断ったくらいだ。むしろ『いい虫よけになる』くらいにしか思っていないだろう。

「そんなの、俺が判断することで、お前が判断することじゃないだろ」

　たしかにそうなのだが、結果が見えてしまっている。けれど黙ったままじゃ、おそらく納得しないだろうから、日菜子は正直な気持ちを話した。

「ふたりで一緒に通勤してる姿を見られたら、変な誤解する人が出てくると思うの」

「変な誤解って？」

「……それは……ふたりが付き合ってる、とか？」

　自意識過剰かとも思えたが、実際ありうる話だ。

「ああ、そういうことか」

「そうなの！　南沢くんも困るでしょ？」

　案外ちゃんと話が通じたことにうれしくなって、声を弾ませる。しかし次には予想外の言葉が返ってきた。

「まったく問題ないだろ」

　いったん期待したぶん、失望が大きかったのか、日菜子は拓海の答えにがっくりと肩を落とす。

「問題ないわけないよ。犠牲になるのはわたしなんだから」

「犠牲ってなんだよ？」

「俺とお前が付き合ってるって噂が出て、なんでお前が犠牲者なわけ？」

「う……それは、ほら、こういう噂話は女子のほうが好きだから」

　なんとか秘密にしてくれないかと、理由をつけた。

「なに、お前は秘密にしたいのか？」

　日菜子が力強くうなずく。

　ふたりが一緒に暮らすようになったのにはちゃんとした理由はあるにせよ、それを皆が納得するとは思えない。あのような緊急事態でなければ、拓海と一緒に暮らすという選択をしなかった。

「わかったよ。俺だってお前の安全のためだとしても、強引に連れてきた自覚はあるからな」

　拓海の言葉に日菜子はほっとして、彼の顔を笑顔で見つめる。

　しかし拓海はそんな日菜子の顔を見て、ニヤリと笑った。

「でも同期と同どう棲せいはたしかにやばいよな？　なんかすげーエロい」

「ど、同棲!?　ちょっと？」

　突拍子もない単語が出てきて、驚いた。

「男女がふたりで暮らすんだからそうだろ」

「同棲じゃなくて、一時的な同居です！　誤解を招くような言い方しないで」

　そういう誤解を受けないために、必死になっている日菜子は拓海を軽く睨む。

「俺は別に誤解されてもいいんだけど。松風が恥ずかしいって言うから黙っておくか」

　声をあげて笑う拓海を見て、なんでこうなってしまうのだろうかと日菜子はため息をついた。

　とはいえ日菜子が〝どうしても〟黙っておいてほしいというのは事実だ。

　前途多難な毎日が想像できて、日菜子はよりいっそう深いため息をついた。










第四章　わたしに恋が落ちてきた




「斉藤さん。これもしよかったら食べてもらえる？」

　金曜の昼休み、日菜子は食事を終えて戻ってきた花をつかまえて、ラッピングされた小さな箱を手渡した。

「わ～なんですか。これ」

「うちの近くにあるケーキ屋さんのクッキーなんだけど、とってもおいしいの。よかったらどうぞ。遅くなったんだけど、怪我の手当をしてもらったお礼」

　日菜子はデスクの上に小箱を置いた。

「え？　でも手当って言っても、お薬を塗っただけですよ」

「それでもあの……うれしかったから」

　普段積極的に自分から関わりを持たないようにしている日菜子にとっては、こういうことも実はあまり慣れていない。

　火傷は幸いたいしたことなく、花がすぐに手当をしてくれたことによって週末にはほとんど痕もわからなくなっていた。あのまま放置していたら、もっと治癒に時間がかかっていたかもしれない。

「松風さんっ！」

「は、はい！」

　いきなり花に結構大きな声で名前を呼ばれて、日菜子も思わず元気よく返事をしてしまう。

「すごくうれしいです！　ありがとうございます」

「いえ、あの……お礼を言うのはわたしのほうで――」

「でも、それでもうれしいです。なんだかやっと仲よくしてもらえるようになって」

「え？」

　意外な答えに、日菜子は花の顔を見た。

「松風さん、いつも丁寧で優しいんですけど、どこか壁があったじゃないですか。だから、今ちょっとわたし感動しています」

　まさか花がそんなことを思っているとは、日菜子は気がつかなかった。

「そんなつもりじゃ、なかったんだけど。わたしのほうが先輩なのに、面倒ばかりかけてごめんね」

　脇坂から理不尽な扱いを受けそうになったときも、後輩ながら花はかばおうとしてくれた。あまり得意ではない社内の飲み会のときも、気がつけば隣にいてくれてあれこれと世話を焼いてくれた。

「松風さん、今度一緒にランチ行きませんか？　仲のよかった同期が地方に転勤になってしまって、寂しいんです」

「も、もちろん。わたしでよければ」

　まさかお礼のために渡したクッキーひとつで、花とランチの約束をすることになるとは。日菜子にとっては驚きだった。

「じゃあ、お店調べておきますね。楽しみですね」

「うん。わたし、そういうのあまり詳しくないから、お任せします」

　お互い笑い合っていると、午後の始業時間になった。デスクに向かい作業を始めたが、なんだかそわそわして集中できない。

　今まで自分から積極的に周りと関わるようなことはしてこなかった。そうすることで自分を守ってきたつもりだった。

　けれど拓海や花に対して少し自分の気持ちを伝えてみると、そこには怖いものはなにもなく、感じたのは自分に対する周りの人たちの優しさだった。

　自分が殻に閉じこもっていたせいで、逆に周りに気を使わせてしまっていたのかもしれない。

　少しの反省をしつつ、一歩ずつでも前に進めていることに喜びが胸にあふれた。




　拓海の家で日菜子が暮らし始めてすぐの木曜日、彼は一週間の札さっ幌ぽろ出張へと出かけてしまった。

　日菜子は自分の部屋に帰ることも考えたのだが、圧倒的にセキュリティがいい拓海の部屋にいたほうが安全だということで、そのままひとりで過ごすことにしたのだ。

　一週間の間に日菜子自身も、拓海の部屋での過ごし方にゆっくりと慣れることができた。

　この部屋に引っ越してきて、一番困ったのは食事だ。最初の二日間ほどは外やコンビニですませたけれど、毎日そういう生活をするわけにもいかない。

　拓海の部屋には立派なキッチンに、調理道具も一式揃っている。彼いわく、もとの住人が置いていったものらしいが、拓海は料理をいっさいしないのでまったく使われていない。

　家にあるものは自由に使ってかまわないと言われているので、日菜子はお言葉に甘えて借りることにした。

　最初こそは道具がある場所もわからず、料理を作るのに多少時間はかかったが、すぐに慣れた。今や日菜子にとって、使い勝手のよいキッチンでする料理は快適そのものだ。料理する日は、帰宅時にスーパーに寄って食材を調達する。

　その日もいつもと同じようにスーパーに寄って、夕飯の献立を考えていた。そこでふと、今夜拓海は食事をどうするのか……と、思う。

　これまでは彼が出張でいなかったので、当然自分のものだけを用意していたのだが、拓海が帰ってくるとなると、どうするべきなのかと悩む。

（自分の分だけ作って食べる……なんて、感じが悪いよね）

　会社から拓海のマンションの最寄り駅のスーパーまで、いろいろと考えた。そして結局日菜子はふたり分の材料を手にスーパーを後にした。

　帰宅後着替えをすませた日菜子は、エプロンをつけてキッチンに立つ。

「まあ、南沢くんが食べなければ、明日わたしが食べればいいし」

　誰にするでもない言い訳をしてから、料理に取りかかる。仕事帰りで凝ったものを作る時間もない。

　結局チキンのハーブ焼きとミネストローネとガーリックトーストとサラダを作ることにした。チキンのハーブ焼きは下準備さえすればあとはオーブンに入れておけばいいし、ミネストローネもコトコトと煮込めばできる。

　キッチンの使い勝手に慣れてきたので、手際よく作業を進める。たくさんある食器の中から料理に合いそうなものをセレクトしたし、あとはできあがった料理を盛りつけるだけ。ダイニングのテーブルセッティングもできた。

　まもなくチキンが焼きあがるという頃、玄関に人の気配を感じた。

「松風、帰ってるのか？」

　手に出張用の大きなボストンバッグを持った拓海が、リビングの扉を開けて入ってくる。

「南沢くん、おかえりなさい」

「ああ……なに？　うまそうな匂い」

　キッチンから漂ってくる料理の匂いに、拓海が早速反応した。

「ご飯作ってるんだけど……あの、よかったら食べる？」

「え？」

　驚いた顔をした拓海に、日菜子はちょっと焦った。

「もしかして、もう食べてきたかな？　それだったら、明日わたしが食べるから全然断ってくれて――」

「俺の分もあるのか？」

　日菜子の言葉を遮った拓海が、キッチンへ向かう。すぐにガラス越しにオーブンの中を覗き込んだ。

「すげー、うまそう！」

　目を輝かせた拓海が、日菜子のほうを振り返る。

「これ、松風が作ったのか？」

「え……あ、うん」

　あまりにもうれしそうな反応が意外で、驚いた日菜子が戸惑いながら答える。

「俺のもあるんだろ？　腹減ってたんだ。着替えてくる」

　そう言った拓海は、すぐに自室に入っていった。

　残された日菜子は、拓海のあまりにもいい反応に驚きながらも、思わずクスクスと笑ってしまった。

　おなかが減っていると言っていた拓海のために、急いで料理を仕上げて盛りつける。ちょうどダイニングテーブルに並べ終わったあたりで、着替えをすませた拓海がやって来て冷蔵庫からビールを取り出す。

「松風も飲むよな？」

「あ、うん。いただこうかな」

　グラスとビールを持った拓海が、先にダイニングに向かう。日菜子も彼に続いて冷蔵庫で最後まで冷やしてあったサラダを持って、彼の向かいに座る。

　拓海がプシュッと小気味いい音を立てて、缶ビールを開ける。日菜子の目の前のグラスに彼がビールを注ぐ。次に自分のグラスに同じように注いだ後、日菜子の作った料理を見て目を輝かせている。

「これ、全部作ったのか？」

「うん。そんなに難しいものじゃないんだけど」

「え？　マジで。すごいな」

　いつもはからかったり意地悪してくることのほうが多い拓海の手放しの称賛に、日菜子は驚いたけれどうれしかった。もしかしたら、食べてもらえないかもしれないと思っていたので、余計に喜びを感じた。

（こんな気持ちになるなんて。まるで、南沢くんに食べてほしかったみたいじゃない）

　ブンブンと頭を振っていると「どうかしたのか？」と拓海に聞かれて我に返った。

「ううん。なんでもないよ。食べようか？」

　日菜子の言葉にふたりで手を合わせ、「いただきます」と声を合わせた。

「あ～うまかった。ごちそうさま」

　口に合うかどうか心配していたが、拓海は驚くべきスピードで目の前の料理を食べ尽くしていく。ミネストローネをお代わりし、ガーリックトーストを追加で焼くと本当においしそうに食べた。

　その満足そうな顔を見て、日菜子も頰を緩ませる。

「口に合ったみたいで、よかった」

「うまかったよ。松風料理上手なんだな」

「上手ってほどじゃないけど、うちは母親が早くに亡くなって、小学生の頃から家事をしてたから」

　柔道をやめてしまってから、時間を持てあました日菜子は家の手伝いをよくしていた。そこから身につけたスキルだ。

「そうか……なぁ、これから時々俺にも、料理作ってくれないか？」

「え？　……いいけど」

　日菜子は思いもよらなかった申し出に戸惑いつつ、ＯＫの返事をする。

「仕事で遅いときや接待のときは、家では食べないから、そのほかのときな。その都度連絡するようにする。松風が忙しいときは無理しなくていいから」

　日菜子にとっては、自分の食事を作るから、ひとり分増えたところでそこまで手間ではない。

「食費はあの引き出しに入れておくから、適当に使って」

「えっ！　いいよ。ただでさえここに泊めてもらってるのに」

　胸の前で手を振って断ったが、拓海はそれを受け入れない。

「それとこれとは、別問題。わかったか？」

「うん……苦手なものがあったら、先に言っておいてね」

　日菜子はこれ以上は言わないほうがいいと思い、せめて彼の好きなものを作りおいしく食べてもらいたいと思い尋ねる。

「松風が作ってくれたものなら、なんでも食べる」

　ふいの拓海の言葉に日菜子は顔を赤くした。特別な意味はないとは思うが、破壊力が半端ない言葉にドキドキしてしまう。

「そ、そう？　だったらどんなものができても文句言わないでね」

「ああ、望むところだ」

　ニコリと笑った拓海の顔に、日菜子はますます頰を赤くした。それを見られたくなくてうつむいていると、拓海が席を立ち食べ終わった食器を運び始めた。

「え、いいよ。疲れてるだろうし、わたしやるから」

「は？　俺にだってこのくらいできるから」

　拓海は腕まくりをすると、スポンジを持ってお皿を洗い始める。日菜子はそれを手伝うように隣に立ち、彼が洗ったお皿を布巾で拭き上げた。

　ちょっと危なっかしいな……と思っていると、拓海が手をすべらせて皿をシンクの中に落とす。たらいの中にたまっていた泡がはねて、拓海と日菜子を直撃した。

「あっ」

「わっ」

　お互い声をあげると同時に、顔を見合わせる。ふたりの顔には白い泡が飛び散っていた。

「ぷっ」

「もう！」

　お互いの顔を見て笑い合う。その後もキッチンにはふたりの笑い声が響いた。




　週末金曜日。

『松風さん、ここなんですけど、どうやって処理したらいいですか？』

『この間の資料の返却ありがとうございました。今日はわたしがやっておきます』

　ここ数週間で、日菜子の周りの様子がずいぶん変わった。

　これまで話をあまりしなかった同僚たちから、いろいろと声をかけられることが増えたのだ。

　もちろん日菜子はできるだけ、笑顔でそれに応えてきた。最初はぎこちなかったものの、相手が好意的だとわかると肩の力が抜けた。

　きっかけは花と仲よくなったことだ。花と一緒にいるときに話しかけられることが増え、その後はみんなよく日菜子にも話しかけてくれるようになった。

　けれど、全員が全員そううまくいくわけではない。

「松風さん。あなたが以前担当していたこの案件だけど、いったいどういう処理の仕方をしているわけ？　引き継ぐほうの身にもなってごらんなさい」

　バサッとクリアファイルに入った資料をデスクに投げられた。これは以前に西野のアシスタントをしていたときの仕事だ。どういう処理の仕方……と言われても、通常の手順を踏んでいるはず。

「自分の仕事の後始末は、自分ですることね。そのくらいできるでしょう？」

　反論することも許されず、日菜子は急いでその資料を確認する。確認すればたしかに途中から作業がまったく進んでいないが、これはすでに脇坂に引き継いだ後のものだ。本来日菜子がやるべき仕事ではない。

　けれどそれを伝えたところで、聞き入れてもらえないだろう。日菜子は黙って処理を始めた。

　もともとは自分が補佐していた仕事なので、悩むようなこともなく進めていく。

　そこに出先から帰ったばかりの拓海がやって来た。

「松風、後でやってもらいたい仕事がある、来週火曜までに頼む。わからないところがあったら、その都度聞いて」

「あ、うん。了解です」

　チラッと顔を見て返事をすると、拓海が手もとを覗き込んできた。

「おいこれ、誰の担当の案件だ」

「西野主任の案件。以前わたしが補佐していたから――」

「押しつけられたのか？」

　不満げに眉根を寄せる拓海をいさめる。

「こ、声が大きいよ。南沢くんの仕事には支障がないようにするから」

「そういう問題じゃないだろ。なんで引き受けたんだ」

「作業が行き詰まると、西野主任が困るかなって思って……」

　たしかに脇坂に押しつけられたのだが、断ると仕事が滞ると思ったのも引き受けた理由のひとつだ。

　しかし西野の名前を出した途端、拓海はムッとして日菜子を見下ろした。

「わかった。そんなに余裕なら、これも、これも。全部頼む」

　ドサドサッと拓海が日菜子のデスクに資料を置く。

「えぇー！　ちょっと、いくらなんでもこんなに」

「できるだろ。俺だって困ってる。助けてくれるよな？」

　よほど根に持っているのか、日菜子の言葉を逆手に取る。

「……わかりました」

　思わず不満げな顔をしたが、拓海は気にする様子もなく「よろしく～」と手を振りながら自分の席に戻った。

「もう……横暴すぎるよ」

　思わず漏らした言葉に、隣に座った花がクスクスと笑った。

「なんか、おふたりっていいコンビですよね」

「え？　そ、そうかな」

　はたから見ればそう見えるのだろうか。たしかに日菜子は拓海にはほかの人のように極端に気を使うことはないけれど、それが〝いいコンビ〟に見える理由なのかわからなかった。

　ただ周りからふたりの関係がいいものに見えたことに、くすぐったいような喜びを覚えたのは確かだった。




　一時間後、終業時刻が過ぎて三十分ほど経った。脇坂から頼まれた資料の作成で疑問点が出てきた日菜子は、フロアを見渡し脇坂を捜す。

　脇坂は離席していたがまだ社内にいるようだ。資料の内容からあまり期日まで時間がない。できれば今日中に仕上げたいと思い、彼女を捜すことにした。

　廊下に出てリフレッシュブースに差しかかる。中から数人の声が漏れ聞こえてきた。

「週末の接待、松風さんにも参加してもらおうか、彼女よく気がつくし」

　声の主は西野だった。中から聞こえてくる声で判断するに一緒にいるのは彼の同期である小こ松まつ原ばらと脇坂だ。

　西野の考えに対して周囲は反対のようだ。

「いや、気がつくって言っても、コミュニケーションに難ありじゃない？　相手に気を使わせないか？」

「そうよ。接待の場を湿っぽくしてどうするの？　あはは。わたしが適当に愛想のいい子を引っ張ってくるから気にしないで」

「でも、彼女は仕事の内容をよく把握してるし、落ち着いてるから好感度も……」

　西野の反論に、周囲は笑った。

「いくら仕事ができても、あんな女じゃダメだろ。地味すぎる。接待なんだから仕事ができる子じゃなくて、かわいい子じゃないと。西野もあんまり優しくしてると、変に好意を持たれてしまうぞ。そうなったら困るだろ？」

　小松原は、あきらかに日菜子をバカにした口調だ。

　〝あんな女〟という言葉が胸に刺さる。ここ最近は自分でも周囲に合わせてがんばってきたつもりだった。けれど、そうそうすぐに評価が変わるわけではないのだ。

　しかしやはり他人からの厳しい評価は、がんばっている今だからこそ余計にこたえた。日菜子はそれ以上その場にいることができずに、急ぎ足で自分の席に戻ろうとした。するとうつむいたまま歩いていたせいで、正面から歩いてくる人にぶつかってしまう。

「ごめんなさい……あっ」

　顔を上げて初めて相手が、拓海だと気づく。

「辛気くさい顔して、どうしたんだ？」

　今の日菜子の表情を表す、何気ない言葉だったに違いない。けれどその〝辛気くさい〟という言葉に、日菜子はますますつらそうな表情を浮かべた。

　すぐに拓海は日菜子の背後にある休憩室から漏れ聞こえる声に気がついた。そしてなにかを察してすぐに日菜子の手を取り歩きだした。

「ちょ、ちょっと？」

　日菜子はいきなりのことに抵抗できなかった。社内で手をつなぐなんて、どういうつもりだろうか。

「早くこの場から離れるぞ。それですぐに鞄を取ってくるんだ」

「どうして？」

「いいから。ほら早くしないと、このまま手をつないでオフィスに入っていくぞ」

　そんなことをしたら、どうなってしまうのか。想像しただけでもパニックだ。

　日菜子はさっさと席に戻り、手にしていた西野の資料をデスクの上に置いた。

　そしてすぐに鞄を手に持つと「お疲れさまでした」とフロアに声をかけて、拓海が待つ駅前のコンビニまで急いだ。

　日菜子は向かいつつも、どうして拓海と待ち合わせすることになってしまったのだろうかと、ふと疑問に思う。そもそもさっきのあの一瞬で、約束なんか成立していたのだろうか。

　けれど拓海が待っている以上、向かわないわけにもいかない。そう思い、日菜子は拓海のもとへ急いだ。

「遅いぞ」

　コンビニの前で、彼は腕組みをして待っていた。

「ごめん。でもこれでも急いだのに」

　思わず恨み言を口にした。

「まあいい。行くぞ」

「ちょっと、待って家に帰るなら別々に……って、わかった」

　日菜子は拓海に寿司をおごるという約束をしていたことを思い出した。そして慌ててコンビニに入っていこうとする。

「おい、どこに行くんだ？」

　腕を掴まれた日菜子は、拓海を振り返る。

「だって、お寿司に行くんだよね？　だったらお金下ろさないと」

　以前拓海は、回らない寿司だと言っていた。だからコンビニのＡＴＭでお金を下ろそうとしたのだ。

「寿司はまた今度。いいから今日はついてこい」

　さっさと歩きだした拓海に置いていかれそうになって、日菜子は急いで拓海の後を追いかけた。




　電車に乗ってやって来たのは、遊園地だ。週末は家族連れやカップルでにぎわっているが、週末といえど、平日の夜だからか、そう混雑もしていない。

「なんで……遊園地？」

　チケットブースに向かう拓海に問いかける。

「ストレス発散には、大声を出すのが一番だからな」

　そう言うとさっさとふたり分のチケットを買って、入場ゲートに向かった。

　園内に入ると、そこは非日常の世界が広がっていた。目を引く大きな観覧車やジェットコースターなど、色とりどりのアトラクションがふたりを迎えた。

「さあ、閉園時間まであまり時間がない。全部乗るぞ」

「え？　ちょ、ちょっと」

　ぐいっと手を引かれ、そのまま駆けだした。慌ててついていく日菜子の顔には、笑顔が浮かんでいた。




「きゃーーーー！」

　頰に痛いくらいの風を受けて、ぎゅっと目をつむる。猛スピードで進むジェットコースターに乗った日菜子は、安全バーを握りしめ悲鳴をあげていた。車両がぐるっと一回転する。真っ逆さまになった日菜子は、声も出ない。

　けれど隣にいる拓海は、ゲラゲラと声をあげて笑っていた。

「ほら、もうすぐ写真だぞ。いい顔しろよ」

「む、無理――！」

　――カシャ。

　ジェットコースターを降りた後、ふたりは店内にあるレストランに向かう。

「あははー、ひ～、この松風の顔。最高だな」

　できあがった写真を見て、拓海はビール片手に爆笑していた。

「もう、ひどいよ。そんなに笑わなくてもいいじゃない」

　唇を尖らせる日菜子を見て、再び写真に視線を戻した拓海はまた噴き出した。あまりにも彼が笑い続けるので、日菜子も思わずつられてしまい、ふたりして声をあげて笑った。

「あーこんなに笑ったの、久しぶりかも」

　ひとしきり笑った後、清々しい気持ちになった。

「ほら、まだ乗ってないやつあるだろ。今日は全部乗るまで帰らないからな」

「本気で言ってるの？」

「ああ、もちろん」

　小さな男の子のように屈託なく笑う拓海の姿に、日菜子も笑顔になる。そうして差し出された手に、日菜子は自然と自らの手を重ねた。

　その後も、ポンチョを着用して船に乗り込み、ビルの二階ほどの高さから水の中にダイブしたり、ぐるぐると回るコーヒーカップにキャーキャーと声をあげたり。次から次へとアトラクションを楽しんだ。

　そしてまもなく閉園時間。

「じゃあ最後に、あれ乗ろうか？」

　拓海が指さしたのは、キラキラとライトアップされたひときわ目立つ観覧車だった。

　最後に観覧車に乗ろうという、同じ考えの人が多数いたようで、並んで順番を待つ。お互い会話らしい会話もしなかったけれど、それでも気まずくはなかった。

　しばらく待ったところで、ふたりの順番がやってきた。ふたりがゴンドラに乗り込むと、係員によってすぐに扉が閉められた。

　ガチャンと鍵が下りてふたりっきりになる。中はクーラーが効いていて涼しく快適な空間だ。ゆっくりとゴンドラが上昇していくと、遠くまでネオンが連なる夜景が目に入る。

「結構遠くまで見えるね。会社ってあっちのほうかな」

「違うだろ、そっちじゃなくてこっち」

　そう言いながら、拓海は日菜子の横に自然に移動してきた。

「ほらあれが、スカイツリーだから。あっちだ」

「そっか」

　ふたりして窓に顔を近づけて外の風景を眺める。本来ならば景色を集中して見ているはずだが、日菜子の心は急に距離が近くなった拓海のことでいっぱいだった。

　しかし拓海はとくに気にした様子もなく、ただ景色を眺めているように見えた。

（わたしだけ、意識しちゃってるんだ）

　事情があって拓海と一緒に暮らすようになってから、彼と一緒に過ごすことが増えた。それにともなって、お互いの距離は以前よりも近づいている。しかしまだ慣れることはなく、ちょっとしたことに動揺してしまう。

　気づかれないようになるべく普通にしようと努力するけれど、頰が赤くなる。観覧車の中は薄暗いので気づかれないことを祈る。

「火傷の痕、残らなかったんだな。よかった」

　ガラスにつけていた日菜子の左手を見て拓海がつぶやいた。

「うん。すぐに斉藤さんが手当をしてくれたから。南沢くんのおかげだよ」

「別に俺は、なんにもしてないだろ。なにかしようと思っても、松風はいつもひとりで抱え込んで、俺に話してくれないんだからな」

「……そういうつもりじゃ」

「じゃあ、今日はなにがあってあんなに落ち込んでいたのか、俺に教えて」

　帰り際の小松原の言葉を思い出した。

『いくら仕事ができても、あんな女じゃダメだろ。――』

　生きていればあれくらいの悪口を言われることもあるだろう。だからそんなことで落ち込むなんて、大げさだと思われそうで言いづらい。

「ちょっときつく言われただけだから、平気だよ。前にも言ったけど、わたし強いからいざとなったら――」

「またそうやって強がる。平気じゃないだろ、あんなつらそうな顔して」

　拓海の右手が日菜子の左肩にそっとのせられた。

「そんなに強がって、お前の心は誰が守るんだよ」

「……っ」

　いつもひとりで悩んできた。人から距離をとることで自分を守っていた。だけどそれじゃ、前に進めないことも気づいている。

「お前が傷ついたときに、そばで手を差し伸べたいと思うのはダメなのか？　過去になにがあったか知らないが、隣で支えたいと思うのは俺のわがままなのか？」

　拓海の目はまっすぐに日菜子に向かっている。強いその眼差しは、彼がどれほど真剣なのかを伝えるには十分だ。

「……ありがとう」

「そろそろ教えてくれてもいいんじゃないのか。どうしてそんな大きな眼鏡をかけて自分を押し殺しているのか、知りたい」

　拓海の顔を見ると、真剣に日菜子に視線を向けていた。ただの好奇心やからかいで尋ねているのではないことがわかる。

　日菜子はもうごまかせないと思った。そして自分の過去を聞いてほしいと思った。彼のおかげで長らく囚われていたトラウマから、やっと一歩を踏み出したのだ。だからこそ拓海には自分の過去を聞いてもらいたいと思った。

　日菜子は重い口を開く。

「この話をするのは、美穂以外では初めてなの。あまりおもしろくない話だけど聞いてくれる？」

　日菜子は勇気を出して拓海に過去の自分の話を打ち明けた。自分に向き合ってくれている彼には自分のすべてを知ってほしいと思ったからだ。

　昔のことなので落ち着いて話すことはできた。けれど思い出すと負の感情が胸に湧いてきて、所々言葉に詰まる。

　そんな日菜子の話を拓海は黙ったまま聞いていた。時折目につらそうな色を浮かべる彼を見て、こういうふうに気持ちに寄り添ってくれる彼だから自分の過去のトラウマを話すつもりになったのだと思った。

　一つひとつ言葉を選びながら、当時のことやそのときの思いを口にする。聞いている拓海の表情は真剣だ。その態度が日菜子を安心させた。自分のことを理解しようと思ってくれている人がいることが、こんなにも心強いものだと実感した。

　話し終えた後、拓海は視線を外の景色に移した。日菜子も彼の視線を追う。

「でもわたし、変わりたい」

　今までの日菜子にはなかった感情だった。今日脇坂や小松原の話を偶然耳にして、あの場から逃げてしまったが、悔しかったのも確かだ。今まではそんな感情すら浮かんでこなかったのに。

「お前はもっと自由になっていいんだ。俺はそんなお前をそばで見たいと思う」

（それって……これからもこうやってそばにいてくれるって……こと？）

　聞きたいけれど、もしかして勘違いしているだけかと思うと、確かめるのが怖い。日菜子は拓海の様子をうかがうように、彼をじっと見つめた。

「だからなにかあったときは、ひとりで抱え込まない。俺が力になりたいんだ。そのくらいいいだろう？」

（なんで……どうして）

　拓海の言葉に感情が揺さぶられる。目を伏せて彼のまっすぐな目から逃げた。そうでもしなければ、動揺してなにも考えられなくなってしまいそうだからだ。

　疑問の言葉ばかり浮かんでくる。どうして自分に対してここまでしてくれるのかと。それと同時にドクドクとうるさいくらいに鼓動がはねる。

　拓海の大きな手が伸びてきて、日菜子の頰にかかっていた髪をその手がゆっくりとなでつける。その手の優しさに、すべてを包み込むような温かさを感じ心地よく、日菜子の胸をときめかせた。

　ゆっくりと拓海との距離が縮まる。

　三〇センチ、二〇センチ……一五センチ、一〇センチ……。

　我慢できなくなった日菜子が、ぎゅっと目をつむりそうになったとき観覧車内のスピーカーから間もなく地上だというアナウンスが流れた。

「結構、早かったな」

　さっきまでの張りつめた雰囲気は、一瞬にして解かれた。拓海の顔はいつものクールな表情に戻っている。

　日菜子はふと我に返ると、拓海の言葉になにも返していないことに気がついた。まっすぐにぶつけられた拓海の気持ちを受け止め、そして唐突に訪れたキスの予感に戸惑ってしまい、きちんと自分の気持ちを伝えることができなくなってしまっていた。

　係員の姿が視界に入る。もう時間はない。

「南沢くん、ありがとう。とってもうれしかった。だから、わたし変わりたい。変わろうと思う」

　自分でもなにを言っているのか、急にこんな宣言されても相手が困るだけだ。言ってしまってから反省しても、もう遅い。

　しかし拓海は、優しく日菜子に微笑みかけて言う。

「がんばれよ」

　いっさいバカになどせずに、彼は笑って日菜子を見つめた。そして手を伸ばして日菜子の髪をひとなでした瞬間、観覧車の扉が開いた。

　先に降りた拓海が、日菜子に右手を伸ばす。

　一瞬その手を取るかどうか悩んだが、日菜子は左手を差し出した。

　このときつながれた手は、帰りのタクシーの中でもマンションに到着してからも、そのままだった。コンシェルジュが出迎えてくれたときに恥ずかしくなったが、拓海は周囲のことなどいっさい気にせずにすたすたと歩いていく。




　部屋に到着すると、その手がやっと解かれた。

　けれど、手からぬくもりが消えると、どこか寂しさを感じてしまう。

「悪い、先に風呂使わせて」

「……え？　あ、うん。どうぞ」

　拓海はそう言い残すと、さっさと自室に戻る。

　日菜子はしばらくその背中を見ていた。そして、彼の部屋の扉がバタンと閉まるのを確認して、自らの部屋に戻った。

　そしてドキドキする心臓あたりを押さえながら、ふらふらと部屋の真ん中まで進むとドサッと床に座り込んだ。

「……なにこれ」

　さっきまでの出来事を思い出す。それだけで胸の鼓動が速くなる。とくに拓海の笑顔を思い浮かべた途端、苦しいくらい大きな音を立てた。

　胸のあたりに置いていた手をぎゅっと握りしめる。

　それでも、抑えようのない感情が体中に広がっていく。

「わたし、南沢くんのこと……好きなんだ」

　自覚した瞬間、頰がかぁと熱くなる。

　まさか自分がこんな感情をいだくことになるなんて、思ってもいなかった。

　しかも相手は社内でもエリートと言われている同期。入社当時から知っているが、自分とは人種が違うと思っていた相手だ。

　〝高たか嶺ねの花〟という言葉が思い浮かぶ。いや、これまでは憧れをいだくことさえできなかった人。

（まさか……そんな相手を好きになるなんて）

　日菜子は自分が拓海に恋をするなんて思わなかった。

　恋愛に憧れをいだいていたけれど、まさかこんなふうに抑えられない気持ちが自分に宿るなんて、思ってもみなかった。

　恋愛なんて勝ち組のやること。負けっぱなしの日菜子にとっては遠い世界の話のように思っていた。

　拓海の顔を思い浮かべると、苦しいような甘いような今まで味わったことのない感情が湧き上がってくる。

　そんなどうしようもない感情をもちながら、日菜子は新しい自分になるためのある決心をした。




　通勤電車を降りて会社の入っているビルまで、いつもの道を歩く。

　月曜日の朝。久しぶりに自分のマンションからの通勤なので、少し新鮮に感じた。

　理由はそれだけではないのだけれど。

　まだ朝早い時間なのに、蝉せみはすでに鳴き始めて暑さを煽あおるようだった。

　日菜子はいつもの癖で、髪に手をやり違和感を持つ。

（そうだった……短くしたんだった）

　背中の真ん中あたりまであった髪を、肩口までばっさりと切って少し明るくした。こんなふうに思いきったイメージチェンジをするのは初めてだったので、自分でも慣れるまで少し時間がかかりそうだ。

　周囲の反応が気にならないと言えば嘘になる。けれどそれも一時的なことだと思い背筋を伸ばした。

「松風っ!?　どうしたんだそれ」

　急に背後から呼び止められた。振り向く間もなく相手が日菜子の前に回り込む。

　視線を上げると、驚いた顔をした拓海と目が合う。

「どうしたって……」

（もしかして……いろいろ間違ってるの？）

　人気の美容院でそれなりに見えるようにしてもらった。『よく似合っている』という担当の美容師の言葉は、真に受けてはいけなかったのだろうか。

　周りの反応が気になった。ことに、拓海がどういう目で自分を見るのだろうかと心配していたので、『どうしたんだ』のひと言に日菜子の心に後悔が湧き上がりかけたとき――。

「いいじゃん。すげー、こんなに変わるんだな」

「え？」

　沈みかけた心が急浮上する。

「だから、よく似合ってるって。今までもったいないことしてたな」

「……そ、そうかな？」

（これって、褒められてる……よね？）

「こっちのマンションに戻ってこなかったのは、俺を驚かせるため？」

「いや、そういう理由じゃないけど。部屋も少し片づけたかったし」

　でも理由の大半は、拓海が言ったことに間違いない。どういう反応を見せるかとドキドキしていた。

　歩きだした拓海に合わせて日菜子もついていく。

「――眼鏡も、がんばったんだな」

　チラッと日菜子の顔を見た拓海が、それまでとは違う落ち着いた声で言った。

「うん。もう必要ないかなって……だって、わたしがなにか言われて傷ついたとしても、南沢くんが慰めてくれるんだよね？」

　恥ずかしさから悪いた戯ずらめいた言葉で、気持ちをごまかす。

「おい、早速頼る気かよ」

　言葉とは裏腹に、顔は思いきり笑っている。

　笑ったままの彼が身をかがめて、日菜子の耳もとに唇を寄せた。

「ちゃんと助けてやるよ。まあ、お礼もきっちりいただくけどな」

「……っ」

（な、なんでわざわざ耳もとで言うの!?）

　思わず顔を赤くした日菜子を見て、拓海は満足げに笑った。

「俺、総務に寄ってから行くから。じゃあな」

　玄関ロビーに入るやいなや拓海は軽く手を上げて、さっさと階段のほうへ行ってしまった。

　残された日菜子はしばしぼーっとした後、我に返り急いでエレベーターに乗り込む。赤くなった顔を必死に隠しながら。




　拓海の反応が好意的だったのもあって少しは自信が持てたが、やはりオフィスに入るときには過去のことがよみがえり、日菜子は少し緊張した。

　しかし、それは日菜子の取り越し苦労だったようだ。花をはじめ周囲にはおおむね好評で、イメチェンしてよかったと思う。

　ほっとして仕事を始め、金曜日に渡せなかった資料を持って席を立つ。

　脇坂はまだ出勤していないようだったので、西野のデスクに向かう。本来ならば依頼された脇坂に渡すべきだが、確認したいことがあり、直接彼とやり取りをすることにした。

　だが出社してデスクにいるはずの西野が離席中だったので、廊下に出るとすぐに西野は見つかった。ところが隣には金曜日に自分を悪く言った彼の同期、小松原も一緒だった。

　一瞬ひるんだ。これまでの日菜子なら迷わず踵きびすを返していたに違いない。

　けれど日菜子はぐっと顔を上げると西野のほうへと足を進めた。

「あれ、松風さん。髪切ったんだ！　すごくかわいいね」

「あ……えと、ありがとうございます」

　褒められ慣れていない日菜子は、うまく返すことができない。だがそんな様子の日菜子を、小松原はジロジロとぶしつけに見てくる。

「え？　マジでこれがあの松風さん？　えー、すげー変身っぷりだな」

　近づいて顔を覗き込もうとする小松原から、さっと距離をとる。しかし男はどんどん距離を縮めてこようとした。

「あっ？　もしかして西野のこと狙ってるの？　だからかわいく変身してアピールしてるんだ」

「おい、やめろよ小松原。彼女に失礼だぞ」

　西野が止めたがおもしろがった小松原はエスカレートしていく。

「なあ、どうせ今まで彼氏なんかいなかったんだろ？　すげーダサかったもんな。俺、今の松風さんとなら、イケると思うからちょっと考えてみない」

　ニヤニヤとバカにした表情で近づいてくる。

　ひどい態度に、西野も強い口調で止めに入る。

「いいかげんに――」

「いってー！　痛い！」

　苦悶にゆがむ小松原の表情。それもそのはず、日菜子に思いきり腕をうしろにひねられていたのだ。

　痛がる小松原と呆気にとられた西野を前に、日菜子はほんの少し『しまった』と思ったけれど、こうなってしまった以上仕方ない。

「今の発言は完全にセクハラです。それに、わたしにも選ぶ権利があるので」

（言ってやった！）

　日菜子が腕を離すと、小松原は日菜子をひと睨みして逃げるようにして廊下を歩いていった。

　そんな姿を西野とふたりで見送る。

「ごめん……あいつ、最悪だな」

「いえ、西野主任が悪いわけじゃないので。あのなんだか逆にすみません」

　謝らなくてはいけないのは、小松原だ。西野はいつも日菜子をかばってくれていたし、彼が責任を感じる必要などまったくない。

「それにしても、今日は松風さんの意外な一面ばかり見るな」

「はい。なんかすみません」

　今までかたくなに隠してきたのに、こんなにあっさり露呈してしまった。

「なにか武道でもやってた？」

「え、小さい頃に。少し」

　本当はオリンピック選手の父に毎日しごかれていたのだが、そこまで言う必要はないと思いごまかした。

「そうなんだ。かっこよかったよ」

　こんなふうに肯定されるとは思っていなかったのでちょっと驚いた。

「あ、それ俺に？」

「そうでした。ちょっと確認したいところがあって……」

　ひと通り確認して後は、西野に引き継いだ。

「松風さんありがとう。で、もしよかったら――」

「松風さーん。部長が呼んでますよー！」

　西野の言葉を、日菜子を捜しにきた花の声がかき消す。

「すぐ行きます」

　返事をした日菜子は「失礼します」と頭を下げて、踵を返してオフィスに向かった。

　席に着くまでに、さっきのことを思い出す。

　逃げずに自分の気持ちをぶつけられたことは、日菜子にとっては大きな一歩だった。

　そんな自分に少しだけでも自信が持てた。それが日菜子にとってはうれしいことだった。




　その日の昼休み。日菜子は花と一緒に社員食堂に来ていた。職場の周りにもたくさん飲食店があるが、安くておいしい社食は社員にも人気だ。混雑している中、花がすばやく確保した席で、日菜子は親子丼を花はミックスフライ定食を食べていた。

「松風さんには、ほんと驚きましたよ～、いきなりこんなに変わっちゃうなんて」

　エビフライを頰張りながら、あらためて日菜子をまじまじと見ている。

　花の視線にほんの少し動揺しつつも、嫌な気分にはならない。

「そうかな……ちょっと、気分転換」

「気分転換ってレベルじゃないと思うんですけど」

　なにかをさぐるような視線に、居心地の悪さを感じた。

　そこに花がズバッと切り込む。

「もしかして、好きな人のためですか？」

「えっ!?」

　正確に言えば違うのだが、あながち的はずれとも言いきれずドキッとする。鋭い花はそれを見逃さなかった。

「やっぱり、そうなんですね！　ふ～ん。相手は……って聞いてもきっと教えてくれないんだろうな。わたしの知ってる人ですか？」

「いえ、あのね。斉藤さん……」

「え～、誰だろう。でも松風さんのことだから、一途にずっと想っていた～みたいな乙女な展開も似合いそうですよね」

　日菜子の話など耳に入らないのか、花はいろいろと妄想を始めてしまった。

　恋はおろか男性と深く関わることすら避けてきた日菜子に、そんな甘い話などいまだかつてなかった。

　数日前に自分の気持ちに気づき、それだけで戸惑っているような状況なのだ。恋バナを楽しむまでにはもう少し時間がかかる。

「斉藤さん、ちょっと落ち着こうか」

　花の暴走をどう止めればいいのかと、頭を悩ませているとすっと誰かが隣に立った。

「ここいいかな？」

　日菜子にではなく、花に尋ねたのは拓海だ。

「ええ、どうぞ」

　拓海は『ありがとう』というような目線を花に送り、日菜子の隣の椅子を引き、テーブルにトレーを置く。少し戸惑った様子の花は、日菜子と拓海の様子をうかがっている。これまでふたりが食堂で一緒に食事などしたことないのだから、不思議に思われても仕方ない。

「松風、今朝頼んだ件だけど、ちょっと急いでもらえるか？」

「あ、うん。ほぼできあがってるから大丈夫だけど」

「そうか、助かった。ありがと」

　席に着くなり仕事の話を始めた拓海を見て、その話のためにここに座ったのだと花も日菜子も理解した。

　結局拓海を交え、仕事の話を織り交ぜつつ三人で食事を進めていると、背後から「松風さん」と名前を呼ばれた。

（今日はなんだか、落ち着いて食事ができないな）

　心の中でため息をつきつつ、返事をして振り返る。そこには西野が立っていた。

「西野主任、お疲れさまです」

　一瞬席を探しているのかと思ったが、彼は手になにも持っていないので、食事をしにきたわけではないようだ。

「もしかして、今朝の書類になにか不備がありましたか？」

　西野がわざわざ自分に声をかける理由がそれしか思いあたらず、嫌な予感がする。

「いや、仕事はいつも通り完璧だったよ。ありがとう」

　にっこりと微笑む西野の顔を見てほっとする。同時に、ならばなぜ西野は自分に声をかけたのだろうかと、日菜子は不思議に思った。

　疑問が顔に出ていたのか、西野がクスッと笑った。

「すまない、急に話しかけて。でも、ほら今朝話が途中だったから」

　そう言われても、なんのことだったか日菜子には、思いあたる節がない。

　そんな様子の日菜子に落胆した様子の西野だったが、気を取りなおしたように一歩日菜子に近づいた。

「仕事のお礼に、近いうちに食事に行かない？」

「……え？」

　日菜子が驚くのと同時に、隣に座っていた拓海の足がコツンと日菜子の足にあたった。だが、日菜子にそれを気にしている余裕などなかった。

「だから、僕とふたりで食事に行かないかなって」

　鈍い反応を示す日菜子を、西野はもう一度はっきりと誘う。

（お礼に？　ふたりで!?）

　よくわからない。いや、言葉の意味は理解しているのだが彼の意図することがわからないのだ。

「お礼って……仕事を――あたり前のことをしただけなので、申し訳ないです」

　あたり障りなくそう答えるのが、今の時点ではベストだと判断した。それ以外の答えを思いつかなかったのだ。

　ところが、日菜子の答えに西野は納得しない。

「いや、まいったな。そうじゃなくて……お礼は建前で、松風さんと一緒に――」

　しかし西野は最後まで言葉を続けられなかった。拓海が遮ったのだ。

「日菜子、早く食べないと昼休み終わるぞ。お前食べるの遅いんだから」

「……え、あ、うん」

（ひ、日菜子って呼ばれた!?）

　そのことに目の前にいる花も驚いたようだ。彼女の食事の手も完全に止まって、目の前で起こっていることをじっと静観している。

　隣に座る拓海は、なんでもない顔をして大きな口を開け、生しょう姜が焼きを頰張った。そしてまた足を軽くぶつけてきて、なにかを促そうとしている。

　けれど、そのなにかが日菜子にはわからない。

（もう、いったい今日はなんなの!?）

「で、どうかな？　松風さん」

「どうって……言われても」

　こんな形で誘われたことがない日菜子は、どうすればいいのかわからない。周りも食事をしながら、チラチラとこちらをうかがっているのが伝わってきて、余計に焦ってしまう。

「日程は、君に合わせるよ。誘ったのは僕だし」

「こいつ、行きませんよ」

　日菜子の代わりに答えたのは、拓海だった。

「南沢、僕は松風さんに聞いたんだけど」

　温和な西野も、いきなり口を挟んできた拓海の態度に若干カチンときたようで、わかりやすく顔をゆがめた。

　そんな西野の言葉に、それまで食事を続けていた拓海は彼に顔を向けた。

「こいつ、俺と付き合ってるんで。誘うのやめてもらえませんか？」

（えぇ？）

　拓海の言葉に驚きすぎて声が出ない。日菜子は目をまんまるにして、ぽかんと口を開けたまま拓海の顔を見つめる。

　拓海は日菜子の視線を感じているはずなのに、彼は西野と睨み合ったままだ。

　わずかな沈黙を打ち破ったのは、花だった。それも痛烈に大きな声で。

「えぇえええええ!!　ど、ど、どういうことですかっ!?」

　向かいに座っている花は立ち上がり、前のめりになって拓海と日菜子を交互に見ている。

　そして、周りの社員たちも何事かと、日菜子たちのテーブルのほうに注目している。

「ちょ、ちょっと落ち着こうか」

　日菜子が慌てて諭すも、興奮した花は、いっこうに言うことを聞かない。

「いえ、無理です！　いったいどういうことですか!?」

　そう言われても日菜子にも説明できない。一番驚いているのは日菜子自身なのだ。

　しかし、ざわつく女性ふたりとは逆に、拓海と西野は黙ったまま睨み合っている。

（なんなの、いったいこの状況）

　今までこんなふうに周囲の注目を浴びた経験がない日菜子は、どうしようもなくなってその場で黙って顔を伏せた。

「まあ、そういうことだから」

　拓海は短くそう答えると「行くぞ」と言って、日菜子の腕を引いた。

「え？」

　顔を上げた日菜子は、拓海を見つめる。外に連れ出そうとしてくれていることがわかって、この場から逃れたいために素直に立ち上がる。

「斉藤さん、悪いけどこれ片づけておいてくれる？」

「あの、ええ」

　それまで興奮していた花だったけれど、拓海の重みのある冷静な態度に気け圧おされたようで、そのまま受け入れた。

「じゃあ、そういうことなんで」

　ひと言西野に残すと、拓海は再び日菜子の手を引いて歩きだした。日菜子は残された花と西野を一度見て、拓海とともにその場を後にする。

　そんなに広くないはずの食堂なのに、そこを出るまでいやに遠く感じた。周りから浴びる視線でいたたまれない思いをしているからだろう。

　拓海は人の多いエレベーターホールではなく、階段のほうへと日菜子を連れていった。一階分階段を下りた後、やっと落ち着いてきた日菜子は拓海の手を振りほどいた。

　わずかに息の上がった日菜子は、足を止めた拓海を睨みつけた。

「いったい、どういうつもり？　みんなの前であんなこと言って」

　花や西野だけではない。周りにいた人たちにも話を聞かれていたに違いない。いろいろな部署の人たちが利用する食堂だ。あっという間に社内に噂が広がってしまうだろう。

「松風が困ってたから、助けただけ。優しいだろ？」

「な、なんであんなこと!?　ほかに方法はいくらでもあるよね？」

　思い出しただけで、頰が赤くなってしまう。

　かたや拓海は顔を赤くした日菜子を笑いながら、おもしろそうに見ている。

「なに、恥ずかしいわけ？」

「あ、あたり前でしょう！　あ、あんなみんなに……！　もう、どうしよう、これからどうするつもりなの？」

　周りからの好奇の目にさらされることを考えると、すでに気が滅入る。

「さあ、松風はどうしたい？」

「どうって……ひとりずつ誤解を解いていくなんて無理だよ」

　この手の噂話は光の速さかと思うほど、広がるのに時間がかからない。きっと今も社内の噂好きの面々が、おもしろおかしく食堂での出来事を話しているに違いない。

「きっと……南沢くんのファンの女の子、怒ってるよ」

　社内でも一、二を争うモテ男に恋のお相手が現れたのだ。しかも相手は社内でも評判のさえない女となると、不快感を持つ人もいるに違いない。

「なんだよ、それ。俺が誰と付き合おうが、他人には関係ないし」

　拓海はあきれた様子で鼻で笑っている。たしかに彼にとっては関係ないのかもしれないが、結局のところ心穏やかでない女性がたくさんいるというのが現実だ。

「だから、松風がどうしたいかが問題だろ。俺はこうしたいと思ったから、口にしただけだ」

「どうって……」

（勝手に発言したのは南沢くんなのに、なんで解決するのがわたしなの!?）

　日菜子はそう思いながらも、『俺はこうしたいと思った』という言葉が引っかかり、尋ねようとする。

　そのとき上の階から数人の話し声が聞こえた。おそらく食事を終えた社員だろう。階段の踊り場でこんなふうに話をしていたら、噂に余計なオプションをつけかねない。

「さあ、どうするんだ？」

　一歩詰め寄ってきた拓海の脇をすり抜け、日菜子は階下に逃げた。

「おい、松風。待てよ」

　拓海が呼び止めるのも聞かずに、ダッシュで駆け下りる。

「ちゃんと話をするまで、許さないからな」

　拓海の声が聞こえてきたが返事などできるわけもなく、日菜子は一目散に逃げた。

　設計部のある階に着き、給湯室に逃げ込んだ頃には、ドクドクと脈打つ心臓の音がうるさいくらいだった。

　ただそれは、走ったからそうなったのか、拓海の言葉に過剰反応してそうなったのか、日菜子にはわからなかった。

「ゆ、許さないって、なによ」

　勝手に付き合っているなんて、どういうつもりなのか。彼は本当にあの場を収めるためだけに、あんな嘘をついたのだろうか。

　周囲の目が怖い。だがそれと同時に、彼が自分を彼女と言ったことを心のどこかでうれしく感じる。つい最近自覚したばかりの恋心が大きく疼うずく。

　心があれこれと忙しい。けれど仕事をしないわけにはいかない。

　デスクに戻ると真相を聞きたそうな花に『なにも話しません』オーラを醸し、仕事に没頭した。

　しかし必死で保っていた集中も拓海の出現で危うくなる。

「さっき食堂で頼んだ仕事、進捗どう？」

　先ほどの非常階段でのことでなにか言われるかと思って覚悟していたのだが、仕事の話だったので内心ほっとした。

　状況の説明を終えた瞬間、拓海がわずかに身をかがめ、日菜子にだけ聞こえるようにささやいた。

「さっきの話、逃げられると思うなよ」

　はっとして日菜子が拓海を見ると、彼は片方の口角をわずかに上げて笑っていた。その意地悪な笑顔を見て、日菜子はもうどうやっても逃げられないのだと悟った。




「で？　いつまでスマホとにらめっこしてるつもりなの？」

　カウンター越しに美穂が、日菜子をあきれた顔で見ていた。

「だってどうしたらいいのかわからなくて」

　仕事帰りにわかば珈琲に寄った日菜子は、美穂の作るナポリタンを食べた後、ずっとスマートフォンの画面を見つめていた。

「同棲してるんだから、面と向かって話をすればすむでしょう？」

　この間の遊園地のことから今日の社員食堂の出来事までを、かいつまんで美穂に聞いてもらった。

　その途中で、日菜子のスマートフォンに拓海からメッセージが届いたのだった。

　彼は今日の午後から三日間の札幌出張。帰ってくる日の夜に、外で食事をしようということだった。

　その返事をするのに、日菜子はもうかれこれ二十分も悩み続けている。

「別になんでもいいんじゃない？」

「それが難しいんだって。すごく楽しみにしてる……とか思われると恥ずかしい」

　唇を尖らせる日菜子に、美穂は乾いた笑いを漏らす。

「はあ？　だったら『別に楽しみじゃないけど、行きます』って書けば？　ほら、貸してみ？　わたしが書いてあげるから」

　伸びてきた美穂の手をパシッと軽く叩いて睨む。そんな日菜子を見て、美穂はクスクスと笑った。

「日菜子は、楽しみじゃないの？」

「……楽しみ……だよ」

　認めてしまうのは恥ずかしいけれど、ここはちゃんとしたアドバイスをもらいたい。自分の気持ちを隠さずに、美穂に伝える。

「その南沢くんのこと、好きなの？」

「えっ！」

　手に持っていたスマートフォンを落としそうになって、慌てて握りしめた。

「好きなの？　嫌いなの？」

「好き……なんだと思う」

　自分の中で芽生えていた気持ちを、気心の知れた仲であれ口にするのは恥ずかしかった。でももう隠しきれそうにない。

　ほんのり赤くなる頰を自覚しているのに、美穂はそれをからかう。

「わたし相手にそんなに恥ずかしそうにしてて、どうやって彼に気持ちを伝えるの？」

「伝える？　わたしがっ!?」

　驚いた日菜子を見て、美穂も驚く。

「え？　言わないつもりなの？　こんなにいろんな恋愛フラグが立ってるのに？」

「恋愛フラグ？」

　よくわからない単語が出てきて、日菜子は首をかしげた。

「はぁ、もう。この子は！　もういいわ。自分の気持ちを言わないで後悔しても知らないからね」

「でも、言って後悔するかもしれないじゃない」

　拓海に限ってもし残念な結果になったとしても、日菜子を傷つけるような態度はとらないと思う。けれど彼も少なからず好意を持ってくれているということが、万が一自分の思い違いだったとしたら、絶対に後悔してしまうに違いない。

「じゃあなにも行動起こさないままで待つの？　その間向こうがほかの綺麗な女の子に告白なんかされちゃって、付き合ってもいいわけ？」

　そういえば、以前受付の女の子に告白されて断ったと噂で聞いた。脇坂だって拓海のことはお気に入りだし、総務の女子社員も本気で彼を狙っていると花が噂していた。

（その中の誰かと……彼が？）

　想像しただけで、胃の奥が重くなる。

　暗い表情になった日菜子を見て、美穂が小さくため息をついた。

「意地悪言ってごめんね。でも恋愛って待ってるだけじゃダメなときがあるんだから。これまで誰にもいだかなかった気持ち、無駄にしていいの？」

　そう言われて気がついた。これまで数人を除き、男性はおろか女性とも距離をとって付き合っていた。自分が誰かを『好き』になるなんて、実感がなかった。

　だが拓海への気持ちは、まだ小さいけれどそれでも確かなものだ。それを無駄にしてしまっていいのかと、自分に問いかける。

「無駄にしたくない。がんばりたい」

　力のこもった声だった。

「そんなに力入れなくても」

　美穂がケタケタと笑う。

「まあ、向こうも嫌いな相手とわざわざ一緒に暮らしたりしないだろうから、デート、しっかり楽しんできてね」

「デ、デートって……」

「立派なデートでしょ？」

（そうだと……いいな）

　うしろ向きだった日菜子の気持ちが、ゆっくりと前へと進みだす。彼の気持ちを知って、自分の思いを伝える。

　不安を打ち消すように、日菜子はスマートフォンにメッセージを打ち込む。

【楽しみにしてるね】

　これが拓海の誘いに初めてした前向きな返事だった。




　そして決戦の水曜日。

　拓海との待ち合わせのお店に着いたのは、十九時半。

　指定された店は、人気の焼肉店だった。予約をしてあると言っていたので拓海の名前を入り口で告げるとすでに彼は到着しているようで個室に案内された。

「お疲れ。迷わなかったか？」

　先に到着していた拓海は日菜子を奥の席に座らせると、メニューを渡してきた。

「ビール、飲むだろ？」

「うん」

　暑い中、時間ギリギリだったせいで早足で歩いてきた。喉がからからだ。

「ごめんね。待たせたみたいで」

「そんなに、待ってない。ここちょっとわかりにくい場所にあるから一緒に来ればよかったな」

　拓海はおしぼりで手を拭きながら、メニューを眺めつつそう言った。

　普段は口も悪いし態度も大きい。しかしこういう細かい気遣いをしてくれる。

　これまで周りからぞんざいに扱われてきた日菜子は、丁寧に扱われることに戸惑いとともにうれしさを感じていた。

「斉藤さんが今日はデートらしくて、手伝ってたらギリギリになっちゃった」

「ふーん。でも、お前だって俺とデートだろ。そんなのほうっておけばいいのに」

　なんでもないことのようにさらっと言った拓海をよそに、日菜子はその〝デート〟という響きに言葉が出なくなった。

（これって、デート……なのかな？）

　向こうがそう言うのだから、そうなのだろう。だがもしかすると、冗談でそう言ったのかもしれない。

　ぐるぐると答えを求めて頭を回転させる。

「なあ、適当に頼んでいいだろ？」

「え？　あ、うん。お願い」

　メニューを見ている拓海を凝視しながら考え込んでいた日菜子は、慌てて視線を逸らして答えた。

「生もの以外は平気だったよな？」

「う、うん」

「どうかしたのか？」

　挙動不審になってしまった日菜子を、拓海が不思議そうに見る。

「お待たせしました」

　気まずい思いをかき消すように、ふたりの前に注文した生ビールが並べられた。拓海は店員に簡単に注文をすませると、ジョッキを日菜子に手渡す。受け取ったのを確認すると、拓海は自分のジョッキを持ち上げる。

「お疲れ」

「お疲れさま」

　互いをねぎらうようにして声をかけた後、ぐいっと飲んだ。よく冷えたビールが渇いた喉を潤す。思わずぎゅっと目をつむり味わっていると、クスクスと笑う声が聞こえた。

「なに？」

「いや、ついこの間まで驚くほどの仏頂面してたのにな……と思って」

　拓海に秘密を握られるまでは、日菜子は感情をあまり外に出さないようにしていた。だから今とかなりギャップがあるはずだ。そう言われても不思議ではない。

　自分でもすごく変わったという自覚があるぶん、なんだか恥ずかしくてちびちびビールを飲みながらごまかした。

　そうこうしていると、注文していた肉が届けられた。

　トングを持ち肉を焼こうとすると「いいから」と言って奪われた。

「そんなことしてたら、ゆっくり食べられないだろ。俺がやる」

　たしかに拓海に比べれば日菜子のほうが食べるのに時間がかかる。

「でもこういうのって、女子の役目じゃ」

　デートの経験があまりない日菜子だったが、会社の飲み会などでは女子社員が料理を取り分けたりといった役目を担っている。それに雑誌や世間話でも女性にこういうことを望む男性も多いということも知っている。

「俺はそういうの、やってもらおうと思わないタイプ。どっちかというと世話を焼きたいほうだから、黙って受け入れて」

「うん。ありがとう。じゃあお願いするね」

（そういうものなのかな？）

　拓海は宣言通りあれこれと日菜子の世話を焼いた。

　焼き加減のよい肉を、日菜子の皿にのせる。タレが少なくなれば新しい皿に注ぎ渡してくれ、飲み物もベストなタイミングで尋ねてくれる。

　自分にこれができるかというと、無理に違いない。

「南沢くんって、本当によく気がつくね？」

　感心した日菜子が思わずそう尋ねると、拓海は首をひねる。

「そうか？　別に普通だろ」

「そんなことない。どうやったら、そんなに気が使えるようになるの？」

　すごい人間スキルだと思い、なにかコツがあるのかと尋ねた。

「別に難しいことなんかなにもない。それに世の中の人全員にこう手厚いわけじゃないから」

　綺麗な手つきで網に肉を並べ終わると、日菜子を見つめた。

「いつもお前のことを気にかけているから、できるんだと思う」

「ふーん、そうなんだ……っ!?」

　ナムルに伸ばしかけていた箸が止まる。

（それって……ずっとわたしを気にしてるってこと？）

　ゆっくりと拓海に視線を向けると、向こうはテーブルに肘をついて日菜子をまっすぐ見ていた。

　視線が絡み、体温が上がった気がした。

「なに赤くなってるんだよ？」

　拓海は意地悪い顔でニヤッと笑った。

「あ、赤くなってない！　なってないから」

　図星をつかれて慌ててビールを飲む。それを見て拓海はケラケラと笑う。

「ごまかしても無駄だぞ。言っただろ、お前のことずっと見てるって」

（もう、これ以上はやめて）

　恥ずかしくて、顔から発火してしまいそうだ。

「ははは、ほら。食え」

　それから日菜子は、まるで餌づけされるヒナのように拓海に甲か斐い甲が斐いしく世話されながら、楽しい時間を過ごした。




　デザートのゆずシャーベットを食べる頃、日菜子はものすごく緊張していた。そろそろ本題に入らなければ、ただの同期との食事で終わってしまう。

　ここ数日、悩みに悩んでいたことをこれ以上持ち越したくないというのもある。

「あのね。南沢くん」

「んー、どうした？」

　彼の皿のシャーベットはもうすでに半分なくなっていた。大きな口で頰張りながら、日菜子の話を聞く。

「あの日、どうして食堂であんなこと……言ったの？」

　拓海はちゃんと日菜子の意図を理解したらしい。

「あんなことって、俺とお前が付き合ってるって言ったこと？」

「うん。あんなことを言う意味がわからなくて」

　秘密を握られてすぐならば、ただの嫌がらせだと思っただろう。しかし今目の前にいる彼が日菜子に嫌な思いをさせるとは、到底思えなかった。

「みんなの前で言わなきゃ意味がないだろ。言い寄ってくる面倒なヤツに見せつけるためだ」

　それを聞いた日菜子の動きが止まる。正確には動けなくなってしまった。

（それって、南沢くんが面倒な誘いを断るために、わたしを利用したってこと？）

　思ってもみなかった答えに、日菜子は大きなショックを受けた。自分が信頼してきた彼に裏切られた気持ちで、指先が震える。

　負の感情が体の中を渦巻く。

（帰らなきゃ……）

　無言でゆっくりと立ち上がった日菜子を見て、拓海も異変に気がついた。

「松風？　どうしたんだ急に」

　慌てた拓海が声をかけたが、日菜子はすでに障子を開け、靴を履いていた。

「ごめん。帰る」

「え？　おい。待てって」

　背後から呼び止められる声がしたが、もちろん止まらない。むしろ早足で店から飛び出した。

　勝手に出てきてしまって申し訳ない気持ちもある。会計も全部丸なげで出てきた。だがあの場にあと一秒でもとどまっていたら、きっと泣きだしてしまっていたに違いない。

　駅に向かって必死になって早足で歩く。我慢はしているが鼻の奥がツンと痛い。どうにか泣かずに家までたどり着きたいが、無理かもしれない。

　うつむいてひたすら足を動かす。

　背後から「松風」と自分を呼ぶ声が聞こえた。ここでそう呼ぶのはひとりしかいない。声が聞こえるところまで来ているということは、日菜子の足ではどう考えても追いつかれてしまう。慌てた日菜子は角を曲がると、ビルとビルの間に身を潜めた。

　こんな状態のまま会いたくない。そう思い、必死に身をかがめる。どうか気づかずに通り過ぎてほしい。

　その願いも虚しく、頭上から「いいかげんにしろよ」という怒りをはらんだ拓海の声が聞こえてきた。

　目を開くと、彼の綺麗に磨かれたストレートチップのつま先が目に入る。見つかってしまったという落胆とともに、悲しみと怒りが日菜子の心の中に渦巻く。

「なんでいきなり逃げるんだよ。なにが気に入らなかったんだ」

　その口調は、決して日菜子を責めるようなものではなかった。それよりもむしろ心配の色が見て取れた。

　しかし日菜子からすれば、どうしてそこまで優しくされるのかわからない。都合のいい女ならばそう扱ってくれなくては、誤解してしまう。

「ほら、そんなところにしゃがみ込んでないで、立って」

　拓海は二の腕を優しく掴むと、日菜子を立たせた。

「で、どうした……っ、おい」

　こらえきれず涙を浮かべる日菜子を見て、拓海は焦ったようだ。日菜子の両肩に手を置いて、顔を覗き込み様子をうかがう。

「気分が悪いのか？　なんで早く俺に――」

　そのとき日菜子は、ドンッと力いっぱい拓海の胸を押して距離をとった。拓海は驚いた様子で、言葉も出ない。

　日菜子は涙目のまま、彼をまっすぐ見据える。

「どうして……どうして、わたしを都合のいいように使うの？」

「え？　どういう意味――」

「ほかの女の子の誘いを断るために、わたしを使わないでって言ったの、もう忘れちゃったの？」

　拓海は以前脇坂に飲み会に誘われたとき、『日菜子に仕事を教えるから』という理由で、断っていた。そのときも彼に対して抗議をしたけれど、今はそれとは比べものにならないほど胸が痛い。

「わたしなんかを虫よけに使うなんてひどいよ。どうせなら、もっと綺麗で周りが納得するような相手を選べばいいじゃないっ！」

　そこまで言いきって、我慢していた涙がポロポロと流れ落ちた。

　拓海は必死な日菜子を見て、一瞬驚いた顔をしていたが合点がいったようでがっくりと肩を落とした。そしてほっと安心したように小さく息を吐くと、しゃくりあげる日菜子の顔を覗き込む。

「泣きすぎだ」

　ぷっと噴き出した拓海に、日菜子は怒りをぶつける。

「ひどい。笑うことないでしょ!?」

　誰のせいでこんなことになっているのだと怒りが増す。

「ごめん。でも、なんかお前が盛大な勘違いしているのがおかしくてさ」

「勘違い？」

　どういうことなのかわからずに、日菜子は拓海に真意を問いただす。

「虫よけになるのは、お前じゃなくて、俺。お前が変な男に絡まれないようにするためだろ？」

　拓海は大きな手のひらを日菜子の頭にのせ、顔を覗き込み言い含めるようにする。

「わたしの？」

　予想もしていなかった答えが返ってきて、日菜子はぽかんとする。

「やっぱり、お前気がついてなかったんだな。西野さんかわいそうだな。ちょっと同情するわ」

　ひとりあきれた顔をする拓海だったが、日菜子は拓海の言っていることがまったく理解できない。

「わたしに、虫よけなんて必要ないでしょ？」

　そもそも〝虫よけ〟なんてものはモテる人に必要なものであって、自分のような人間には縁遠いものだと、日菜子は思った。

「松風はまったく気がついていないみたいだけど、西野さんが食事に誘ってきたのは本気だぞ」

「え？　だって仕事のお礼だって」

　本人もはっきりそう言っていた。

「今まで、そういうことあったのか？」

「ううん」

　これまで西野のアシスタントをしていた。そのときはあんなふうに食事に誘われることはなかった。

「西野さんは、急に綺麗になったお前を見て焦ったんだろうな。まあ、俺もだけど」

「え？　ちょっと、待って」

　いろいろと理解できずに、パニックになりそうになる。涙なんかとっくに止まっていた。

「待つって、なにを待てばいいんだ？」

（いや、その通りなんだけど……）

　拓海はあきれた様子でクスクスと笑い始めた。

「とにかく俺は、好きな女が言い寄られているのを、指をくわえて見ているつもりはない」

「好きって……わたしのこと……？」

　思わず聞き返した日菜子に、拓海も驚いたようだ。

「あたり前だろ。そうじゃなければみんなの前でわざわざ宣言するなんてことしない」

「だって今までそんなこと、ひと言も言わなかったじゃない」

　拓海の気持ちがわからずに、ずっとモヤモヤしていた日菜子は、責めるような口調になってしまう。

「そんなこと、言わなくてもわかるだろ。好きでもない女を誘うなんて面倒なことするわけない。ましてや一緒に暮らすなんてありえないだろ。今日も〝デート〟だって、俺はちゃんと言ったぞ」

「そんなの、あんな軽く言われたら冗談だと思うじゃない」

　だからこそ日菜子は拓海の態度を〝思わせぶり〟だと思い悩んでしまったのだ。恋愛に慣れていない日菜子に、察しろというほうが無理がある。

　拓海もやっとそのことに思いが至ったようだ。

　彼はそれまでの態度とは一変して、真剣な表情を浮かべた。

「悪かった。どうしても俺のものにしたかったんだ」

　観念したかのような告白に、日菜子は顔を赤くする。

　それから拓海は意を決したように、日菜子の両手を掴み彼女を見つめた。

「松風。俺、お前のことが好きだ」

　拓海の真剣な声が耳に届く。それは日菜子の心を大きく揺さぶる。

　胸が痛くなるほどの喜びに、うまく言葉が出てこない。

「なあ、俺がこんなに真剣に告白してるのに、答えてくれないのか？」

　拓海の目が、日菜子の心を読もうと瞳を覗き込んだ。

　日菜子は恥ずかしくて目を伏せる。とてもじゃないが、拓海の顔を見て答える勇気などなかった。

　それでもきちんと気持ちを伝えてくれた彼に応えたい。

「わたしも……南沢くんが好き……です」

　かぁっと頰が熱くなる。まるで子どものような告白だ。けれどそれが今の日菜子の精いっぱいであり、素直な気持ちだ。

「なんだ、それ。かわいすぎるだろ」

　ぽそっとつぶやいた拓海の声に、日菜子が顔を上げる。

　お互いの視線が絡むと、拓海がふっと笑顔を浮かべた。

　その顔が今まで見た彼のどんな表情よりも素敵で、日菜子は思わず見とれてしまう。

　彼の顔が自分に近づいてきた。驚いた日菜子にも、これがどういう行動なのかわかり、ぎゅっと目を閉じた。

　ゆっくりと拓海が近づいてくる気配がする。

　肌で彼の熱を感じ、ドキドキと飛び出そうなほど暴れる心臓をなんとか抑えていたとき……。

　ガタンと大きな音がした。

　ふたりして音がしたほうを見ると、黒猫がビルの裏口に置いてあるゴミ箱を倒して走っていく姿が目に入る。

　黙ったままふたりでそれを見ていると、拓海が「はぁ」と大きなため息をついた。日菜子は慌てて彼から距離をとると、まだ騒がしい心臓を押さえる。

「これで、二度目か……」

　残念そうな拓海の声が聞こえて、なんだかおかしくなった。

「なにがおかしいんだ」

　拗ねた拓海に「なんでもない」と言うが、やっぱりなんだかおかしくて思わず頰を緩める。

　ちょっと残念なような気もするが、緊張が解けた日菜子は少しほっとしていた。

「じゃあ行こうか？」

　そう言って歩きだした日菜子の手を、拓海がうしろから掴んで引き止めた。

「え？」

　振り向いた瞬間、日菜子の唇が拓海のそれに触れた。

　驚いたまま固まってしまった日菜子に、拓海はニヤリと笑う。

「三度目の正直」

　クスクスと笑った後、日菜子の手を引いて歩きだした。

　半歩前を歩く彼の後をついていく。しかし日菜子の思考は完全にさっきのキスにとらわれていた。

　まだ感触が残る唇を、指先で触れる。後になるほど実感が湧いてきて頰が熱くなる。手を引かれていなければきっとまともに歩けていないだろう。ふわふわした感覚でぼーっと歩いていると、名前を呼ばれていることに気がついた。

「松風？」

「ん？」

「今日は、俺の部屋で寝る？」

　悪戯っぽい瞳が、ぐいっと日菜子の顔に近づいた。

「え？」

　その言葉に一瞬にしていろいろと想像してしまう。やっと落ち着いてきた頰の熱がまた一気に上がる。

「冗談だって。今日は我慢する」

（今日はってことは……次は……）

　これ以上拓海との会話を続けていては、日菜子の身が持ちそうにない。目を白黒させて言葉も出ない。

「今日は……これ以上は無理」

　必死にそう答えた日菜子に、「まあ、そのうち。期待してるから」と妖艶な笑顔を見せた拓海。その顔に日菜子はまた心を乱されたのだった。










第五章　恋は一歩ずつ




　お互いの気持ちが通じ合って二週間。

　一気に関係が加速するものと思いきや、ふたりの間にはそう変わりのない時間が過ぎていた。

　むしろ周りのほうがふたりの関係に興味津々のようで、日菜子にとってはしばらく針のむしろのような時間が続く。

　しかし、そんな居心地の悪さも気にならないくらい、日菜子は幸せを感じていた。恋人同士になって増えたお互いの気持ちのこもった日々のやり取りが、日菜子の心の中に恋を積もらせていく。

　何気ない言葉のやり取りの中で感じられる、温かい眼差しや行動。その一つひとつがすべてこれまでのものとは違って見えた。

　拓海は昨日から一週間ほどの出張に出た。職場で顔を合わせることがない。けれど『今頃どうしているかな？』と思うタイミングで連絡があると、思わず頰を緩ませてしまう。

　一緒に暮らし始めてから、忙しい彼は何度も出張で家を空けている。これまでと変わらないはずなのに、今までになかった寂しさが心に積もっていく。

　これも恋心がそうさせているに違いない。

　本当にゆっくりとした恋の始まりだと思う。だが恋愛初心者の日菜子にとっては、少しありがたいような気がしていた。おそらく拓海が日菜子のペースに合わせてゆっくりと進めるように、気を使ってくれているのだ。

（なになに……二段目の引き出し？）

　拓海からのメッセージには、普段あまり使わないデスクの二段目の引き出しを開けてみるようにとあった。

　なぜそんなところを？と思いながら指示に従うと、見慣れない菓子の箱とその上にはなにかメモされている付箋。

　手に取って確認すると、拓海の字で【俺がいなくて寂しいからって泣くなよ】と書いてあった。

　少し寂しいとは思っていたけれど泣くほどではない。箱を取り出して中身を見ると、チョコレートが入っていた。

（もう、南沢くん大げさだよ）

　そう思いあきれつつも、少し寂しいと思っていた気持ちが凪なぐ。細やかな気遣いに彼の思いが詰まっているのを感じ取れたからだ。

　しかしながら日菜子には彼に言い出せないことがあった。明後日金曜は日菜子の誕生日。だが付き合い始めたばかりで、しかも忙しそうにしている拓海にその事実を告げることができていない。

　日菜子としては、彼氏のいる初めての誕生日だ。せっかくだからふたりで過ごしたいという気持ちがある。しかし一緒に祝ってほしいと催促するようなこともできずに、まだ伝えられていないのだ。

　しかも彼はその日は出張で不在。帰ってくるのは誕生日の翌日だ。

　チョコレートの箱に貼ってある、黄色い付箋を指でなぞる。

　十分大切にされている。だからわがままを言うべきじゃない。少し寂しいとは思うけれど、それが正しいのだと自分に言い聞かせていると、隣の席に座る花が探るように話しかけてきた。

「それって、南沢さんからですかぁ？」

「え、あ、うん。出張の前に置いていってくれたみたい。斉藤さんもひとつ食べる？」

　照れながら差し出すと花はブンブンと手を振る。

「そんな愛情の塊のようなチョコ横取りできません。松風さんがひとりで食べてください！」

「ちょっと、そんな深い意味はないから。たぶん」

　慌てて否定する日菜子を見て、花はクスクスと笑っている。

「愛されてますね。いいなぁ」

　花は独り言のようにつぶやくと、再び仕事に戻る。

　花の言う通り、拓海は日菜子を大切にしてくれている。だからそれでいい。誕生日はたしかに特別な日だが、また来年もあるのだ。

　日菜子はそう結論づけて、拓海が置いていってくれたチョコレートをひとつ口の中にほうり込んだ。舌の上で甘いミルクチョコレートがとろけた。




　翌日の木曜日の夜。仕事を早く終えた日菜子はわかば珈琲で夕食を取っていた。わかばの忙しい時間帯はモーニングからランチタイムにかけて。それ以降は比較的客の入りは落ち着いていて、美穂がひとりで切り盛りしていることも多い。

　美穂は、時折カウンターに座る日菜子と雑談をしながら、手際よく仕事をこなしていく。多少からかいながらも、日菜子の幸せそうな顔に美穂も頰を緩ませた。

「じゃあ、明日の誕生日は一緒に過ごすんだよね？」

　その質問に日菜子は顔を曇らせた。

「んー、実は彼、出張中なの。それに誕生日のこと言えてないし」

　食後に淹れてくれたカフェラテに息を吹きかけ冷ましながら日菜子が答えると、ガシャンと派手な音が聞こえた。

「ど、どうしてよ!?」

　目をむいて大きな声を出した美穂に、日菜子は慌てて「シー」と人さし指を唇にあてて静かにするように言った。

　美穂も我に返り、奥のソファ席に座っている客に軽く頭を下げた。

　それから冷静に日菜子に問いつめる。

「ちょっと、いったいどういうことよ。せっかくの誕生日なのに言わないつもりなの？　バレンタイン・クリスマス・誕生日といえば恋人たちの三大イベントじゃないのっ！」

　たしかに美穂の言う通りだ。だが今回ばかりは少しタイミングが悪い。

「付き合い始めたばっかりなのに『誕生日なの！』なんて言うと、催促してるみたいで嫌なの」

　ここのところ拓海の仕事は大きな案件が続いている。大変そうだが仕事自体を楽しんでいる拓海は次々に精力的に仕事をこなし、周りからの大きすぎる期待にもさらりと応えている。

　しかし、そんな生活の中で十分な休息を取れていないのも事実だ。帰宅が深夜過ぎていることもよくある。日菜子はそれをベッドで人の気配をもって知る。夕食も作る約束になっているが、ゆっくりと顔を合わせて食事をする時間もないに等しかった。

　そんな忙しい彼をわずらわせたくないというのが、本当の気持ちなのだ。

「別にそのくらいいいじゃない。付き合ってるんだから」

　グラスを拭く美穂は、あきれ顔だ。

「そう言えればよかったんだけど」

　苦笑いの日菜子に、美穂はもうそれ以上はなにも言わなかった。

「じゃあ、わたしがお祝いしてあげるわよ。週末にひとりの誕生日なんてつまらないでしょう？」

「本当に!?　ありがとう」

　日菜子は美穂の提案に一も二もなく飛びついた。強がっていたものの週末、しかも誕生日の夜にひとりで過ごすのはやっぱり寂しい。

　拓海は金曜の夜遅くまで商談の予定。その後は泊まりで土曜日に帰ってくる予定になっていたはずだ。

（会いたいけど、我慢、我慢）

　一週間の出張でくたくたに疲れているに違いない。週末はきっとゆっくり過ごすのだろう。日菜子がいないほうがリラックスできるかもしれない。

　一緒に暮らしているのだから、まったく会えないわけではない。だから少しの辛抱だと、日菜子は自分に言い聞かせた。




　そして誕生日当日。

　仕事を終えた日菜子は、美穂と会社から離れた新幹線の乗り入れのある大きな駅で待ち合わせをしていた。

　前日にいきなり『レストランを予約したから、おしゃれしてきて』と言われ、慌てて準備した。ワンピースにジャケットを羽織ったので、職場でも浮くことなく普段通りに仕事をこなし、一日を終えた。定時に会社を出ると、そのまま待ち合わせ場所に向かう。

　いつも美穂とは自宅で会うか、わかばで会うことが多い。こういう機会は久しぶりだなと思い、キョロキョロと美穂の姿を捜していると、改札を出てすぐの壁際にスーツケースを持ったひとりの男性が立っているのに気がついた。

「南沢……くん？」

　距離があるので日菜子の声が届くはずはない。けれど拓海はまるで彼女の声に反応したかのように彼女を見やった。

　彼は手に持っていたスマートフォンをしまうと、スーツケースを引きながらこちらに向かってきた。

　一瞬ぼーっとしてしまっていた日菜子だったが、慌てて彼のほうへ駆けだす。

「どうしたの？　帰りって明日の予定じゃなかった？」

　驚いた日菜子は『おかえりなさい』のひと言もなしに、彼に問いかける。

「彼女の誕生日なんだ。帰ってきてあたり前だろ」

「え？　どうして……」

　驚いた日菜子に、拓海は小さくため息をついた。

「町田さんが連絡をくれたんだ。以前彼女の店を訪ねたときに名刺を置いてきたから。それよりもなんで言わないんだよ」

　拓海の手が日菜子の腕にそっと触れた。

「だって……すごく忙しそうだし。仕事切り上げて帰ってきて大丈夫なの？」

「そんなことはお前が心配するようなことじゃない。そもそも俺が仕事を投げ出して帰ってくると思うか？」

　拓海が仕事を途中で投げ出すのは考えられない。前倒しですべてこなしてきたのだろう。

「そうは思わないけど……誕生日は来年もあるから無理しなくてよかったのに」

「なに言っているんだ。お前の今年の誕生日は今日しかないだろ。ほら行くぞ」

　まだ戸惑っている日菜子をよそに、拓海は日菜子の手を引いて歩きだした。




　しばらくして到着したのは、駅からそう遠くない外資系のホテルだ。

　拓海はフロントに荷物を預けると、迷うことなくエレベーターに乗り、最上階にあるイタリアンレストランに日菜子を連れてきた。

　入り口で名前を告げると、すぐにテーブルに案内された。窓際の夜景が綺麗な席で、思わず外の景色に目を奪われる。

「いい席だな。急だったけどダメもとで頼んでよかった」

　目の前にいる拓海も窓から外を眺めていた。

「ありがとう。すごく素敵」

「お礼は食事が終わってから。口に合うといいんだけど」

　フルートグラスに注がれたシャンパンで乾杯する。

「誕生日おめでとう」

　まっすぐに見つめてくる拓海の目がこれ以上ないほど優しくて、日菜子は胸を高鳴らせる。

「ありがとう」

　なにもかもが特別に見えた。落ち着かずにどこかふわふわしている。

　今日拓海に会うのはとっくにあきらめていたので、なんだか夢の中にいるようだ。

　ゆっくりとシャンパンを飲むと、シュワシュワとはじける炭酸は浮ついた日菜子を少し現実に引き戻してくれた。

　前菜から始まり、次々と料理が運ばれてくる。

　白身魚のコンソメジュレ添えに甘エビのスープ。仔羊のロースト。どれも繊細な盛りつけで目で見ているだけでも楽しめた。味は言わずもがなだ。

「おいしい」

　思わずこぼれた日菜子の言葉に、拓海も満足そうだ。

　ゆっくりと会話を楽しみながら食事が進む。ひと通り食べ終えたところで、店員が向こうからろうそくを立てたケーキを運んできた。

　日菜子の目の前に置かれたそれは、綺麗にカットされた色とりどりのフルーツののったケーキだ。プレートには【HAPPY BIRTHDAY】とチョコレートソースでお祝いの言葉がデコレートされている。

「おめでとうございます」

　給仕係は笑顔で日菜子に祝いの言葉を述べると去っていく。

「すごい！　かわいい」

　思わず感嘆の声をあげた日菜子に、拓海も頰を緩ませる。

「ほら、早く願い事考えて火を消せよ」

　急に言われても……と思いながら、ふとひらめいた。

「どうせなら、南沢くんも一緒に消して」

「は？　まあ……いいけど」

「ちゃんと願い事を思い浮かべながら消してね」

「ああ、わかったから」

　最初は驚いた様子だった拓海も、仕方がないといった様子で了承した。

「じゃあ、消すぞ。せーの」

　ふたり息を合わせて、勢いよくろうそくの火を消した。

　お互い顔を見合わせてクスクスと笑い合った後、コーヒーを持ってきた給仕係が、綺麗にカットしてそれぞれの前にケーキをサーブしてくれた。

　早速ケーキをいただくと、スポンジと生クリーム、フルーツの酸味が絶妙でとてもおいしく、さっきまでおなかがいっぱいだと思っていたにもかかわらず、すっかり食べきってしまった。

「おいしかった」

「そうか。よかった」

　初めは笑顔を浮かべた拓海だったが、急に真剣な顔になる。

　まとう雰囲気が変わったことに気がついた日菜子が彼を見ると、スーツのポケットからなにかを取り出す。

　拓海がそっとテーブルの上に差し出したのは、部屋のカードキーだった。日菜子はそれを見た瞬間、彼に視線を移す。

「無理強いするつもりはない。まだ付き合ってから日が浅いこともわかってる。でもそれでもあえて、朝まで一緒にいたいと俺は思っている。選ぶのは松風だ」

　まっすぐ自分を見据える目から、彼の行動の意味することも、彼が本気であることも伝わってきた。

　彼とともに夜を過ごすということがどういうことなのか、日菜子にもわかる。今ここで断ったとしても、拓海は日菜子を責めはしないだろう。

（いきなりで驚いたけど……）

　いつかはそうなることを自分も望んでいた。相手は誰でもなく拓海がいい。そうとなれば断る理由などないのだ。

　なけなしの勇気を振り絞る。日菜子はゆっくりと下を向いたまま蚊の鳴くような声で答えた。

「わたしも、もう少し一緒にいたい……です」

　かぁっと体が赤くなる。恥ずかしくて照れ隠しに眼鏡のブリッジに手を伸ばし、自分がすでに眼鏡を卒業したことを思い出す。

　その代わりに髪を耳にかけようとして触れた自分の耳が、今までにないほど熱くなっていた。

　支払いをすませた拓海は、日菜子をエレベーターに乗せた。数階下の宿泊フロアに到着すると、彼女の手を引き部屋に向かう。

　日菜子は緊張しすぎてされるがままだ。時折拓海の気遣うような視線を感じたけれど、自分の暴れだしそうな心臓をなんとか落ち着けることに必死で、なにかを返すようなことはできなかった。

　拓海がカードキーを開けて日菜子を先に中に入れる。部屋は暗いままだったが、その先にぼんやりと輝く光が見えて、日菜子は目を奪われる。

　ＬＥＤライトのキャンドルが部屋の至るところに置かれていて、とてもロマンチックな雰囲気だ。テーブルには、バラの花とシャンパンを冷やすアイスバケツが置かれている。

「これ……」

　振り向いてうしろに立つ拓海を見る。

「ベタな演出だけど、ほら座って」

　拓海は手を引いて日菜子を部屋の中に引き入れる。そのままソファに座らせると、自分もその隣に腰を下ろした。

　夢のような出来事になんだか胸がいっぱいで、ふわふわと幸せな気分を味わった。そんな日菜子の隣で、拓海はシャンパンを開けてフルートグラスに注いだ。

　シュワシュワと音を立てて、黄金色の液体が注がれる。白い泡が落ち着いた頃、拓海がそれを日菜子に手渡した。

　じっと彼の視線が日菜子に向けられたままだ。彼はグラスを掲げる。

「おめでとう」

「ありがとう」

　本日二度目の祝福だが、何度でもうれしいものだ。

　フルーティなシャンパンを飲みながら、拓海を見る。すると頰を緩ませた拓海が日菜子の頭をゆっくりとなでた。

「間に合ってよかった。松風がなにも言わないから、あやうく大事な誕生日をスルーするところだった」

「それは……ごめんなさい。なかなか言いだせなくて。でも……すごくうれしい」

　日菜子の中では誕生日当日に拓海に会うことは、完全にあきらめていたのだ。だからこそ今日のサプライズのお祝いは、日菜子にとって特別なものになった。

「松風が控えめなのは知ってるし、いいところだってわかってる。だけど、俺には遠慮はしないでほしい。お前のわがままを受け止められるくらいの男だと自分では思ってるから」

　彼の言う通りだ。きっと彼ならば日菜子の想いをくんでくれるに違いない。少し強引なところはあるが、それでもいつも日菜子のことを思ってくれていることが伝わってくる。

「うん。これからは気をつける」

「いい子だな。じゃあいい子の松風にこれをあげよう」

　拓海がソファのサイドにある脇テーブルに置いてあった、コバルトブルーの小箱を取り出す。日菜子も知っている有名なジュエリーショップのものだ。

「誕生日プレゼント。開けてみて」

「……いいの？」

　こんなに素敵な夜を用意してくれただけでも感動していたのに、プレゼントまでとは日菜子は驚きで目を見開いた。

「忙しかったのに、用意してくれたの？」

「それとこれとは別だろ。それにプレゼント探すの結構楽しかった。きっとお前のためだからだよな」

　クスクスと笑う拓海が指で箱をトントンと叩いた。どうやら早く開けてみろということらしい。

　日菜子は彼の言う通りリボンをほどく。箱を開くとそこにはひと粒ダイヤモンドのネックレスが入っていた。

「わぁ、素敵」

　ダイヤモンドに負けないほど目を輝かせた日菜子を見て、拓海は満足げだ。

「つけてやるからうしろ向いて」

　素直に従った日菜子はうしろを向いて、ガラスのほうへ体ごと向けた。そこには自分と拓海がはっきり映っていた。

　背後から彼の手が伸びてきて、ネックレスが肌の上にそっと置かれた。

　サイドによけた髪からあらわになった首に、拓海の指先が触れる。変に反応してしまっても意識しているのがバレてしまうので、なんとか我慢した。

「松風、眼鏡かけなくなってから、すごく手持ち無沙汰にしてるだろ。だからなにかあったときとか、これ触るとちょっとは落ち着くかなって。眼鏡の代わりな」

「そんなこと、よく気がついたね」

　自分ははっとして気づくことがあるが、まさか拓海がそんなことに気づいているとは露ほども思っていなかった。

「俺がそれだけ、松風のことを見てるってことだ。そろそろ自覚してもいいんじゃない？」

　ネックレスをつけ終えた拓海の手が、背後から日菜子を抱きしめる。

　白い首筋に拓海の息を感じる。その直後彼がちょうどチェーンの上に小さなキスを落とした。

「よく似合ってる」

　ガラスに映る彼の姿を見て、鼓動が痛いほど暴れだす。すると顔を上げた拓海とガラスの中で目が合った。

「気に入った？」

　彼の言葉にコクンとうなずく。なにか言わなければと思うが、胸が苦しすぎて言葉にならない。

　彼もそれをわかっているようで、特別気にしていないようだ。

「じゃあ、そろそろお礼をもらってもいいかな？」

　背後から日菜子を抱きしめる腕に力がこもる。日菜子も彼の腕に自らの手を重ねた。

「もう引き返すことできないけど、いいよな？」

　耳もとで少しかすれた声が響く。ゆっくりうなずくと、彼は日菜子の顔をそっと自分のほうに向けさせた。

　じっと熱のこもった目で見つめた後、ゆっくりと唇を重ねてきた。あったかくやわらかい唇が触れる。徐々に角度を変えて深くなるキスに、日菜子も必死で応える。

　ゆっくりと唇が離れると、拓海が熱い吐息を吐いた。

「さっきろうそく消すときに思い浮かべた願い事、もう叶いそう」

「え？　いったいどんな願い事したの？」

　驚いて目を見開いた日菜子に、拓海は悪戯っぽい笑顔を浮かべる。

「それはじっくり今から時間をかけて、教えてやるよ。日菜子」

「えっ……きゃあ」

　拓海はいきなり日菜子の膝裏に腕を入れると、軽々と抱き上げた。今、名前を呼ばれたことで、ぼーっとしていた隙のことだ。

「み、南沢くん？」

「拓海……って呼んでほしい」

（名前……そうか……）

　さっき拓海に『日菜子』と呼ばれたときに、驚きとともにうれしさもあった。好きな人に名前を呼ばれるのが、こんなに心地いいことだとは思わなかった。

　だからこそ、拓海のことも名前で呼びたい。

「……拓海」

　緊張で声がかすれた。だが合格点には達していたようで拓海は頰を緩ませる。

　そんな彼を見ていると、日菜子も自然と笑顔になる。お互い見つめ合い笑い合って、気がついたときには、日菜子は隣の部屋にある大きなベッドの上にゆっくりと下ろされていた。

「到着っと」

　ギシッと立てたベッドの音に、ドクンと鼓動がはねた。今さら引き返せないのはわかっているけれど、やっぱり未知の世界に足を踏み入れるのには勇気がいる。

　一気に体がこわばったのは拓海にも伝わったようだ。

「怖い？」

「ん……ちょっと。初めてだから」

　すでに彼も承知のことだろうが、あらためて伝えておく。

「そうだな。でも俺も、緊張してる。好きな女の初めてをもらうんだ。責任重大だろ」

　いつも自信に満ちあふれている拓海の言葉とは思えなかった。

　彼はジャケットを脱ぐと日菜子の手を取る。そしてその手を自分の胸、ちょうど心臓の部分に持っていく。

「心から、日菜子のことが欲しいと思ってる。だから全部俺に預けてほしい」

　真摯な眼差しに射抜かれた日菜子は、小さくうなずいた。

　少し表情を緩ませた拓海が、ゆっくりと近づいてくる。

　これから起こる甘い予感に、日菜子はそっと目を閉じた。




　ベッドがきしむ音で目が覚めた。それと同時に体に感じた倦けん怠たい感かんで、昨日のことを思い出す。

（わたし、昨日……）

　羞恥心が蘇ってきて、熱くなった頰を押さえる。

　ふと顔を横に向けると、そこにはまだぐっすり眠っている拓海の姿があった。一緒に暮らしているとはいえ、こんなふうに無防備な彼の姿を見るのは初めてだ。それまで感じていた恥ずかしさなど忘れて、思わずじっと見とれてしまった。

　スーッと通った鼻筋に、少し薄めの形のよい唇。眺めていると再び昨日のことが蘇ってきて身もだえてしまう。

（こ、こんなことしてたら心臓がっ……）

　慌てて体の向きを変えようとしたとき、拓海の長い腕に力がこもる。それはぎゅっと日菜子を抱き寄せて彼の胸に密着させた。

　急に体が密着し彼の体温がダイレクトに伝わってくる。心地よさを感じる前にパニックになってしまい、日菜子は彼の腕の中で固まった。すると頭上からクスクスという笑い声が聞こえてきた。どうやら拓海が目覚めたらしい。

「おはよう」

「……おはよう」

　顔を見ると恥ずかしさでいたたまれなくなり、必死になって拓海の胸に顔を押しつける。しかしそれを彼は勘違いしたようだ。

「すげー積極的だな」

「ち、違うってば」

　慌てる日菜子を見て、拓海はまたクスクスと笑い日菜子をぎゅっと抱きしめた。

「ちょっと、残念。なぁ体、平気か？」

「うん。ありがとう。大丈夫みたい」

　正直言えば、体のあちこちに違和感がある。しかし、彼の体温を感じながら迎える朝の幸せが体を満たしていた。

　恥ずかしいけれど、うれしくてどうしようもない感情が芽生える。彼の胸から顔を上げて、拓海を見つめる。

　お互い微笑み合った後、どちらからともなく唇を合わせた。

　それからしばらく、ふたりの甘い朝は続いた。




「じゃあこれ、悪いけど今日中に頼む。行ってくる」

「いってらっしゃい」

　仕事中、拓海がクライアントのもとに向かう前に交わした会話。いつもと変わらない会話だったが、日菜子の隣でその様子を見ていた花は、ニヤニヤと笑いを浮かべていた。

「いいですね～ラブラブで」

「ちょっと？」

　小さな声だったが焦って周りを確認する。

「だって、うらやましいんですもん。少しぐらいからかってもいいじゃないですかっ」

「からかうって……それにさっきの会話のどこがラブラブなの？　ほかの人にだって同じように声をかけるのに」

　本当に社内でよくある会話だ。拓海の前に出ていった社員にも同じように皆『いってらっしゃい』と声をかけるし、花だって先ほど拓海に声をかけていた。

「それはそうなんですけど……お互いまとっている雰囲気が違うというか……なんというか。とにかく幸せそうですね」

「もう、わたしをからかってばかりいないで、仕事しよう」

「は～い。わかりました。そういえば今日って、例の幼稚園の建て替えの打ち合わせでしたよね？」

　拓海の行き先を確認した花が日菜子に確認した。

「うん。なかなかいい案ができてたから自信あるみたい」

　あの図面を描き上げたときの、拓海の満足そうな顔を思い出した。

「そうなんですね。まあ、南沢さんならきっと今回も契約取ってきますよ」

「そうだといいね」

　日菜子も内心契約は確実だと思っていたけれど、そんなことを言うとまた花にからかわれそうなのでやめておいた。

「いつまでもおしゃべりしてないで、さっさと仕事しなさい」

　通りかかった脇坂が、日菜子と花をひと睨みする。言われたことももっともなので、「すみません」と謝って仕事に戻ろうとした。

　そんな日菜子に脇坂はニコッと笑った。

「ずいぶん幸せそうね。いつまで続くかしら？」

　悪意の塊のような言葉に日菜子はショックを受けたが、脇坂がすぐにその場を離れたので、深呼吸をしてパソコンに向かう。

（そろそろ先方に着いた頃かな？）

　時計を見た日菜子は、拓海の契約が取れるようにと願いながら仕事に戻った。




　数日後の午後。

　昼食をすませバタバタと仕事を進めていると、目の前の電話が鳴った。

「美星建設、設計部です」

『わかすぎ学園の総務部長をしております、狭さ山やまと申します。南沢さんを至急お願いしたいのですが』

　電話の相手は先日拓海が打ち合わせに向かった、幼稚園の建て替えの案件の依頼主だ。

　しかし今拓海は、訪問先で打ち合わせ中であり、すぐに応対できそうにない。

　相手の声色からして急を要するように思えた。ここは部長に取り次ぎ判断を仰ぐのがベストだ。

　日菜子は電話を保留にして、部長に事情を話し電話を取り次いだ。

　部長はすぐに電話に出たが、一瞬でその表情が険しく硬くなる。席が離れていて日菜子に声は聞こえないが、よくない予感しかせず、日菜子は仕事も手につかずに様子をうかがっていた。

　そうこうしていると、拓海が帰社して、荷物を持ったまま日菜子の席にやって来た。

「ただいま。松風あれできてる？」

　日菜子は拓海にわかすぎ学園から電話があった件を説明しようとする。

「南沢くん、今ね――」

「南沢、ちょっといいか？」

　声がしたほうを向くと、険しい顔をした部長が拓海を呼んでいた。

「え。はい」

　部長のただならぬ様子に、拓海もすぐに表情を変えた。

「これ、悪いけど片づけといて」

　渡された資料を受け取る。なにかひと言声をかけようと思ったが、とてもそんな雰囲気ではなく、日菜子は返事すらできないまま拓海を見送った。

　それから一時間弱が経過した。会議室から部長も拓海も出てこない。周囲も事情はわからないが、なにかが起きているのだろうと察し、皆が心配していた。

　日菜子も仕事しつつも、拓海と部長の話について気になり集中できずにいた。すると中からふたりが出てきて、そのまま拓海はオフィスを出ていってしまう。

「なにかトラブルですか？」

　隣で成り行きを見守っていた花も、さすがに黙っていられないようで、最初に電話を受けた日菜子に事情を尋ねてきた。

「詳しいことはわからないんだけど……」

　詳細はわからないので、憶測で下手なことは言えない。ごまかしていると「松風さん」と部長に呼ばれた。

　先ほどのことについて自分にもなんらかの話があるらしい。日菜子はそう思い、緊張しつつも急ぎ足で会議室に向かった。

　部屋に入るとすぐに椅子に座るように促され、それに従う。

　正面に座る部長の表情はいつもと違い硬く、これから話す内容がやはりよくないものだということがわかる。

「松風さん、わかすぎ学園の幼稚園の園舎建て替え工事についてだが、君が図面の作成を手伝った？」

「いいえ、あれはすべて南沢くんがしました」

　今回は日菜子が忙しくしていたので、拓海は全部自分でやったはずだ。もしかしてなにか不具合があったのかと、ますます不安になる。

「南沢のデザインに関して、なにかいつもと違うことはなかったか？」

「いえ、とくには」

　手書きで描くデッサンの状態からいくつか見せてもらった。クリスチャン系の学校だったが、系列の大学や高校なども参考にしてシンプルでスタイリッシュな造りになっていた。

　今どきの幼稚園という感じがして、若い父母にはいいようにも感じた。

「そうか……ならどうしてこんなことになったんだ」

　部長がこめかみのあたりを押さえて、悩ましげに言葉を吐いた。

「なにが……あったんですか？」

　これ以上状況がわからないままにしておけず、日菜子は思いきって尋ねた。

「先方から連絡があったんだ。他社が似たデザインを提出してきている……と」

「え？　まさかそんなこと。あれは間違いなく南沢くんのデザインです」

　一番近くで見てきた日菜子は断言する。けれどその証言はなんの証拠にもならない。

「僕もそう思うよ。南沢はプライドの高い男だ。そんな男が卑ひ怯きょうな真似をするはずがない。問題は先方はそうは思わないってことだ。他社とうち、どちらかがルール違反をしている。しかしいずれにせよ、かなり深刻な問題だ。盗ったほうも盗られたほうも信用問題に関わるからな」

「どうして……うちが被害者なのにですか？」

「ああ、情報が漏ろう洩えいしたということは、うちの責任問題にもなる」

「……っ」

　そこまで考えが及んでいなかった。どちらにしろ、今の我が社の置かれている状況は芳しくないものだ。担当していた拓海はなおさら責任を感じているに違いない。

「あの、南沢くんは？」

　先ほど怖いくらい深刻な顔をして出ていった。

「南沢は……とりあえず先方に謝罪に向かった。そして詳細を聞いて、もう一度うちの案を検討してもらえるようにと話をしにいった」

「それって、難しい話なんですよね？」

「ああ、僕も同席できればよかったんだが、これから別件で出るからね。それを知っている彼は、ひとりで行くと言ってきかなかった」

「そうなんですか」

　彼らしいと思うと同時に、ひとりで背負ってしまいそうな拓海を心配する。

「ただ先方と僕が電話で話をした感覚だと、向こうは南沢くんのことを大変気に入ってるらしい。だからきっと彼なら、いい方向に話を進めてくれるに違いないと僕は信じているよ」

　顔面蒼そう白はくの日菜子を勇気づけるように、部長は肩をぽんと叩いた。しかしショックを受けた日菜子の心には重い石が詰まっているようで、到底気持ちを浮上させることなどできそうになかった。

　デスクに戻った日菜子は青い顔のまま、仕事を続ける。その様子を見て心配した花が、話しかけてきたが「大丈夫だから」としか答えられない。

　なんとか今やるべき仕事だけはきちんとしようと、懸命にこなしていく。定時が過ぎて、ひとりまたひとりと帰宅していくが、日菜子はずっと仕事を続けていた。

　そうやって拓海が帰ってくるのを待ち続けた。

「なんだ、まだいたのか？　家で待ってればいいのに」

「南沢くんっ！」

　オフィスの入り口に立つ拓海が、日菜子を見つけて驚いた顔をしている。

「大丈夫だったの？」

　駆け寄る日菜子に拓海は笑顔を浮かべたが、そこには疲労が色濃く表れていた。

「部長も後で合流して、一緒に謝罪をしてくれた。その後営業部で詳細を報告してたらこんな時間になってた」

「そうなんだ、お疲れさま」

「ああ、心配かけたな。すまない」

　拓海の手が、日菜子の頭をポンポンと叩いた。安心させようという気遣いが伝わってきたが、今、助けが必要なのは日菜子ではなく拓海のはずだ。

「今日は、もう帰るよね。一緒に……」

「いや、俺はやらなきゃならないことがあるから」

　拓海はデスクに向かうと、パソコンの電源をオンにした。

「今から？　明日でも……」

「悪い、今日は一緒に帰れない。気をつけて帰れよ」

　疲れた顔で笑顔を浮かべる拓海を見ていると、胸が苦しい。今の日菜子には彼になにもしてあげることができないのだ。

「わかった。なるべく早く帰ってきてね」

　きっとひとりになりたいのだろう。これ以上ここにいては彼の迷惑になってしまう。

　日菜子は自分の無力を痛感しながら、オフィスを出ていく。

　最後に拓海のほうを見たが、彼はすでに一心不乱に作業に取りかかっていた。




　翌朝。

　昨夜眠りが浅く、日菜子はいつもの時間よりもかなり早く目が覚めた。

　そして支度をすませると、始業時間までまだ時間があるにもかかわらず職場に向かった。

　朝早いせいで、オフィスのフロアに到着するまで誰にも会わなかった。

　そしてオフィスを覗いてため息をつく。

　そこにはデスクで眠ってしまっている拓海の姿があった。デスクの上にはいくつものデッサン。しかしどれも納得がいかないのか、中にはぐちゃぐちゃに塗りつぶされたものもある。

　日菜子が帰ってからずっとひとり、ここでデザインを続けていたのだ。疲れきった顔をして眠る拓海を見て胸が痛む。

　昨日家に帰ってこなかった拓海を心配して、日菜子は朝早く出社したのだ。

　けれどここは心を鬼にして、彼の肩を揺らして起こした。

「南沢くん、そろそろ起きないとダメだよ。南沢くん……」

　声をかけるが、拓海は眉をひそめただけで目を開かない。

「もう……早く起きて。拓海」

　会社で下の名前を呼ぶのはどうかと思い、今まで職場では一度も彼を『拓海』と呼んだことはなかった。だが今は誰もいないのだ、そのくらいは許されるだろう。

「ん……ひ、なこ？」

　寝ぼけた拓海も、日菜子の名前を呼びながら目をゆっくりと開く。

「起きた？　おはよう」

　心配していることを感じさせないように、なるべく明るい声で話しかける。

「ああ、朝か……うーん」

　朝日の差し込むオフィスのデスクで拓海が目を細め、大きく伸びをした。

「そう、もう少ししたらみんなが出社してくるよ。その前にこれ、食べて」

　日菜子は小さな手提げバッグを拓海に渡す。

「なにこれ？」

「おにぎりと、お味み噌そ汁しる作ってきた。どうせなにも食べてないだろうと思って」

　本当は、もっとちゃんとしたものを作ろうと思った。だがあまり時間がないことを考慮して、すぐに食べられるものを用意した。

「おお、サンキュー」

　拓海が笑顔を浮かべたのを見て、少しほっとした。

　彼は早速包みを開けると、うれしそうに大きな口を開けておにぎりを頰張る。給湯室でお茶を淹れて持っていくと、ひとつめのおにぎりを食べ終わったところだった。

「うまい。俺、おかかが一番好きなんだよ」

「そう、よかった」

　お茶をデスクに置くと、日菜子も隣に座って食事をする拓海を見つめる。

（やっぱり、疲れてるよね。あんまり顔色がよくない）

　でもそれを言ってしまうと、きっと拓海は強がるだろうからあえて言わない。

　保温容器に入った味噌汁を飲み干した拓海の満足そうな顔を見て、日菜子は少しほっとした。

「うまかった、ありがとう。部長から話は聞いたんだろ？　心配かけたよな」

「……うん。でもわたしも部長も、南沢くんのこと信じてるから」

　日菜子の言葉に拓海は頰を緩めたが、それも一瞬のことで、その後また険しい顔をした。

「ありがとうな。先方には頼み込んで、なんとか別の案を提出する了承を得たんだ。だからこのチャンスは絶対に無駄にできない」

「うん」

　拓海がこの仕事をどれだけ成功させたいのかが、痛いほど伝わってきた。

「だから日菜子にも迷惑をかけると思う。いろいろと我慢させることになると思う。すまない」

「そんなこと、気にしなくていいのに」

　今彼にとってなにが一番大切なのか、近くで見ているのだから理解している。彼のやりたいようにやらせてあげるのが、日菜子にとっても願いだった。

　日菜子を見て拓海はふっと表情を緩ませた。

「少しだけ、抱きしめてもいいか？」

　思ってもみなかった拓海の言葉に驚いたが、日菜子はなにも言わずにうなずいた。

　拓海は椅子ごと体を日菜子のほうへ向けると同時に、手を伸ばし彼女の背中に回した。そしてぎゅっと力を込める。

　そしてまた日菜子も少し戸惑いながらも、彼の背中に手を回す。

　お互いを確かめ合うように、抱きしめ合った。

　拓海は日菜子に顔をうずめるようにして、しばらくじっとしていた。言葉ではうまく慰めることができなかった日菜子だったが、こうすることで少しでも拓海の心が穏やかになるのであれば、それでいいと思った。

　朝日の差し込む誰もいないオフィスで、ふたりはしばらく抱き合っていた。




　それからというもの、拓海はいつにも増して一心不乱に仕事をこなしていく。詳しい事情を知らない人から見れば、彼はいつもと変わらないように見えるかもしれない。

　けれど日菜子からすれば、日に日にすり減っていく彼をじっと見ているだけしかできない自分にやきもきしていた。

　一度ベストなものを作り上げた後に、それを越えるものを作るのは並大抵の苦労ではない。そのうえ、今回はもうミスが許されないのだ。

　おそらく日々緊張の中で拓海はひとり闘っている。

　少しは休むようにと声をかけたところで、『大丈夫だから』と言って聞く耳を持たない。

　そんな拓海に心配そうな眼差しを向けていると、脇坂が目の前に立つ。

「これ、お願いできるかしら？　そのくらい、わたしに言われる前に自分でさっさと片づけてくれない？」

「……え、はい」

　渡された資料を確認する間もなく、彼女は身をかがめて日菜子にこっそりささやく。

「あなた疫病神なんじゃないの？　だって南沢くんあなたと付き合いだした途端、こんなふうなトラブルに巻き込まれて。かわいそうね」

「……っ」

　まったく因果関係のない話だ。けれど今の日菜子にはダメージが大きい。

　日菜子は胸もとのネックレスの石をぎゅっと握りしめ、心を穏やかに保とうと努力する。

「いったいどこからデータが漏れたのかしら。怖いわね」

　なんだか含みのある言い方に、日菜子は眉をひそめる。

「それは、どういう意味ですか？」

　さすがに我慢できずに、言葉を返す。

「別になんでもないわよ。ああ、南沢くんのアシスタント、わたしいつでも復帰できるから自分が力不足だと思ったら、早々に申し出てね」

　相変わらず感情的に言い放ち、その場を去った。隣に花が在席していたら、おそらくまたもや一触即発の火花を散らしたに違いない。

（わたしも言い返せたらいいんだけどな）

　自分の思いを強く主張できないのは日菜子の性格の問題なので、感情的になっている相手に言い返すのはなかなか難しい。とはいえ、以前に比べたら言いたいことを言えるようになったと思う。

　こうやって変われたのも、拓海のおかげだ。

　だからこそ彼が困っている今、なにか手助けができないものかと日菜子はずっと考えていた。

　そこでひとつ思いついたことがあるのだが、今の拓海が素直に受け入れてくれるかが心配だった。




　あの一件から二週間経った水曜日。その日の仕事終わりの時間、日菜子は出先から戻ってきた拓海をつかまえて、近くのカフェに呼び出した。

　自宅で話をすればいいのだろうけれど、そもそも帰宅が午前零時を回る拓海をつかまえて、そこから話をするわけにはいかない。

　二十分ほど待っていると、急いだ様子の拓海がカフェの扉を開き入ってきた。日菜子がいるのを確認した後、入り口近くのカウンターでアイスコーヒーを注文して受け取り、日菜子のもとに来た。

「悪い、待たせたな」

「ううん、大丈夫？　ごめん忙しいのに」

「いや、それよりも最近全然時間が取れなくて悪かった。家にも寝に帰るだけだし」

　拓海が謝るのも無理はない。一緒に暮らしているのに、こうやってまともに話をするのは久しぶりのことだ。

「いいよ、別に。忙しいのはわかってるから」

「なんだよ、それ」

　拓海はストローに口をつけたまま、不機嫌な表情を浮かべる。

　なにかまずいことを言ったのかと、不思議に思い首をかしげた。

「そういうときは、嘘でも『寂しかった』って言うもんだろ？」

「そうなの？」

「そ・う・だ！　少なくとも俺は言ってほしい」

　期待のこもった視線に、日菜子はいたたまれない。

「本当に？　そういうのは、わがままでしょう？」

「そういうかわいいわがままは、別にいいんだよ」

　拓海のその言葉に、日菜子はここぞとばかりに食いついた。

「わがまま、言っていいの？」

「ああ。付き合うときにもそう言ったと思うけど」

　拓海の言葉に日菜子は決心する。

「だったら、今週の土曜日。一日わたしに時間をくれない？」

　途端に拓海の顔が渋る。

「一日か。半日じゃダメか？」

　彼がそう言うのも無理はない。例の幼稚園のデザインの締め切りまであと一週間だ。まだ拓海がそれを完成させていないのは日菜子も知っている。

「ダメ。ここに一緒に行ってほしいから」

　日菜子はピンク色の紙を一枚差し出し、拓海に見せた。

「デイキャンプ……なんだこれ？」

　拓海は受け取った紙に視線を走らせる。

「これ、うちの兄がやっている道場の子ども向けのキャンプなんだけど。一緒に行ってほしいの」

　日菜子の兄も日本では名の知れた柔道家だった。競技の道を離れてからは、道場を開き後進を育てている。

「なんで、俺が？」

「ここ、よく見て。参加者は小学二年生以下。と、いうことは子どもたちがたくさん来るの。だから、ここで最近の小さい子どもたちはどんなことが好きで、どんなふうに過ごすのかを知ることができればいいかなって」

　日菜子の考えは、拓海を実際に子どもたちと触れ合わせることで、今行き詰まっているデザインによい刺激が与えられるのではないかと思ったのだ。

「いきなり兄に会うことになって、申し訳ないとは思うんだけど」

「いや、それはいずれ挨拶に行こうと思ってたからかまわないけど……そうか」

　拓海はなにか真剣に考えているようだった。

「お前も気づいているとは思うけど、デザインうまくいってないんだ。絶対に失敗できないっていう気負いと、時間がないことへの焦り。正直ギリギリのところまできてる。もちろん卑怯な真似をしたヤツに負けるつもりはない。だからこそ本当にいいものを作りたいんだ」

　拓海の真摯な思いが日菜子に伝わってくる。日菜子は口を挟まずうなずくだけで、話を聞く。

「でも大事なこと完全に見失ってた。本当に大切なのは仕事を取ることでも、卑怯な相手に勝つことでもない。俺のつくり出す空間で子どもたちや利用する人たちに心地よく過ごしてもらうことだ」

「拓海……」

　彼は目を引くデザインを手掛ける一方で、その空間で過ごす人たちのことをなによりも考えて設計する。それこそが彼のポリシーだと、一緒に仕事をしてきた日菜子はわかってる。

「気づかせてくれてありがとう、日菜子。キャンプの件、当日お兄さんには挨拶するから、お前からもよろしく言っておいて」

「うん。わかった」

　それまでどこかこわばっていた拓海の表情が、明るくなった気がした。それだけでも日菜子はほっとする。

「日菜子、この後の予定は？」

　アイスコーヒーを飲み終えた拓海に聞かれた。

「もう帰るよ。拓海は会社に戻るんでしょ？」

「いいや。お前と一緒にいる」

「え？」

「とにかく今日は俺、日菜子を抱きしめて眠りたいんだ」

　ストレートな言葉に思わず顔を赤くする。だが包み隠さない彼の言葉に、日菜子は胸をドキドキと高ぶらせた。

「わかった。ご飯どうしよう？　久しぶりだし作ろうか？」

「いいよ別に。日菜子がいれば」

　最後の甘い言葉の後に浮かべた笑顔に、日菜子は完全にノックアウトされた。

（なんなの……最近ずっと我慢してたご褒美みたい）

　お互い注文したコーヒーを飲み終える間、日菜子は必死になって熱くなった頰を冷ました。




　ふたりで食事を終えた帰り道、袋の中にはビールとアイスクリームが入っている。

　拓海に荷物を持ってもらい、日菜子の空いた手は彼にしっかりと握られていた。

　ただ家までの道を歩いているだけ。特別なことをしているわけでもなんでもない。しかし拓海とこの時間を過ごせることが、日菜子にとっては幸せなことだった。

　ふと隣を見ると、すぐに見つめ返してくれる。お互いちょっと微笑み合うこの時間がうれしかった。

　部屋に着くと、先に拓海にシャワーを勧めた。

　すると中から拓海が声をあげる。

「一緒に入る？」

「バカ言わないでっ！　もう」

　日菜子の反応に、拓海は声をあげて笑っている。

　最初はあきれた日菜子だったけれど、彼の笑い声を聞いてこの時間が少しでも彼がリラックスできる時間であってほしいと心から思った。

　シャワーを終えた拓海にビールを渡して、急いで日菜子もシャワーを浴びる。

　まさかこんなふうに時間が取れるとは思っていなかった。久しぶりの彼との時間に胸が高鳴る。いつもより念入りに体を洗っている自分に気がついて、恥ずかしくなる。

（別に……期待しているわけではないけど、エチケットというかマナーというか）

　誰にも責められているわけではないのに、自分に必死に言い訳をして少し長いシャワーを終えた日菜子は部屋に戻って動きを止めた。

「……もしかして寝てる？」

　ソファに座った拓海の前には、空いた缶ビール。きっとそれを飲み干した後、睡魔に襲われたに違いない。ソファに座ったまま目を閉じて日菜子が近づいていっても微動だにしない。

　隣に座り彼の顔を覗き込む。少し目の下に隈くまができていて、疲れているのがわかる。日菜子はクスッと笑った後、彼の肩に頭を預けた。

　きっと睡眠時間を極限までけずっていたのだろう。今日こうやって少しでもゆっくりさせてあげられて、日菜子は満足だった。

　拓海から伝わってくる体温。それを感じているうちに日菜子自身も、うとうとと眠くなってしまった。




　心地よい温かさに、大好きな匂い。夢心地とはこのことか……と日菜子は思いながら、自分がすっかり寝てしまっていたことに、今さらながら気がついた。

　パチッと目を開けると見慣れた天井が目に入る。いつの間にか彼のベッドに横になっていた。と、そのときぐいっと二の腕あたりに力が加わり、横向きにされた。

「おはよう」

「おは……っん」

　挨拶を返す間もなく、拓海の唇が日菜子のそれに触れる。

　至近距離で見る拓海の顔は、少し眠そうだが昨日までの疲れきった顔とは全然違う。

「悪い。昨日先に寝て」

「ううん。ここまで運んでくれたの、拓海が？」

「ああ。お前もぐっすり寝てたから……なっ」

　ぐいっと体を引き寄せられた。拓海の体が日菜子に密着する。お互いの体温を感じ合う。

「ああ、久しぶり。俺、日菜子をこうやってるときが一番幸せ」

　思いきり抱きしめられ、拓海は自分の顔を日菜子の髪に埋めた。

　日菜子もそっと拓海の背中に手を回す。日菜子もまた、彼に強く抱きしめられているときが幸せだった。

　しかし穏やかな幸せは、すぐに拓海の悪戯な手によって端へと追いやられる。耳、瞼まぶた、鼻先、頰、次々と落とされていく、くすぐったいキス。

　そのキスが唇までたどり着いたとき、キスは深いものへと変化した。

　息が苦しくなるのにはそう時間がかからなかった。

　激しいキスに応えるのに精いっぱいで、彼の悪戯な手が日菜子のパジャマの裾から侵入してきたのに気がついた頃には、もう彼のなすがままだった。

　長く激しいキスから解放されたとき、日菜子の息は上がり頰は赤く染まり、目は潤んでいた。

「ごめん、途中でやめるつもりだったけど、そんな顔されたら我慢できそうにない」

　拓海の目に熱がこもる。

「そんな顔って……んっ……あ」

　反論する暇など与えられなかった。その後は拓海から与えられる熱に翻弄され、なにも考えられなくなってしまう。

　激しい衝動に呼吸を乱しながら、彼の愛を受け入れる。

　そして日菜子もまた、精いっぱい愛を返す。

　これまで会えなかった時間をふたりで埋めるように、お互いを求め合った。




　濃密でむせ返るような甘い朝を楽しんだふたりは、出社するのがすっかりギリギリの時間になってしまった。

　小走りで本社ビルに向かいながらお互いに文句を言う。

「もう、だからやめてって言ったのに」

「最初は日菜子も乗り気だっただろ」

「……っもう、そういうこと言わないで」

　否定できないぶん、全力で怒ることもできない。

「日菜子がかわいいのが悪いんだ」

「え？　わたしのせいなの？」

　仕掛けてきたのは拓海のほうなのに、あまりにも理不尽だ。

　思わず足を止めた日菜子の顔を見て、拓海が笑う。

「仕方ないだろ。それだけお前のことが好きなんだ」

　歯を見せて笑う拓海の言葉は本音かどうかわからない。けれど日菜子をドキドキさせるには十分で。

「もう……ずるい」

　小さな声でつぶやいた。

「ん？　なんか言ったか？」

「ううん。なんでもない」

　首を振る日菜子の背中を拓海がぽんと叩く。

「ほら、ふたりして遅れたらそれこそ社内の噂の的だぞ」

「それは困る！」

　急に走りだした日菜子を、拓海は笑いながら追いかけた。










第六章　恋の成長期




　週末の土曜日。天気は快晴絶好のデイキャンプ日和だ。

　日菜子と拓海は、拓海の運転する車でキャンプ場へと向かう。

　彼の好きな曲がステレオから流れてきて、ご機嫌に運転する彼の隣で、日菜子もまた彼に笑いかける。

「今日って、何人ぐらい参加するんだ？」

「子どもは四十人、お手伝いで大人が十人くらいって言ってた」

「結構多いな。それだけお兄さんの道場、人気なんだな」

　拓海の言う通り、父親がメダリスト、兄も国内では有名だったため、経営する道場は遠方からも練習に来る人がいる。

「そうだね。お兄ちゃんはわたしと違って本当に柔道が好きだから」

　日菜子にとっても小さな頃は楽しかった柔道。しかし思春期に受けた心の傷が原因で今では柔道と距離をとるような生活をしている。

　少し声のトーンを落とした日菜子の頭を拓海がなでた。

「お前の一本背負いかっこよかったけどな。そのおかげでこうやって今ふたりでいることができてるわけだし」

　拓海の言葉に日菜子は少し驚いて、それから笑顔を浮かべた。

　自分の中でのコンプレックスだったものを、拓海は好きだと言ってくれた。だからといってつらかった思いが消えるわけではないけれど、それも自分の一部だと思える日が近いうちにくるのではないかと思えたのだ。

　今、日菜子は拓海のおかげで間違いなく幸せだ。そして彼は日菜子の過去の思いも癒やしてくれる。

　改めて彼のことを好きになってよかったと、心から思った。




　車内では仕事の話は一度も出ることなく、山の中のキャンプ場に到着した。日菜子の兄・剛毅はすでに到着していて、スタッフと準備をしていた。

「遅くなってごめんなさい」

　日菜子が声をかけると顔見知りのスタッフが「おお、日菜子ちゃん！」と笑顔で迎えてくれた。

　兄の視線は日菜子ではなく、すぐうしろにいた拓海に向けられた。

「お兄ちゃん、こちらが――」

　日菜子が拓海を紹介しようとしたら、彼にそれを止められた。

「先日は突然お電話で失礼しました。改めまして……日菜子さんとお付き合いさせていただいています、南沢拓海です。今日は存分にこき使ってください」

　勢いよく頭を下げた拓海に驚いた。

「こちらこそ、わざわざこんなところまですまない。よろしく頼みます」

　剛毅もにこやかな笑顔を浮かべている。

　これまで兄は過去に日菜子がつらい思いをしたことを知っているので、妹の男性関係にはすごく敏感だった。少しでも傷つくようなことがあったら、先陣きって相手に詰め寄ることもしたであろう。

　だから今日、拓海に対してどんな反応をするのか、ひそかに日菜子は心配していたのだ。

　けれどそれは杞き憂ゆうに終わった。拓海が剛毅に事前に連絡を入れて話をしてくれたおかげだろう。

　兄がスタッフに呼ばれてその場を離れた隙に、日菜子は拓海に尋ねる。

「いったい、いつの間に電話なんてしたの？」

「日菜子はきっとすぐにお兄さんに連絡を入れるだろうから、話を決めた翌日の午後に調べて電話をかけたんだ」

　根回しのよさに驚いたが、そのおかげで兄と恋人の関係が険悪なものにならなくてすんだのだ。拓海の気配りに感謝しなくてはいけない。

「ありがとう」

　素直な感謝の言葉に、拓海は日菜子の前髪をくしゃっとなでた。

「別に日菜子のためだけじゃない。俺のためでもある。やっぱ、彼女の前でお兄さんにやられるのはかっこ悪いだろ」

「ふふふ……でも、負けるってわかってても拓海は闘ってくれるんでしょ？」

「あたり前だろ。まぁ……できるだけ避けたいけど」

　肩をすくめた拓海を見て、日菜子はクスクスと笑った。

　口ではあんなことを言っているが、きっと拓海はなにがあっても日菜子のために闘ってくれるに違いない。

　そう確信めいたものを感じて、自分がこれほどまでに彼のことを信頼していることに気づいた。

　〝好き〟という言葉だけでは、表せない気持ちが芽生えていた。




　スタッフの指示に従い、拓海はテントの設営や火起こし、日菜子は野菜をカットしたり、飲み物の用意をしたりと、お互い忙しく動いた。

　気になって拓海を見ると、兄となにやら談笑していた。打ち解けた様子を見てほっとしていた日菜子の視線に気がついたのか、拓海がこちらを見て手を振る。

　日菜子も笑顔を浮かべて手を振り返していたら、背後から「顔が緩みすぎ」という聞き慣れた声が聞こえた。

　振り向くとそこには美穂がいて驚く。

「え？　どうして……ここに？」

「どうしてって……お兄さんに頼まれたからよ」

　日菜子の顔も見ずに、水で洗った野菜をサクサクと切っている。

「どうしてお兄ちゃんが？　わたしなにも聞いてないよ」

「それは……お兄さんに聞いてよ」

　なんだかいつもと違い歯切れが悪い。気のせいか耳が赤いようだ。

　そこまできてはっと気がつく。

「もしかして、美穂……お兄ちゃんと？」

　ガタンと音を立てて、美穂が野菜の入ったボウルをひっくり返しそうになって、ふたりして慌てた。

「まあ……その、そういうことよ」

「い、いつの間にっ？」

　驚いて目を見開いた日菜子に、美穂は兄とのなれそめを聞かせた。

　ある日ふらっとわかばにやって来た兄が、それから週に一度は通うようになっていたらしい。

　拓海のこともそれとなく兄に伝えてくれていたようで、そのおかげもあって兄はすぐに拓海を受け入れたようだ。

「でも、あの男も抜け目がないわね。わざわざ事前に連絡しておくなんて」

　美穂は拓海の行動力に感心しているようだったが、日菜子にとっては兄と親友が付き合っている事実のほうが驚きだった。

　準備を終えた頃、貸し切りバスに乗った子どもたちがやって来た。バスから降りた子どもたちは楽しみにしていたのか興奮気味で、すでにあちこち走り回っている。

　しかしひとたび兄が声をかけると、ピシッと整列するのだからすごい。

　いくつかのグループに分かれて、早速バーベキューを始めた。

　日菜子と拓海は、幼稚園の年長クラスの補助を担当する。普段からあまり火に触れたことのない子は、火を怖がってなかなか近づけない。ほかの子が楽しんでいる様子を見ているだけだ。

「どうした、怖いのか？」

「……うん」

　拓海がひとりの男の子に声をかけると、彼は素直にうなずいた。

「そうか、わかった。でも、なにもしないで帰るのは寂しいだろ。だから俺と一緒に近くに寄るだけでもやってみよう」

　拓海の言葉に、最初は不安そうな顔をしていた子もうなずいた。彼は子どもの手を引いて近づく。

「火の怖さを知ってるなんて偉いな。だんだん熱気……熱さが伝わってくるだろ。ほらもう少し……」

　そう言ってゆっくりと近づけていく。すると網のすぐそばまで来た男の子は、ほかの子と同じように網に野菜を並べ始めた。

　隣でかがんで子どもと視線を合わせた拓海は、すごくうれしそうに男の子を褒めていた。

　また彼の新たな一面を目にして、こっそり胸をときめかせていた日菜子だったが、その後は食欲旺盛な子どもたちのお世話にせわしなく動き回ることになった。




　食後子どもたちは遊びに夢中になる。男の子も女の子も初めて会った拓海に興味津々で、あちこちと彼を連れ回していた。

　一緒におにごっこをしたり、かけっこをしたり、キャッチボールをしたり。全力で子どもたちに向かい合う姿を日菜子は見続ける。

「あ～あ、人気者だね。子どもたちに取られて寂しい？」

　美穂がからかってくる。

「そういう美穂だって、お兄ちゃん忙しいから暇じゃない？」

　いつものお返しとばかりにからかうと、美穂は恥ずかしそうに微笑んだ。美穂と話をしながら、それでも考えることは拓海のことだ。

（ちょっとでもいいアイデアが思い浮かべばいいな……）

　そんなことをしていると、拓海がこちらを向いて大声で日菜子を呼んだ。

「日菜子、ビニール袋持ってきて。小さいのでいいから」

　急に呼ばれて何事かと数枚袋を持っていくと、子どもたちはみんな下を向いてなにかを探しているようだった。

「なにか探してるの？」

「ああ、どんぐりだってさ」

　どんぐりと聞いて、日菜子も小さい頃のことを思い出した。昔、よく落ちているどんぐりを拾ってポケットに入れて持って帰っていたことを。

　子どもたちは皆夢中になって拾っている。

「ほら、これ見て。こっちのは丸くて大きいでしょ？　こっちはちょっと細いの」

　ひとりの女の子が、日菜子と拓海に拾ったどんぐりを見せて説明する。

「ほんとだね。すごくたくさん拾ったね？」

「うん。幼稚園にはね、どんぐりの木がないから、いっぱい拾って明日持っていくんだ」

「へぇ、そうなんだ」

「幼稚園にもどんぐりの木、あればいいのに」

「そうだねぇ」

　日菜子は、女の子の視線に合わせるためにかがんで話をしていた。

「ねぇ、拓海、子どもって本当に――」

　振り返ると彼が難しい顔をしてなにか考え込んでいた。

　日菜子は立ち上がり、彼の近くに駆け寄り様子をうかがう。

「どうかした？」

　さっきまでとあまりにも様子が違うので、心配になって声をかける。

　すると拓海の顔がみるみると笑顔になる。

「日菜子、どんぐりだ」

「どんぐり？」

　いったいなんの話なのかわからず、クエスチョンマークが頭の中に多数浮かぶ。しかし拓海はそんな日菜子には目もくれずに、女の子のもとに駆け寄る。

「どんぐり、好きか？」

「うん。お友達もみんな大好きだよ。だからわたし、今日はいっぱい拾って帰って、みんなにあげるの」

「そうか、じゃあ探しにいこう」

「うん！」

　元気いっぱいに返事をした女の子を抱き上げて、少し先の森へと拓海が駆けていく。その様子を見て『さっきのはなんだったんだろう？』と思うけれど、それ以上は深く考えずに、満面の笑みで子どもたちに囲まれる拓海のもとに向かった。

　それから拓海は子どもたちにもみくちゃにされながら一緒に過ごし、彼らを見送った後、スタッフらとともに片づけをした。

　拓海は兄と美穂にきちんと挨拶をすませると、日菜子を助手席に乗せてすぐに家路に就く。少し急いでいる様子の拓海に、鈍い日菜子もピンッときた。

「なにかいいアイデアが浮かんだの？」

「ああ、早く描かないと頭の中からこぼれ落ちそう」

「だったらわたし部屋に帰ろうか？　ひとりのほうが集中できるだろうし」

　あの日以降、痴漢をした男が日菜子の前に現れることはなかった。もうそう心配しなくてもいいのではないだろうか？と、考えた。

　できるだけ早く彼に作業に取りかかってもらい、集中して仕上げてほしいという思いでそう伝える。

「悪い。でも、できたデザイン一番に日菜子に見てほしい。だから、そばで見ていて」

　日菜子は彼の提案を受け入れてそのまま、ふたりの住む部屋へと戻った。




　拓海は部屋に着くなり、さっさと自室に入っていく。いつもならば、玄関入ってすぐタガがはずれたように日菜子をかまい倒すというのに、今日は目もくれない。

　それほどまでに今彼の頭の中はデザインでいっぱいなのだ。昨日まではいいアイデアが思い浮かばずに悩んでいた。今、荷物を床にほうり出してデスクに向かう彼の顔が、少しほころんでいるように見える。アイデアがあふれてきて、高揚感が抑えきれないといった様子だ。

　日菜子は一心不乱にペンを走らせる彼を見て、にっこりと微笑んだ。

　好きな人の夢中になっている姿を見て、日菜子もまたうれしくなったのだ。

　邪魔にならないように、せめてコーヒーでも淹れようとキッチンに向かう。

　食事には好き嫌いがなく、日菜子の作った料理はどんなものでも『おいしい』と残さず食べる拓海だったが、コーヒーには若干こだわりがあるらしく、コーヒーメーカーは海外製のものをドンッとカウンターに置いていた。

　そんな拓海はわかばのコーヒーがお気に入りで、美穂にひいてもらったコーヒー豆を買って帰り、家でも飲むようにしている。

　ミネラルウォーターを注ぎスイッチを入れ、しばらくするとコーヒーのいい匂いが部屋に漂う。

　すると拓海もそれに気がついたのか、部屋で声をあげた。

「悪いな、ほったらかしで。お詫びにもならないけど、そこにあるマグカップ使って」

　棚の奥には、見慣れないマグカップがあった。白のマグカップで中にオレンジ色のデイジーの絵が描かれている。隣には同じ模様でブルーのカップがあった。

　北欧のデザインの温かみがある。

「日菜子の分のカップ買っておいたから」

　わざわざ買っておいてくれたのだと思うと、顔が思わずにやけてしまう。

（付き合うってこういうことなんだな……）

　デートをしたり、キスをしたり、体を重ねたり……それもまた恋愛の醍だい醐ご味みだと思う。けれどそばにいないときも相手のことを考えて、それが楽しくもある。

　そういう時間を過ごせて幸せだと思いながら、日菜子はできたコーヒーをマグカップに淹れて拓海のもとに運んだ。

　それから日菜子はソファに座って、開けっ放しになった扉から拓海が作業をする姿を見つめていた。しかしデイキャンプの疲れもあってか、日菜子はそのままソファの上でうとうとして、ついには眠ってしまう。

　ふと自分の体が宙に浮いているのを感じて、目を覚ました。

「起きたか？」

　目の前には拓海の顔があった。すぐに状況がわからず、寝ぼけた頭で状況を理解して慌てた。

「ごめん、わたし寝てたんだ。下ろしてくれていいよ」

　すぐに下ろしてくれるだろうと思っていたのに、拓海はそのまま歩きだした。不安定な体勢だったので、落ちないように急いで彼の首に腕を回す。

「できたんだ。日菜子に一番に見てほしい」

　デスクの上に置いてあったデザイン画を手に取り、日菜子に差し出した。日菜子はそれを受け取ると、感嘆の声を漏らす。

「わぁ……なんだかすごくあったかいね」

　感じたことをそのまま口にした日菜子だったが、拓海にとってはそれが欲しかった言葉だったらしい。

　彼は力強くうなずくと、日菜子を抱いたまま椅子に座って説明を始めた。

「どんぐりの木って何種類もあるの、知ってるか？」

「え、うん」

　今日子どもたちが拾っていたどんぐりも、いろいろな形のものがあった。

「園庭や玄関に植えられる木のほとんどは、シラカシ、コナラ、クヌギ、ウバメガシ、どんぐりの木を集めて植えようと思う」

　拓海の言葉に今日子どもたちが、夢中になってどんぐりを拾っていたのを思い出した。

「遊具や家具もどんぐりの木――ナラなんかを使ったものをいくつか配置して。木がどんなふうに自分たちの生活に生かされているのか、知ってもらいたい」

　拓海の描いた空間は、木の温かみとそれを生かすようにガラスの窓から光がふんだんに降り注ぐ造りになっている。

　ここを笑顔の子どもたちが走り回る姿が想像できた。

「いいよ、これ。すごくいい。わたしは前のよりも好き」

　以前のデザインとはまったく違っている。だが日菜子はこちらのほうが好みだった。

「前回は学園全体のイメージに合わせて作ったものだ。しかし本当に大切なのは、そこに通う子どもたちがどうやって過ごすかということ。なにを感じてどう大きくなっていくのかということだと、俺は思うんだ」

　住空間は生活そのものだ。そこで子どもたちが成長するための大事な時間を過ごすならばそこを第一に考えるのは大切なことだ。

「向こうからの注文ばかりにとらわれすぎてた。それじゃ誰が設計しても、結局同じだと思う。向こうの求めている要素もきっちり取り込んだし、これなら絶対に先方が満足してくれると思うんだ」

　拓海はまだデザイン画を見ている日菜子を抱えたまま、ベッドに向かう。そしてベッドに座り彼女を膝の上で抱きしめた。

　日菜子もされるがまま、拓海を見つめた。笑む拓海が彼女の額に唇を落とす。

「ありがとう、日菜子。今日子どもたちとの時間をつくってくれて」

「……うん。なにも思い浮かばなくても気分転換にはなるかと思って」

「いや、今日デイキャンプに参加してなかったら、デザインできてなかったと思う。手応えのある……自分の納得できるデザインができた。子どもたちにも感謝だな」

　キャンプの後でずっとデザインをしていた拓海は、疲れているに違いない。そうでなくてもここのところ激務が続いていた。

　けれど今の彼は驚くほど、穏やかな表情を浮かべている。彼がひとつ山を越えたことを知り、日菜子はほっとして微笑みを浮かべた。

「わたし今回、拓海にはなんにもできなくて、ちょっと落ち込んでいたんだけど少しは役に立ったかな？」

「そんなこと言うなよ。今日のキャンプが大きなきっかけになったのは確かだけど、それまではお前にかっこ悪いところを見せたくない一心でやってきたんだ。だから日菜子の存在が俺にはすごくありがたかった」

　拓海は日菜子の髪に指を差し入れて、優しく梳すいた。

「ありがとう、日菜子」

「……っ」

　無力だと自分を情けなく思う日が何日も続いていた。

　けれど拓海は、日菜子の存在そのものが支えだと言ってくれたのだ。こんなにうれしいことがあるだろうか。

　わずかに瞳を潤ませた日菜子の目尻に、拓海が唇で触れた。

　お互い至近距離で見つめ合い、どちらからともなく唇を重ねた。何度かついばむようなキスを繰り返す。

　もっとと言うように、拓海が唇を寄せてきた。

「ダメ……もう遅いし」

　時間を確認しようと顔を動かすと、拓海に両手で包み込まれた。

「逃げられると思ってるわけ？　こんなに気持ちがあふれてるのに、俺に我慢させないでくれ」

　拓海の腕に力がこもる。

　そして次の瞬間には、先ほどとは比べものにならないほど、激しく唇を奪われた。

　その衝動は日菜子を一瞬にして熱くして、さっきまで残っていた『ダメ』という思いを、霧散させた。

　気がついたときには、ベッドにゆっくりと寝かされていた。

　拓海の熱の滾たぎった瞳で見つめられると、それ以上の抵抗など日菜子にできるはずもなかった。




　週末を使ってデザインを仕上げた拓海は、火曜日に先方へとアポイントを取ったと言っていた。

　デザインを見た設計部の面々も、その出来栄えを称賛する。部長も満面の笑みを浮かべて「よくやったな」と拓海に声をかけていた。

　そんな様子を遠くから眺めていた日菜子だったが、そのとき鳴った内線電話に応対した部長の表情が一気に曇ったのが気になった。

　部長は受話器を置くと、大きく息を吐いた。そしてその後すぐに、険しい表情のまま日菜子のもとにやって来た。

「松風さん、悪いが一緒に三階まで来てくれるかな？」

「え……はい」

　三階は、総務や経理などの管理部門があるフロアだ。いったいそこでなにがあるのだろうか。

　部長の曇った表情を見て、不安を覚える。すぐに向かうとのことで、日菜子は不安を覚えたまま、言われるがままに部長と三階に向かった。

　小会議室に通された日菜子は、そこで待っていた面々に驚いた。

　総務部に情報システム部、それに監査室のメンツが揃っていたからだ。自分は場違いなような気がするが、部長に促されて用意されていた席に着いた。

　緊張から胸が詰まる。小さく息を吐き、汗ばんだ手を握りしめた。

「早速本題から入るが」

　監査課長が口を開く。日菜子は顔を上げてじっと話を聞いた。

「南沢くんの、デザイン流出の件だが、君に嫌疑がかかっている」

「えっ!?」

　予想もしていなかった事態に、日菜子は驚いた。どうしてそんなことになったのかと問いただしたいけれど、驚きで言葉が出ない。

　代わりに隣にいた部長が尋ねる。

「それはなにかの間違いじゃないですか？　松風さんは僕の目から見てそういうことをできる人間じゃありません」

　隣にいる部長が必死に擁護してくれ心強かったが、監査室の課長は日菜子に鋭い視線を向けていている。

「人間というものは、魔が差すものなんだ。だからこそ、擁護の言葉をうのみにできない」

　日菜子は悔しくて、顔をうつむける。

「松風さんが犯人だというなら、なにか証拠があるってことですよね？」

　部長の言葉に日菜子は顔を上げる。

（そうだ！　どうしてわたしが疑われたのか理由が知りたい）

　それがわかれば潔白を証明するための、手がかりになるかもしれない。

「たしかあのデータは、すべて南沢が作業し、君は製作過程で手伝ったりはしていないということだよね？」

「はい。そうです」

　先日部長に聞かれたときと同じように答える。

　日菜子はできあがったものは見せてもらったが、実際にそのデータを扱ったことはない。

「それなのに、どうして何度も君がアクセスした形跡が残ってるんだ？」

　情報システム部の課長が、アクセス解析の結果を表示したノートパソコンの画面を日菜子のほうへ向けた。そこには拓海の名前に交じり、日菜子の名前もあった。

「そんな！　わたしあの案件に関わってないですから、なにかの間違いです。アクセスした時間っていつですか？」

　日菜子は画面を食い入るようにして見る。多くが就業時間内で会社にいる時刻だ。細かいところは過去のスケジュールと照らし合わせないとわからないが、今の段階では、日菜子の無実を立証できそうになかった。

　身に覚えのないことで疑われて必死になって弁明しているが、どれも無駄だった。

「データ上はわたしがアクセスしたことになっていますが、なにかの間違いです」

「間違いと言われても、実際――」

「犯人は松風じゃありません」

　いきなり会議室の扉が開き、そこから拓海が飛び込んできた。よほど急いで来たのか、息が上がっている。

　拓海の姿を見て部長が驚きの声をあげた。

「南沢、君は室長との話し合いの最中じゃないのか？」

　部長と日菜子がこの場へ来た後、拓海も監査室長に呼ばれて別室で事情の説明をされていたようだ。

　そこで日菜子の名前があがり、慌ててこの場に駆けつけた。

　そんな様子の拓海に、監査課長が鋭い視線を向けた。

「松風さんが、犯人じゃないという証拠は？」

「彼女は、再提出するデザインを一緒に考えてくれました。もし彼女が情報を漏洩していたとしたら、そんなことするでしょうか？」

　拓海の言葉に賛同するように、部長も力強くうなずいた。

　しかし監査課長は渋い顔のまま、拓海の言葉を真っ向から否定した。

「ただそれだけでは、彼女が関わっていないという証明にはならないだろ。こちらには物的証拠がある。これを覆さない限り彼女を無実として判断するのは難しい」

「逆にいえば、証拠はそれだけ。他社との接触に関する証拠はないんですよね？」

　そのとき会議室の内線電話が鳴る。

　監査課長が電話に出ると、低い声で返事をした後、すぐに受話器を置いた。

「松風さんのデスクの中から、ライバル会社の担当者の名刺が見つかったそうだ。どういうことだ？」

　冷ややかな口調が日菜子を責める。

　どうしていいのかわからない日菜子に代わって、拓海が声を荒らげる。

「そんなのおかしい。だいたいそんなわかりやすいところに証拠なんて残すはずない」

「南沢っ！」

　必死になって彼女をかばう拓海を、部長が制止する。

「でもっ！」

　まだなにか言いたそうな拓海の腕を、日菜子が掴んだ。そこで彼は冷静になり、悔しさを滲ませながらぐっと口をつぐんだ。

「もう……いいから」

　蚊の鳴くような声でそう告げて、首を振る。

「いいわけないだろ！　やってないなら最後まで闘わないと」

　日菜子は目頭が熱くなるのを感じた。強く唇を噛み泣かないように我慢する。不利な状況でも拓海は一ミリたりとも日菜子を疑っていない。

　そのことだけでも、十分だと思えた。

　しかし拓海は決してあきらめようとしない。

「……犯人がわかればいいんですね？」

「南沢、たしかにそうだが」

「俺が見つけてみせますから」

　拓海の言葉に驚いた日菜子は、彼を見つめる。

「そうは言ってもだな、我々が調べて結果が松風さんだったんだ。君たちはおとなしく下される処分を待ちなさい」

「……そんなっ」

　日菜子は震える声を漏らした。

「わたしたちもまだ調査を続ける。松風くん君は今日から二週間の謹慎を言い渡す」

「わかりました」

　小さな声でそう返事するだけが精いっぱいだった。

　そんな日菜子を拓海は悔しそうな顔で見つめていた。




　謹慎を言い渡された日菜子は、花に仕事を引き継ぎみんなの視線にさらされながら帰宅の途に就く。

（早く家に帰ろう……）

　そうすれば人目を気にせず泣くことができる。

　日菜子は足早に会社のエントランスホールを抜けて外に出ると、まっすぐに駅に向かう。

　時刻はまだ昼にもなっていない。こんな時間に帰宅することになるとは、出社時には思ってもいなかった。顔をうつむけて肩を落としたまま歩く。

　謹慎ということなので、拓海のマンションに帰るわけにはいかない。久しぶりに帰る自宅マンションまで我慢しようと思っていたのに、オフィスを出たところでこらえきれずに涙がじわりと滲みそうになる。泣いたってどうにかなるわけじゃないのに、わかっていてもあふれ出しそうになる。

　慌てて上を向いた日菜子の肩を誰かが掴んだ。勢いのままに振り向くとそこには息を切らした拓海がいた。

「歩くの速すぎ」

　いつもと変わらない調子の拓海を見て、我慢していた涙が頰を伝う。その瞬間平静を装っていた拓海の眉間に皺が寄った。

　ぐっと抱き寄せられた。拓海は日菜子の泣き顔を世界から隠すかのごとく、その腕に力を込める。

「守ってやるって言ったのに、つらい思いさせてごめん」

　彼の腕の中で必死になって首を振る。拓海は精いっぱい日菜子のことをかばってくれた。

「少しだけ、我慢してくれ。絶対俺が犯人を見つけ出すから」

　彼の力強い声に、日菜子はうなずくことしかできなかった。




　それから数日後。自宅謹慎中の日菜子は時間を持てあましていた。

　最初の二日間で部屋をすべて綺麗に掃除して、カーテンまで洗った。普段掃除しないところまでピカピカにしてしまうと、これといってやることがない。

　そういう時間はやっぱり自分の今置かれている状況について深く考えてしまい、気持ちが沈む。

　自分ではなんの解決もできないことに苛立ちと焦燥感を覚え、時間が過ぎていくのがとても遅い。

　そんなときスマートフォンが着信を告げる。会社からの電話に緊張が走る。

「……も、もしもし」

　スマートフォンを握る手に、汗が滲む。相手は部長だった。

『松風くん、急な話だけど今から出社できるかい？』

　終業時刻はとっくに過ぎている時間だ。そんな時間にわざわざ呼び出すなんてなにか新たな動きがあったのだろうか。

　日菜子は緊張で胸が苦しくなる。だがどんな結果になったとしても、それを受け入れなくてはいけない。

「はい。今から準備して向かいます」

『ああ、そうしてください』

　部長との電話を終えた後、日菜子は急いで身支度を調えて電車に飛び乗った。




　日菜子が会社に到着したのは、二十一時を過ぎた頃。玄関ホールにあるエレベーター前で拓海が日菜子のことを待っていた。

「来たのか」

「うん。待っていてくれたんだ。ありがとう」

　謹慎中いつもよりも頻繁に連絡をくれた。そして自身が忙しいにもかかわらず時間を見つけて日菜子に会いにきてくれていた。

　それでもやっぱり心細く、今日も緊張しながら出社したので、拓海が待っていてくれてうれしかった。

「あたり前だろ。それより今日はちゃんと飯食ったのか？」

「え……うん」

　ここのところめっきり食欲もなく、顔色も悪い。拓海は心配そうな顔で日菜子を見つめる。

　しかし彼の姿を見て、それまで怖くて仕方なかった心が落ち着いていく。

「ったく、ほうっておくと心配でたまらないな。ほら行くぞ」

　拓海は日菜子の手を引いてエレベーターに乗り込んだ。

　そこで初めて彼の姿に違和感を覚える。

「そのバッグどうしたの？　もしかして、もう帰るところだったの？」

　すっかり帰宅する準備が整っている。

「一度、会社から出たから――ほら、着いたぞ」

　エレベーターは設計部のある階に到着した。廊下こそは明かりがついているが、辺りは静かだ。

　普段ならばこの時間、まだまだ残業をしている人たちがいるはずだが、フロアには人ひと気けがない。

　様子がおかしいと思い足を止めた日菜子は拓海に目を向けると、彼は人さし指を唇にあてて静かにするようにと伝えた。

　日菜子がうなずくと、拓海はゆっくりと歩きだす。彼の後に続いていくと、明かりの消えたフロアの一角だけが青白く光っていることに気がついた。パソコンに電源が入っており、その前に動く人影が見えた。

「なにしてるんですか」

　拓海がその一角に向かって声をかけると、ガタッと椅子の倒れるような大きな音がした。

「日菜子、電気をつけて」

「う、うん」

　なにが起こっているのかわからないまま、指示通りフロアの明かりをつける。すると呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている脇坂の姿があった。

「どうしてさっきまで飲み会の席にいたあなたが、ここにいるんですか？」

　口調はきちんとしたものだったが、怒りの感情が込められており、脇坂はわなわなと唇を震わせている。

「ど、どうしてって……それはっ」

　そこで彼女の表情が変わった。

「松風さんがお休みしたのが悪いのよ。以前、西野さんの仕事を手伝ったでしょ？　あの仕事で確認したいことがあるって西野さんが――」

「僕はそんなこと頼んでないけど、いつの、どの仕事のことかな？」

　現れたのは西野と部長だった。

　言い逃れができないと思った脇坂は、その場に座り込んだ。

「君が必死になって彼女のパソコンから削除しようとしていたのは、ライバル社に言われてインストールした遠隔操作のソフトじゃないのか？」

「……っ、わ、わたし。なにも知りません」

「そんなはずはないだろう。情報システム部で確認すればすぐにわかることだ。こちらに来なさい」

　いつになく険しい部長の表情に、脇坂は顔色を完全に失いその場から動かない。

「これは刑事事件になるかもしれない。そのこと念頭に置いて、今後の監査室のヒアリングに臨みなさい」

　部長の言葉に脇坂が「はい」と小さく返事をして、オフィスを出ていった。

　残されたのは日菜子、拓海。そして西野だ。

　拓海はすぐに西野のもとへ行き頭を下げた。

「西野さん、助かりました。ありがとうございます」

　拓海と一緒に日菜子も頭を下げる。

「いや、南沢が松風さんを助けてほしいって俺に頭を下げたから、手伝いたくなったんだ。彼ね、仕事も手を抜かずにこの問題も解決しようとがんばってたのは知ってたからね」

　拓海が日菜子のためにいろいろ動いてくれていたのは、もちろん承知している。だがこうやって人伝に聞くと、ますます感謝の気持ちがこみ上げてくる。

　感謝の気持ちと愛しさのこもった目で彼を見ると、照れ隠しで顔を背けて髪をかき上げていた。

「わからないようにやってたつもりだったんですけど、ばっちり見られてたんですね」

「ああ、君が失敗するようなことがあれば隙を見て、松風さんへのアプローチを再開しようと思ってたから」

　西野の言葉に、拓海が目を見開く。

「冗談だよ。あんまり不甲斐なかったら、そこに付け込もうと思ってたけど、無理みたいだな」

「もちろんです。俺、こいつのことは守ってやるって決めてるんで。心配ご無用です」

　さっきまでは殊勝に西野に対して感謝の意を伝えていたのに、すでにいつもの拓海に戻ってしまった。

　しかしそれでこそ彼らしいと思う。西野もそう感じたのか口もとに笑みを浮かべていた。

「ふたりともよかったな。じゃあ、僕は帰るから」

「ありがとうございました」

　日菜子と拓海はふたりで西野に頭を下げる。西野はそんなふたりを交互に見て笑って出ていった。

　足音はすぐに遠ざかった。するとぐいっと体を引き寄せられ抱きしめられる。日菜子も彼の背中に手を回す。

　それまであった緊張がするするとほどけた。安心して立っていられなくなった日菜子を支えてより体をくっつける。

「部内のみんなも心配してた。誰ひとり日菜子を疑ってなかったし、斉藤さんなんか毎日泣きそうな顔で仕事していた」

「そう……だったんだ」

　つい最近まで、周りの人間が信用できなかった。素顔を隠してなるべく人と深く関わらないようにしてきた。自分の気持ちを抑えつけて生きることが、自分を守ることだと思って疑わなかった。

　皮肉にも今回の一件により、今の自分には拓海だけでなく、理解してくれて助けてくれる仲間がいると実感できた。

　拓海と出会えて自分を変えたいと思うようになり、少しずつ自分の気持ちを表に出すようにしてきた。

　そうすることで周りとの距離も縮まったと思う。

　いや、もしかすると、周りはいつも自分に対して温かかったのかもしれない。それに気づかずにいたのは、自分が周りをよく見ていなかったせいだったのだ。

　それに気づかせてくれたのは、今自分が抱きしめている愛しい人だ。

　お互いの体温を感じるまま、抱き合った。彼の腕の中がどこよりも安心できるとそう思えた。




　それから監査室で行われた脇坂へのヒアリングは、深夜に及んだ。

　犯人確保までの顛てん末まつはこうだった――。

　拓海は新しいデータが完成した際、再び狙われるかもしれないと思い、そのデータ一式を部長権限で別のサーバーに移動させ、ダミーのデータをいくつかもとの場所に保存しておいた。

　そしてそのデータへのアクセス解析を行ってもらうと、何度も日菜子のアカウントからのアクセスが確認されたのだ。

　もちろん日菜子本人は謹慎中だ。データを扱うことなど不可能。

　そこで、情報システム部が日菜子のパソコンを調べたところ、バックグラウンドで動く遠隔操作のソフトがインストールされていることがわかったのだ。

　すぐにサーバーを予備のものに切り替え、その事実を部署全体に伝える。

　焦った犯人がおそらくなんらかの行動に出るのではないかと、その人物をあぶり出す作戦を立てた。

　その決行日が今日。設計部の飲み会を催して部署のあるフロアに人が残らないようにして、犯人が行動しやすい環境を整える。

　そしてそこに現れたのが、脇坂だったというわけだ――。

　日菜子たちへのヒアリングは脇坂とは別の部屋で行われたが、彼女の供述につじつまの合わない点や不審な点、虚偽がないかを確認するために、何度か部長が日菜子と拓海のいる部屋を訪れた。

　当時の記憶を呼び起こしながら、ひとつずつ答えていく。そこで日菜子の知らなかった事実が次々とあきらかになっていく。

　脇坂がライバル社の担当と初めて接触したのはちょうど、拓海の担当をはずれる少し前のことだった。

　当時元彼のつくった借金の肩代わりをするために消費者金融に手を出し、借金の返済に追われていた脇坂が、ライバル社に目をつけられたのだ。

　お金に困っていた彼女は、相手の話に乗ってしまう。

　拓海の担当だった彼女に白羽の矢を立てたのだが、その後すぐにアシスタントではなくなってしまい、彼のデータにアクセスするチャンスが少なくなってしまう。

　そこで脇坂は先方に、これ以上協力できないと申し出た。脇坂も自分のやろうとしていることが怖くなってしまったのだ。

　それにもかかわらず、今度は日菜子のパソコンに遠隔操作のソフトをインストールして、彼女に罪をなすりつけるように指示されたのだ。

　彼女も本来ならばそんな怖い話は引き受けなかっただろう。しかし社内のエースである拓海のアシスタントをはずされてしまったこと、また同時期にそれまでパッとしなかった日菜子が、みんなと打ち解けたことによって嫉妬心が芽生えてしまった。

　いろいろな心の闇が重なり、彼女は犯罪に手を染めてしまったのだ。だからといって許されるわけではない。だが日菜子がなんだか悲しい気持ちになったのも、確かだった。

　被害者である日菜子と拓海は、今後のいっさいの処分を監査室に委ねることにして会社を出る。日付はとっくに変わってしまっていた。

「タクシー二台拾えるかな？」

　日菜子は昼間に比べると交通量の減った大通りで、空車のタクシーを探す。ふたりの家は逆方向なので、当然二台必要だ。

「一台で十分だろ」

「え？」

　日菜子が聞き返したけれど、そのとき空車のタクシーがふたりの前に止まった。

「日菜子を帰すつもりなんてないから。事件は解決した。俺のところに戻ってこい」

　瞬時に日菜子は、胸を甘く疼かせながらうなずいた。

　拓海が日菜子の手を取ってタクシーに乗り込む。

（今日は拓海と一緒にいたい）

　それが今の日菜子の正直な気持ちだった。日菜子は返事をするかのように拓海の手を握り返した。




　ふたりを乗せたタクシーは、ほどなくしてマンションに到着した。

　タクシーの中でもずっと手はつながれたままだった。そのせいかお互いの気持ちが加速度をつけて強まっていく。

　隣に立つ拓海と何度も目が合う。そのたびに胸が苦しくなるけれど逸らすことなどできなかった。

　これまで謹慎中、拓海は日菜子を気遣って何度も連絡をくれたし、時間を見つけては会いにもきてくれた。その都度不安を和らげてくれた。

　彼もまた仕事をしながら犯人を見つけるという、大変な日々を過ごしていた。彼のほうが大変だったにもかかわらず、いつも日菜子に優しくしてくれた。

　エレベーターに乗っている間も、日菜子は拓海の顔を見つめ続けた。

「なんだよ、そんなに俺の顔見つめるほど好きなのかよ？」

　照れとからかいの混じり合った拓海の言葉。日菜子はこういう彼の姿にも、胸が苦しいくらいときめいた。

「そうなのかも。ずっと見ていたいくらい好きなんだと思う」

　恥ずかしさよりも、伝えたい思いが勝った。

　そんな真剣に愛の言葉を口にした日菜子に、拓海は軽く目を見開き驚いた。しかしその後彼女をそっと引き寄せる。

「俺もそうなんだ。いつもこうやって一番近くで日菜子を見ていたい」

　少しかすれた声と熱い視線。どうしようもない衝動に駆られてふたりは唇を重ねた。

　エレベーターの扉が開いてから、ふたりは無言で拓海の部屋に向かった。手は強くつながれ、さっきまで重なっていた唇は互いの感触を残したまま余計に熱を煽る。

　拓海はドアレバーを引くのももどかしいといった様子で、乱暴に扉を開けるとすぐに日菜子を引き入れた。

　日菜子は、そんな強引な態度にさえ彼の愛情を感じている。そして、部屋に入るなり彼の腕に抱きしめられると、すぐに自分からも彼の背中に手を回して抱きしめ返す。

「日菜子、俺は全力でお前を守りたいし幸せにしたい。俺どうしても日菜子が傷ついていたり悲しんでいたりすると、苦しくて仕方ないんだ」

　日菜子は目を見開いた。

　まさか拓海の想いがそこまでだとは思わなかった。こんなに深い愛を与えられていたことに日菜子は目を潤ませる。

「俺は男としてはまだまだだ。だけど日菜子がいつも笑っていられるように努力するって誓う。だから日菜子は安心して俺のそばにいてほしい」

　言葉が出てこなかった。愛しい気持ちで胸がいっぱいになり、ただうなずくことしかできない。

　拓海はそんな日菜子にとろけるような甘い笑顔を向けた。

　彼の唇が近づいてくる。しかしそれを日菜子が止めた。

「ま……待って」

　しかし拓海はそのことがひどく不満そうだ。

　ネクタイに指を差し入れて左右に揺らしほどきながら、日菜子を熱のこもった目で睨む。

「これ以上待たせないでくれ。頭がおかしくなりそうだ」

　普段は余裕な彼の焦った姿。日菜子はこんなふうに自分を乞うてくれる拓海を見ると、愛おしさがあふれてしまいなんでも許してしまう。

「ゆっくり、愛して」

　それでも今日はゆっくりお互いを感じたかった。ここ数日の不安な日々を忘れるような幸せな時間を過ごしたい。

「そういうかわいいこと言うと、逆効果だってわからないのか？」

　拓海は困った表情をして小さなため息をつく。

　実際今回も日菜子の抵抗はほとんど意味をなさずに、結局強引に唇を奪われた。

「……っん……は」

　エレベーターで交わしたキスよりも、もっと深く熱のこもったキスだった。日菜子もそれに必死で応える。

　どのくらいの間そうしていたのかわからない。だがお互い名残惜しさを残しながら唇を離す。

「煽ったのは日菜子だからだな。ゆっくりは無理。でも優しくする」

　日菜子の願いが聞き届けられなかったけれど……それでも見つめてくる彼の瞳が優しいから。

　ゆっくりとうなずいた日菜子は、彼に自分のすべてを預けた。










エピローグ




　あの事件があって一年後。拓海が設計を担当した幼稚園の落成式が行われた。社長をはじめ設計部・営業部の部長。そして拓海もそれに参加した。

　あの後、最終的にライバル社ではなく、美星建設が仕事を受注することになった。拓海の考えたデザインは学校法人の理事会でも高く評価された。

　そして幼稚園が完成してすぐに、新しく高校の移転が決まりその校舎もまた美星建設が受注することに決まったのだ。もちろん相手は設計に拓海を指定している。

　脇坂の起こした事件は、社内でも衝撃が走った。しばらくの間は皆一様に暗い表情をしていたけれど、その教訓を生かしお互い周囲に目を配らせるようになり結果として結束は強くなった。

　拓海は実績を買われてまもなく課長への昇進が決まっている。日菜子もそんな彼を支えて穏やかな日々を過ごしていた。

　順風満帆なのは仕事だけではなかった。

　ふたりの仲も一年前よりも、より深くなっていた。

　そんな秋の日。

　拓海にドライブに誘われた日菜子は彼の運転する車の助手席に乗って、行き先を聞いていなかったことに気がついた。

「あれ？　今日はどこに行くの？」

「ん、そう遠くじゃないから」

　あえて行き先を告げない拓海だったが、日菜子はそんなに気にしていなかった。彼にすべてを預けていれば、大丈夫だということを知っているからだ。

　運転する拓海の横顔を見つめて、幸せだなあと思っていると高台を走っていた車がゆっくりと減速し始めた。

　彼が車を止めたのは、住宅街の一角にある広場で、そこからは街を見下ろすことができる。

　車を降りた拓海についていく。ふたり並んで街を見ていると、あの幼稚園がよく見えることに気がついた。

「あれって拓海が設計した幼稚園だよね？」

「ああ、ここからよく見えるだろ？」

　日菜子はうなずいて、もう一度建物に目を移す。

　今日は日曜日なので、園児の姿はなかったけれど、きっといつもは子どもたちが思いきり園庭を走り回っているに違いないと思えた。

「あのとき、日菜子がキャンプに連れていってくれてなかったら、あの建物は存在していなかった」

「そんな……大げさだよ」

　きっと拓海ならば日菜子の行動がなくても、素敵なアイデアを思いついただろう。

「いや、そんなことない。あのときだけじゃない。仕事のときはアシスタントとして俺が忘れがちなことにもきちんと気がついてくれるし、プライベートでは俺の重苦しい愛もちゃんと受け入れてくれてるだろ」

　その言い方にちょっと笑ってしまった。

「それは拓海もわたしにそうしてくれているからだよ」

　日菜子は拓海に人の愛し方を教えてもらったと思っている。お互い大切に想い合い、受け入れること。少しずつ理解を深めていくこと。自分の気持ちに正直であること。

　ふたりでいるために必要なことは、全部拓海が教えてくれた。

　彼と付き合う前の自分に教えてあげたい。近い未来に素敵な人と愛し合えるようになることを。

「俺たちの子どもも、あんな幼稚園に通わせたいな」

「え……？」

「そういうこと、考えたことない？」

　フェンスにもたれた拓海が日菜子に視線を移す。

「それ……って」

　思わず声がかすれた。

「松風日菜子さん、俺と結婚しませんか？」

「……っ」

　拓海は日菜子の顔を覗き込んだ。近い距離で目が合って、ここ最近慣れてきていたものの状況が状況だけに、顔が赤くなる。

「なに、返事してくれないわけ？」

　日菜子が軽くパニックに陥っているのを承知のうえで拓海は軽口を叩く。

「まあ日菜子がもし嫌だって言っても、無駄だけどな。俺はどんなことをしても日菜子を南沢日菜子にするつもりだ」

　そう言うと、ポケットから拓海がブルーのベルベットの小箱を取り出した。それは誕生日プレゼントにもらったネックレスと同じブランドのものだ。箱を開けるとそこにはダイヤの指輪が入っている。

　拓海は日菜子の左手を取ると、薬指にその指輪をはめた。そしてそのまま手を持ち上げると、そこに唇を落とす。

「日菜子に誓う。ずっと大切に愛し続ける。だから俺の隣で幸せになってほしい」

　真摯な拓海の言葉と態度に、日菜子は目に涙を滲ませた。

「わたしも……拓海を幸せにできる？」

　こんなに愛されるばかりでいいのだろうか。自分はそれに値する人間だろうか。

「あたり前だろう。俺を幸せにできるのは……日菜子だけなんだから」

　その言葉を聞いて、日菜子は拓海の胸に飛び込んだ。

「わたしのことを幸せにできるのも、拓海だけだよ」

「あたり前だろ。その役目は誰にも譲るつもりないからな」

　お互い見つめ合い、どちらからともなく微笑み合う。

　そしてふたりは高くなった秋空の下、ゆっくりと将来を思い合って唇を重ねた。
















特別書き下ろし番外編










一緒にお風呂




「あっ！」

「おいっ」

　リビングにふたりの声が同時に響く。

　日菜子が手にしていた冷たいお茶が拓海に直撃した。彼の白いＴシャツは胸もとからびっしょりと濡れている。

「ごめんねっ」

　慌ててタオルを取ってきた日菜子が、必死になって彼の濡れたＴシャツを拭いた。

「そんなに謝らなくても、別にこのくらい、問題ない」

　慌てる日菜子を落ち着かせるように、タオルを握る彼女の手を拓海が握った。

「でも……これって、拓海のお気に入りでしょ？　いつも着てる」

　いつもおしゃれな拓海だったが、とくにこのＴシャツは気に入っているようで普段からよく身に着けている。

　それを知っているからこそ、日菜子は慌てたのだ。

「まぁ、たしかに気に入ってはいるけど」

「本当にごめん」

　シュンとする日菜子を見て、拓海は彼女の頭を優しくなでた。

　だがその後、なにか思いついたのか、人の悪い笑顔を浮かべた。

「本当に悪いと思ってる？」

「え……あ、うん」

　急に念を押すような尋ね方をされて日菜子は戸惑う。しかし拓海の顔を見て彼の意図を敏感に察知した。

「ねぇ？　なにか悪いこと考えてない？」

　日菜子の問いかけに拓海は笑みを深める。この顔をするときの拓海は、よからぬことしか考えていないのを日菜子は経験として知っている。

「俺はお前の嫌がることはしない」

「なに言ってるの？　最初、わたしを脅したくせに！」

　恋人関係になるに至るまで、拓海は日菜子の秘密を盾にさんざん脅してきたにもかかわらず、その口ぶりではまったくそういったことがなかったかのようだ。

「そうだったか？　でも今となってはお前を喜ばせてるんだから結果オーライだろ？」

「まあ、そうなのかもしれないけど……」

　結局言いくるめられてしまった。

「で、話を戻す。日菜子は今、自分のした失敗に対して申し訳ないと思ってるよな？」

「もちろん、そうだよ」

　日菜子の言葉に拓海は満足そうに微笑んだ。

「じゃあ、行くぞ」

　いきなり立ち上がった拓海は、日菜子の手を引いて歩きだした。

「ちょっと、待って！　いったいなんなの？」

　日菜子の抗議など虚しく、拓海の強引な手は日菜子をぎゅっと握って離さなかった。




「ちょ、ちょっと。む、無理だから」

「なにが？」

　戸惑う日菜子をよそに、拓海は濡れたＴシャツを脱ぎ、その均整の取れた肢体をさらす。

　拓海が日菜子を連れてきたのはバスルームだった。

「俺、濡れたままだと風邪引きそうなんだけど」

「それはそうだけど」

「だったら、こうなった責任をとって日菜子が俺のこと綺麗にしてくれない？」

　〝責任〟という単語を出されると、途端に立場が弱くなってしまう。こうなった原因をつくったのは日菜子なのだから。

　とはいえ、拓海の要求は少し……いや、かなり過剰な気がする。

「たしかに悪いとは思っているけど、一緒にお風呂ってどういうこと？」

「どういうって、そのまんまだけど」

　次はベルトに手を掛けて、デニムを脱ごうとし始める。

「ちょっと待って。そこまでする必要ないよね？」

「それを決めるのは俺だから」

「そんなぁ、横暴だよ」

「横暴でもなんでも、俺は日菜子と風呂に入る。お前も覚悟を決めろ」

　勝手に決めて覚悟しろとか言われても、そう簡単にできるものではない。それを見越して拓海は自分の服を脱ぐ前に、日菜子のカットソーに手を伸ばした。

「だいたいなにを今さら恥ずかしがってるんだよ。俺はお前が知らないほくろの場所まで把握してる自信がある」

　自慢にもならないようなことを、大きな声で言わないでほしい。日菜子は拓海の言葉にあきれた。

「ねえ、本当に？　本気なの？」

「あたり前だろ。自分で脱げないなら俺が脱がしてやる」

　脱がされているところを想像して、恥ずかしさに身もだえる。

「待って。自分でするからっ」

　必死になって拓海の動きを押さえようとしていると、日菜子の抵抗に拓海も手を止めた。

「わかった。先に入ってるから、準備したら来て。あと、俺あんまり待てないから」

「わかってるからっ！」

　日菜子はいったんバスルームから出ると、はぁと大きく息を吐いた。

「もう！　本当に強引なんだから」

　文句の言葉は出るけれど、やっぱり拓海に逆らえない日菜子はなにかいい作戦がないかと考えた。あまり時間がかかってしまうと、拓海がしびれを切らしてしまう。

「あ、そうだ」

　ピンチにさらされると、案外いいアイデアが浮かんでくるものだ。日菜子は早速自室に戻ると、チェストの中をあさった。

　バスルームに戻った日菜子は、意を決して服を脱ぐ。そして部屋から持ってきたものを手に拓海のもとに向かう……前に……。

「えっ？　おい、なにやってるんだ？」

　バスルームから拓海の慌てた声が聞こえる。それもそのはずだ。日菜子が急に中の明かりを消したのだから。

「いいから、ちょっと待ってて」

　準備をしながら拓海に声をかける。彼もそれ以上はなにも言わずに日菜子を待つ。

　バスタオルを身につけて、暗くなった浴室へ足を踏み入れた。

　日菜子の手には大きなキャンドルがひとつ。それがほのかに周囲を照らす。温かい光の先に拓海の顔が見える。

「ふーん。キャンドルか。いいな」

　もしかして不満に思うかもしれないと思っていたけれど、喜んでくれているようでよかった。

　浴槽のふちにキャンドルを置くと、日菜子は自分に巻きつけてあるバスタオルに手を掛ける。

「目、つむってくれる？」

　いくら薄暗くてもやっぱり恥ずかしい。

　日菜子の言葉に拓海は小さく笑った。

「わかった。日菜子のそういうところ、やっぱりかわいいな」

「もう……からかわないでよ」

　恥ずかしがらせてからかってくるのは、いつものことだ。

「マジで言ってるんだけど。そうやって恥ずかしそうにしてるお前がかわいくて仕方ないんだ」

　にこやかに見つめてくる拓海が、バスタオルを取った日菜子に手を伸ばす。

　日菜子は彼に手を引かれるようにして、彼の膝の間に座らされた。

　すると拓海は日菜子の背中にぴたっと自身の胸をつけてきた。お互いの肌と肌が触れ合い、湯の熱さとは違う熱が伝わってくる。背後から伸びてきた腕が、日菜子をぎゅっと抱きしめる。肩に拓海が顎をのせて密着した。

「あ～幸せ」

　不意に聞こえてきた拓海の声。それを聞いた日菜子もまったく同じ気持ちだった。

　こんなふうに素肌をさらすのは恥ずかしい。けれどくっついていると、心から満たされるものがあるのも事実だ。

「うん、幸せだね」

　ほのかな明かりの中で身を寄せ合う幸せな時間が、ふたりの間に流れる。しばらくお互い会話もないまま、それでもお互いだけを感じる時間を過ごした。

「なぁ、言っただろ？」

　先に口を開いたのは、拓海だ。

「なにを？」

　日菜子はうしろを振り向きながら尋ねる。

「俺は、日菜子の嫌がることはしないって」

　たしかにそういう言葉を、口にしていた。

「そうだね」

「一緒に入る風呂もいいだろ？」

　顔を覗き込まれるようにして尋ねられた。

「まあ……そうだね」

「こういうことも、できる」

　拓海は日菜子の唇に、チュッと小さなキスを落とした。

「もう！」

　突然のことに驚く。そんな日菜子を見て拓海はますます頰を緩ませた。

　彼の大きな手のひらが日菜子の頰に添えられる。両手で包まれてじっと拓海に見つめられた。

「なぁ、嫌か？」

　熱っぽい目でねだるように言われた。こんなふうに好きな人に言われて『嫌だ』なんて言える人がいるのだろうか。

「嫌じゃ……ないよ」

　小さな声だったが、十分に拓海には聞こえた。

「ふふ……やっぱり、俺の日菜子はかわいいな」

　ゆっくりと顔を傾けた拓海が、唇を寄せてくる。目を閉じた日菜子は彼の熱い唇を受け入れた。角度を変えて繰り返される、クラクラするようなキス。

　日菜子の頭の中は拓海でいっぱいになる。

　これまで何度だって、彼とキスしてきた。でもそのたびに胸がドキドキと大きな音を立て、体に熱がこもる。いつになったら、慣れる日がくるのか。もしかして一生彼にはこんなふうにときめくことになるのだろうか。

　強引で意地悪な拓海。でも日菜子のことを大切に愛してくれている。

「なあ、強引な俺も好きだろ？」

　重なっていた唇が離れた。たった数センチの距離で拓海がささやく。

（そんな色っぽく尋ねるなんてずるい）

　そう思ったけれど……日菜子は知らず知らずのうちにうなずいてしまっていた。

「ああ、かわいいな。だったら、次はもっといいことしようか？」

　彼の瞳がますます艶めいた。その目に魅了された日菜子は彼のなすがまま。

　徒いたずらに素肌の上を動き始めた、拓海の手に抵抗せず彼に身を委ねた。

　水面が大きく波打ち、日菜子が声をあげる。そうなると彼のこと以外なにも考えられなくなってしまう。

「なあ日菜子、好きだよ。だから俺には隠さずにいろんな顔を見せてくれ、な？」

　トドメを刺すような拓海の愛のささやきに、日菜子の心も体も満たされていった。

　そんな熱い夜の、甘いお話。
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あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、このたびは『エリート俺様同期の甘すぎる暴き方～オレ、欲しいものは絶対手に入れる主義だから～』を手に取っていただきありがとうございます。

　今回は【同期もの】で、ベリーズ文庫ではなかなか異色の設定になります。

　わたし自身もマカロン文庫では二作品（だったかな？）【同期もの】を執筆していますが、ベリーズ文庫でははじめてです。

　こうやって文庫化のチャンスをいただけて大変うれしく思います。

　同期ならではの、ふたりの掛け合い。すでにハイスペックだけれど、まだまだ伸びしろのある魅力的なヒーロー。なかなか素直になれない、かわいいヒロイン。わたしの【同期もの】の萌えポイントを詰め込みました。

　そしてサイト掲載時と大きく変更させたのは、【同棲】をキーワードに加えたことです。

　おかげでラブ度ましまし、お決まりのあんなシーンをふたりが……な展開を盛り込みました。サイトで作品をお読みいただいた方も、もう一度お楽しみいただけると思います。

　イラストを担当していただきました浅島ヨシユキ様。色っぽくかつキュートという合わせ技の素晴らしい表紙をありがとうございます。ニヤニヤが止まりません！

　編集を担当してくださったおなじみ鶴嶋さん、何度かお世話になっている佐々木さん。相変わらずのポンコツ具合でご迷惑をおかけしましたが、おかげさまで今回も素敵な作品に仕上りました。

　いつも支えてくださる読者様。作品を呼んでいただいている間、幸せな気持ちになっていただけたら幸いです。

　本作でベリーズ文庫では十一作品目（アンソロジーを除いて）になります。これまでよく書き続けていられたなぁ……と、しみじみ。

　これも読者様や関係者の皆様のおかげです。いつものごとくゆっくりとですが、今後もがんばって活動してまいりますので、よろしくお願いします。




　感謝を込めて――。

高たか田だちさき
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